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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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テッキの日記より抜粋・その一

エルバ・ナイトロンドは豆を食らう

テッキと不愉快な仲間たち

テッキの日記より抜粋・その二

敗北者たちの挽歌
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　……ファルナの入院によって発生した穴は、予想以上に大きい。

　ことに、家事におけるファルナの存在は大きかったようである。炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じ、あらゆる面において質が落ちつつあるのを認めざるを得ない──ファルナの入院以来。ファルナの早期復帰が望み薄うすである以上、ワタクシとサクラとエルバの三人による新たな体制を作り上げる他ほかにないだろう。難しいところではあるが。

　家事という難事を前にして、期待できる戦力ははっきり言ってサクラ一人のみである。エルバは博物館関係、もしくは博物館外の力仕事は任せられるが、一方で家事全ぜん般ぱんを非常に嫌いやがる。そしてこのワタクシはといえば、最近だんだんわかってきたことがある──家事をするのに万まん力りきを持ち出す必要は無い、と。それどころか邪じや魔まで仕方がない。万力で生なま搾しぼりしたオレンジジュースは鉄の味がする、という事実を知ったのは何年前のことだったろうか。あの時は果か汁じゆうにまみれたせいで万力がおかしくなって、色々大変なことになったものだ……

　そんなことはどうでもいい。主張したいのは、生活の乱れは仕事の乱れにつながる、ということだ。生活の場と仕事の場を一いつ緒しよくたにしている以上、それはなんとしても避さけなければならないことである。どうにかしてエルバに家事を仕込む必要があるだろう。万力で家事はできないが、調教はできる。




　物理的な穴はどうにかして埋うめられるだろうが、精神的な穴はいかんともしがたい。ファルナの入院に、エルバはかなりのショックを受けているようだ。当然のことだろう。同情はするが、しかしワタクシとしては、彼の精神的失調が業務にどれだけの影えい響きようを及およぼすか、見み極きわめねばならない。エルバは単に八眼デイアボリツク争覇パーテイで手を組んだ同志というだけではなく、探たん偵てい業務のサポートをしてくれる、博物館にとって有益な人物だ。彼が正式に博物館員となった直後くらいに起きた二つの事件──家出少女を連れ戻もどす仕事と、博物館秘蔵の円盤レンズの盗とう難なん事件──においては、エルバがいなかったら解決できていたかどうか──

──いや、それは言い過ぎか。とは言え彼の力が問題の早期解決に寄き与よしたのは間ま違ちがいない。

　今から振り返って思い出してみても、エルバのおかげで色々助かったものだ──。

























　ぐぬり、と妙みような感覚を、エルバは足裏に感じた。

「うおっ」エルバは思わずその場で立ち止まった。「何かを踏ふんづけたぞ」

　何を踏んづけたのかすぐにはわからなかった。時間は深夜近く、空は晴れているが、現在地点は倉庫の物もの陰かげ、視界は真っ暗だ。海から吹ふき付ける南風の音以外、感覚を遮しや断だんされたも同然だった。

「僕の目には、誰だれか人の腕うでを踏んづけているように見えるね」

　そう言ったのは、エルバのすぐ後ろを歩いていた人物、ルナ・ルガだった。

「おいおい。こんな無人の廃はい倉庫街に、誰かが寝ね転ころんでいるはずが──」

　エルバは反論したが、さらにぐりぐりと足裏を前後させると、ぐぬりぐぬりといかにも人の腕を踏んづけているような感覚が返ってきた。しゃがんで確かく認にんすると、たしかにそれは人の腕だった。

「──本当だ」

　しかし妙なことに、かなり力を入れて踏んでいるはずなのに、なんの反応も返ってこない。よく見ると、その人物──男性は、半ば白目を剝むいて気絶していた。

「いい夢を見ているようには見えねえな」

　男を少し引きずって倉庫の陰から出し、月明かりの下もとに晒さらす。もちろん、見たことのない人物だった。中年男性、服装はさほど立派ではないが、毎日の寝場所に困っていそうなほどでもない。頰ほおには大きな刀傷が走っている。

「少なくとも、僕たちが捜さがしている相手じゃないね」

　ルナが言うと、エルバも同意した。

「この刀傷、カタギじゃないな。スカラーズの奴やつらだな」

「その論法でいくと、君もスカラーズってことになるけど」

　そう呟つぶやいて、ルナはエルバの額に手を伸のばした。正確には、エルバの右目の上に刻みつけられた、白い刀傷に。

　すぐに気づいて、エルバはルナの手を空中で叩き落とした。

「勝手に触さわるな」

「いいじゃないの。減るもんじゃなし」

「神経がすり減る。俺はな、この世において許し難がたいことが三つある。だまされること、中傷されること、そして他人に顔面を触られることだ。今度俺の傷に勝手に触ろうとしたら、お返しにおまえの右目に指を突つっ込んでやるからな」

　そう宣言して、エルバはルナの右目──正確には右目の上の眼帯に、人差し指を突きつけた。

「はっはっはっ。面おも白しろいご冗じよう談だんを」

　ルナは軽く笑って、静かに一歩退いた。そして倒たおれている男に目を向ける。

「それよか、どう思う？　そいつのこと」

　エルバはそばにしゃがみこみ、男の左の目ま蓋ぶたを指で広げた。

「どこのどいつだか知らないが、こいつ、円盤レンズはめてやがるな」

　眼球に貼はり付いている円盤を取り出す。右も同様にして、エルバは二枚の円盤を手にした。瞳ひとみにたとえるならば虹こう彩さいに当たる部分に、紋様クリプトが刻みつけられている。二つとも模様はまったく同種。二枚を重ね合わせるとピタリと張り付き、一枚の円盤となった。

「なんの円盤だろうねえ」

　呟くようなルナの声だったが、エルバはきっと睨み返した。

「他人がはめていた円盤を、俺に今すぐこの場ではめろってのか」

「だって、僕にはできないからね。悪あく魔まを喚よぶことは。……興味ない？」

　ルナは円盤を指さした。

「それが、どんな悪魔なのか」

「興味ないね。興味があるのは、こいつは逆流バツクワードを食くらって気絶しているようだ、ってことだ」

　エルバは、転がっている男の足をやや乱暴に蹴け飛とばす。男は相変わらず何の反応も示さない。深い昏こん睡すい状態に陥おちいっているようだ。一体誰がこの男を気絶に追いやったのか。そんな疑問がエルバの心中をよぎったが、現在抱かかえている大目的の前では小さなことだった。

「とにかく」ルナは言った。「スカラーズの人間がここにいるってことは、当たりってことかな」

「そのようだ。となると……」

　彼らの目的は、カレン・エブラルという家出少女を保護し、連れ帰ることだった。しかし一つ問題がある──カレンは、スカラーズという犯罪組織から狙ねらわれているのだ。

「こりゃ早い者勝ちだぞ。俺たちがカレンお嬢じようさんを保護するか、スカラーズがカレンお嬢さんを血祭りに上げるか」

　エルバは立ち上がり、ぐるりと首こうべを巡めぐらせて周囲を見み渡わたした。闇やみに包まれた廃倉庫街は広大で、人の気配を探さぐることは難しかった。

「参ったな。どこにいるんだか……」

「隅すみから隅まで捜すしかないね」

　苦虫をかみつぶしたようなエルバに対し、ルナの口調は気楽なものだった。

「手っ取り早い方法なんて、ないんだからね」

「厄やつ介かいな話だ」

　渋しぶ々しぶながらも、エルバはルナの言葉を認めざるを得なかった。覚かく悟ごを決めて踏み出し、倉庫の角から進み出る。

　と、一歩出たすぐそこに、二体のリザードマンが立っていた。

「うおああ！」

　大きな声が同時に発せられる。予期せぬ出会いは向こうも同じだったようで、リザードマンはびくりと震ふるえて大きく飛び退のいた。が、すぐにエルバたちの足あし下もとの男に気がつくと、

「ジョン！　てめえら、ジョンに何をした!?」

　一声叫さけんだ。

「……こいつと知り合いか？」

　足下の男をつつきながら、エルバは控ひかえめに尋たずねた。

　やや猫ねこ背ぜ気味、全身鱗うろこに覆おおわれ、トカゲを擬ぎ人じん化したような怪かい物ぶつ、リザードマン。それが二体、月明かりの下に並んで立っていた。うち一体は、小こ脇わきに長い角材を抱えている。どちらも油断無く身構えており、既すでに臨戦態勢だった。エルバの質問に答えるなどというまどろっこしいことはせず、直接襲おそいかかってきた。

「せああーッ！」

　気合いの声とともに、リザードマンは頭を低く下げて突っ込んでくる。

　エルバとルナは、それぞれ左右に飛んでかわした。リザードマンは倉庫の壁かべに激げき突とつする。と、轟ごう音おんが響ひびき、倉庫が揺ゆらいだ。まるで突然地じ震しんが来たかのような、根こそぎの揺れ方だった。巨きよ大だいな倉庫そのものが震動して、全体から塵じん芥かいがボロボロと噴ふき出る。

「けえーッ」

　少し遅おくれてきたリザードマンは、端はなからエルバを標的としていた。逃にげたエルバを追って駆かけ寄り、右手に持った角材を振ふり上げた。長さは一メートル半、長く厚く重量感があった。悪魔の膂りよ力りよくで振るわれれば、人間の頭など容易に粉ふん砕さいできる。

「ふざけんなッ！」

　エルバは左ひだり拳こぶしにはめた装身具で、正面から角材を受け止めた。ガッキと鈍にぶい音がして、角材は跳はね返される。リザードマンは重ねて角材を振るったが、その時にはエルバは後方に飛び、届かない距きよ離りにまで逃のがれ出ていた。

　エルバは左拳を開き、ぶるぶると振った。鈍い衝しよう撃げきが、手首あたりまでに響いてくるような感覚があった。さすがは悪魔の腕わん力りよくだ、と今いま更さらながら考える。

「初対面の相手の頭でスイカ割りの練習とは、大した挨あい拶さつだな。てめえら一体何者だ」

　キッ、とエルバは悪魔を睨み返した。

　リザードマンの目は横向きについており、なおかつ眉まゆ毛げはない。人間式の表情をそこに見いだすことは困難を極きわめるのだが、この時ばかりはリザードマンは怒いかりを露わにしていた。

「てめえこそ何者だ。あの娘むすめっ子の仲間か！」

　リザードマンは人語を発した。

「娘っ子？　誰だれのことだ？」

　エルバは首をひねった。

「ひょっとして、カレンお嬢さんのことじゃないの」

　と提言したのは、素す早ばやい歩調でエルバのそばに戻もどってきた、ルナだった。

「だとして」エルバは言った。「こいつらは何をこんなに怒おこっているのだろう」

「さあ？　スイカ割り用に用意したスイカを盗ぬすまれたとか」

「こんなところでスイカ割りだと？　さみしい奴やつらだな」

「なにをごちゃごちゃ言っている！」

　別の声が割り込んできた。先ほど倉庫に激突したリザードマンが、同どう輩はいの隣となりに並んだ。先ほどあれだけの轟音を立てて激突した割に、さほどのダメージも食くらっていないようだった。

「それよかてめえら、余よ裕ゆうじゃねえか……！」

　リザードマンが角材の先をエルバに突つきつける。

「悪あく魔まと素手で渡り合おうたあ、正気か？　その円盤レンズホルダーは飾かざりかよ」

「死にてえって言うんなら、三秒で殺してやるぜえ？」

　すごみを利きかせた声に、しかしエルバもルナも動じるところはなかった。

「やれやれ。この僕を三秒で殺してみせるとは、大した自信だね」

　ルナが前に進み出ようとした──が、エルバが腕うでを伸のばして押しのける。

「いや、ここは俺にやらせろ」

　エルバは左拳に装着した装身具を一ひと振ふりした。と、中から一枚の円盤が飛び出す。この装身具の本来の機能は、円盤を保持することである。エルバはこの円盤ホルダーの中に、複数枚の円盤を収めていた。

　空中で円盤をつかみ取ると、エルバは一声叫んだ。

「召喚コンタクト！」

　かけ声に従い、円盤が弱い光を放ちながらエルバの手の中から飛び出した。空中で二枚に分かれ、両の目に飛び込んで眼球に貼はり付く。

　エルバの周囲に、白いもやのようなものが現れた。急激に雲を成してエルバの姿を覆い隠かくし、徐じよ々じよに収束して身体からだにまとわりつく。数秒後には、人間とは全く別種の姿と成り代わっていた。二本足で立ってはいるが、肌はだはすっかり白い毛に覆われ、足と手の先には鋭するどい爪つめが伸びている。顔面、特に口元がせり出している様は、犬系の動物を思わせる。

　ホワイトワーウルフと呼ばれる悪魔を、エルバは召しよう喚かんしていた。

「痛い目に遭あうのはどっちだか、ためしてみようじゃねえか……！」

　言ってすぐにホワイトワーウルフは地面を蹴けった。途と端たんに、白い悪魔の姿はリザードマン達の視界から消え去る。

「な……どこ行った!?」

　リザードマンは頭を左右に振って敵の姿を捜さがすが、見あたらない。

「こっちだ！」

　声は、空から降ってきた。リザードマンが気づいて空を仰あおいだ時、視界を一いつ杯ぱいに塞ふさいでいたのはホワイトワーウルフの足の裏だった。

「ブゲラッ」

　頭に乗っかられ、リザードマンはその場に踏ふみつぶされた。ホワイトワーウルフはトカゲの頭をぐりっと踏みにじって追い打ちを加えてから再跳ちよう躍やく、もう一体のリザードマンに襲おそいかかる。

「……この野や郎ろう！」

　リザードマンは角材でホワイトワーウルフに殴なぐりかかる。しかし白い人じん狼ろうは空中でくるりと身体をひねって角材の軌き道どうから逃れ、リザードマンの背後に張り付いた。

「ンガアアァァ！」

　獣けもののごときうなり声を上げて、ホワイトワーウルフはリザードマンの首筋に牙きばを突き立てた。リザードマンは必死にあがいて抵てい抗こうするが、人狼は容よう赦しやなく鋭えい利りな牙を食い込ませていく。

「ごああ！　やめろ、この……！」

　悲鳴を上げるリザードマンの傷口から、白い煙けむりのようなものが立ち上り始める。と、それに連動するように、その身体が希き薄はくになり始める。身体の表面を覆おおう鱗うろこの一枚一枚の境界が曖あい昧まいになり、見えなくなっていく。手は握にぎられているままなのに、角材がするりとぬけて地面に落ちる。

「消えろ！」

　エルバは叫さけんで（嚙かみついたまま叫んだので「イエオ！」としか聞こえなかったが）リザードマンの頭と肩かたをつかみ、思い切り引き裂さいた。嚙み傷は一本の裂れつ傷しようとなり、バリバリと肉が裂ける。盛せい大だいに白い塵ちりが噴ふき上がり、次の瞬しゆん間かんにはリザードマンの全身が塵となってはじけ飛んだ。

「う……ああ……」

　大量の白い塵は、しかし強い南風に吹ふかれてすぐに飛び散った。その下から現れたのは、ラフな服装をした一人の若い男性である。力無く膝ひざを折ると、その場に崩くずれ落ちた。頭を踏まれて気絶しているリザードマン（既すでにリザードマンの虚きよ体たいは消え去って、中の男が現れていたが）の隣に仲良く寝ね転ころがる。

「これでよし、と」

　ホワイトワーウルフはぽんぽんと手を打ち払はらった。人狼の全身もすぐに塵となって消え去る。中から現れたのは、二本の足で立ち、涼すずしい顔をしているエルバだった。

「……こいつらも、スカラーズか」

　エルバは足あし下もとの男を蹴け飛とばしたが、男は完全に気絶していた。

　悪あく魔まの身体に与あたえられるダメージは、そのまま召喚主の身体にフィードバックされる。これを逆流バツクワードという。召喚主の精神力が耐たえられなくなれば、気絶という形で苦痛から逃のがれるよりない。そのため、二人の男は気絶したきり目を覚まそうとしないわけだ──付け加えて言うと、最初にエルバが踏んづけた男も。

「多分、あの円盤レンズもリザードマンだったんだろうな」

　男から取り出した円盤を指して、エルバは言った。

「しかし、娘むすめ一人を捕つかまえるために何人かり出してやがるんだ？　スカラーズの連中、やる気満々だな」

　その時、突とつ然ぜんルナが口元に人差し指を当てた。

　エルバも口を閉とざして耳を澄すます。

　間を置かず、海からの風に乗って、女性の悲鳴が聞こえてきた。

「どこからだ」

　エルバの問いに、ルナは倉庫街のある一点を見つめた。

「あっちの方だ。エルバ！」

　促うながされ、エルバは目から円盤を取り出して、円盤ホルダーにしまい込んだ。別の円盤を取り出して目元の高さに持ち上げ、悪魔を喚よぶ。

「召喚！」
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　白い塵がエルバの身体からだを包み込み、次の瞬間には四本足の獣の姿と変わっていた。額から長い角が生えた白馬、ユニコーンである。

「乗れ！」

　ユニコーンの中から、エルバの声が響ひびく。

「はいよ、っと」

　ルナは勢いよく飛びついてユニコーンの背に乗り、腹を軽く蹴けった。

「蹴るな！」

　ユニコーンは抗こう議ぎの声を漏もらしたが、ルナは笑え顔がおでそれに応こたえた。

「馬を走らせる時は、こうするのが普ふ通つうだろ」

「俺は馬じゃない！　止める時に俺の頭をつかんで引っ張り上げたら、振ふり落とすからな！」

　文句を垂れながら、ユニコーンは地面を蹴って駆かけだした。







　ことの始まりは三日前。エルバの上司にあたるところのアルテキア・バベルハイズが家出少女の捜そう索さく依い頼らいを受けたことに端たんを発はつする。

　ドース連れん邦ぽう首都ブルティエールの北の果てに、山の入り口にある森林を背にして、まるで要よう塞さいかとみまがうような古こ色しよく蒼そう然ぜんとした建築物がある。その名はバベルハイズ自然史博物館。名前は立派な文化施し設せつだが、現在閉館中である。経営不ふ振しんのため六年前に閉へい鎖さされたきりとなっている。

　が、閉館六年を閲けみした今、ごくまれにではあるが、博物館の扉とびらを叩たたく者がいる。

　ドージェ・エブラル氏は、そのまれな人間の一人だった。彼は今、博物館内のラウンジの一角のテーブルにつき、出された緑茶を静かにすすっている。ラウンジは広大で、外に面する壁かべは全面ガラス張り、庭園を眺ながめながらくつろぐことができる。ただし庭園は整備の手が回らないらしくところどころ荒あれており、ラウンジにはまったく人がおらずがらんとしている。かつては人でにぎわっていたであろう気配を思わせる、なんとも寂さびしい場所だった。

「カナティックという探たん偵ていから紹しよう介かいされてここに来た。ここには腕うで前まえに信しん頼らいの置ける探偵がいる、と聞いた」

　とドージェは切り出した。

「ワタクシ、カナティックの弟で子しですのよ」

　対面に着席しているのは、アルテキア──通つう称しようテッキ──バベルハイズ。バベルハイズ自然史博物館の若き館長である。燃えるような赤い長ちよう髪はつ、指先までを隠かくす袖そでの長広い豪ごう奢しやなドレスとが特とく徴ちよう的な少女だった。

　閉館中の博物館ではあるが、彼女には館長を名乗る資格がある。博物館の所有者であるバベルハイズ一族の末まつ裔えいである彼女は、博物館を再開するための──具体的には、経営のための資金を集める努力を続けている真っ最中だった。

「そうなのか。意外だな」ドージェは言った。「私も子供の頃ころは、幾いくたびかこの博物館に来たものだ。様々な悪あく魔まの姿を見ては、喜んでいた。それがこの年になって、こんな形でここを訪おとずれることになるとは」

　自然史博物館の主たる展示物は、「悪魔」と呼ばれる生命体である。

　悪魔とは、ドース全体にあまねく棲せい息そくする精神寄生体の総そう称しようである。実体は透とう明めいな円盤レンズの形をしているが、野生生物の目に潜もぐり込むとその生物の精神に取り憑つく。大気中に含ふくまれる「塵ちり」と呼ばれる物質を取り憑いた対象の肉体全体にまとわりつかせて、虚きよ体たいと呼ばれるかりそめの姿を形作る。そのかりそめの姿が、異形の怪かい物ぶつや伝説上の悪魔に似ていることから、そいつらは悪魔と呼ばれている。

「もちろん、ご不安に思う気持ちはよくわかります」

　そう言ったのは、テッキのすぐ横に付き人のように立っている少女、サクラ・イシザワだった。

　ドージェの視線は、自然とサクラに吸い寄せられた。というのも、サクラの側頭部から角が生えているからだった。

「この通り、私たちは弱小の探偵事務所ですけれどもお、悪魔に関する知識についてはエキスパートを自負できます。悪魔に関する問題の解決にはうってつけだと思いませんかあ？」

　オーラン先住民。それが、サクラが属する部族の名である。主たる在住地はドース連邦の西部州、悪魔に関する高度な知識と独特の文化様式、そして特徴的な外見──部族の万ばん民みんが眼鏡めがねを着用していること、そして左右の側頭部から角が生えていること──を持つがゆえ、神秘的な種族として認にん識しきされている。

「なるほど。それは、その──興味深いな」

　ドージェは相あい槌づちを打った──が、サクラの間延びした口調に不安を感じているようでもあった。自分の人生の二分の一も生きていない小こ娘むすめが本当に信頼できるのだろうか、という迷いが見て取れる。サクラの言葉は人の緊きん張ちようをほどくものではあったが、信頼を高めるという点においては逆効果だったらしい。

　気配に気づいて、テッキは右袖に左手を差し入れ、一枚のカードを取り出した。

「これを御ご覧らんになれば、信頼して頂けると思うのですが」

　ドージェはカードを取り上げた。表面の文字を視線で追い、そしてはっと息を吞のむ。

「八段免めん許きよか……!?」

　カードにはアルテキア・バベルハイズの名、そして悪魔召しよう喚かん士し八段という文字がしっかりと書き込まれていた。

　ドース連邦においては、悪魔召喚に関して厳格なルールを定め、召喚士を免許制という形で区分、管理している。召喚士のランクは段位という形で定められ、初段から八段までの八段階に分かたれている。悪魔召喚士八段という称しよう号ごうは、難易度の高い試験に合格した者のみに与あたえられる、極きわめて価値の高いものだった。

「あ、実は私も八段なんですよお」

　付け加えて、サクラも免許を取り出してテーブルに突つき出す。ドージェは八段免許を両手に持ち、信じられなそうな視線で二人を交こう互ごに見やった。

「なんと……！　君たちのような若いお嬢じようさんが、八段免許を所持しているとは……！」

「将来、博物館の業務を引き継つぐ者として、幼い頃から仕込まれてきましたのでね」

　大したこと無いですよ、とでも言いたげに、サクラはさらっと語った。

「いやはや、失礼いたしました」ドージェはすっかりかしこまって頭を下げた。「この年になると、頭が固くなっていけませんな。つい、見た目で人を判断してしまう」

「お気になさらぬよう。よくあることですよ」

　雅が量りようを示し、テッキは笑えみを浮うかべた。

「……であれば、君たちを信用して問題無さそうだな。いや、君たちを信用するより他ほかに手はない。一つ、私が抱かかえている問題を解決して欲しいんだ」

　ドージェの態度は融ゆう和わ的なものに変わっていた。やっと話す気になってくれたか、とテッキは内心でため息をついたが、表向きにはおくびにも出さず、営業スマイルを装よそおった。

「それで、どのようなご相談なのでしょうか？」

「改めて自己紹しよう介かいをさせてもらうが、私の名はドージェ・エブラル。西番外地に住んでいる」

　西番外地とはブルティエールの西のはずれの地域のことを指す。金持ち連中の高級住宅が並ぶ、上流階級に属する人々のための街区である。つまりこの人物は資産家ということになるはずなのだが、見た目はごく平へい凡ぼんな壮そう年ねん男性にしか見えなかった。着ている服は立派に見えるが、流行から十年以上は取り残された代しろ物もので、よく観察するとところどころがすり切れている。なにやら没ぼつ落らく貴族という趣おもむきだった。頭に包帯を巻き、顔にアザを作っているところなども、みすぼらしい印象を強めている。まるで債さい権けん者しやから取り立てを受けた直後の借金持ちのようだ。

「娘を──十五歳になる私の娘、カレンを救って欲しいのだ」

　途と方ほうに暮れた様子で、ドージェはテッキに訴うつたえた。

「娘さんが、どうなされたのです」

「家出した」

「……はあ」

　テッキは拍ひよう子し抜ぬけした。あまりに深刻な様子とは相反する言葉だったからだ。が、

「問題は簡単ではないのだ」テッキの気配を悟さとって、ドージェはすぐに付け加えた。「家出したおかげで、カレンはマーレボルジュに追われている」

「マーレボルジュですって？」

　連れん邦ぽう首都ブルティエールの地下には、大小様々な犯罪組織が存在する。彼らは互ご助じよのため、組織同士で横の連帯を組んでいる。それを総称した名がマーレボルジュである。

「正確には、マーレボルジュの下の方の組織、スカラーズと自称している連中なのだがね」

「何故なぜです。マーレボルジュが年とし端はもいかない子をつけ狙ねらうとは、尋じん常じようではありませんね」

「最初から話をしよう」

　ドージェは居住まいを正し、そして語り始めた。

「私は退たい役えき軍人でね。告白するが──私は、軍の円盤レンズの横流しに荷か担たんしていた」

「…………！」

　突とつ然ぜんの告白に、場の空気が凍こおり付いた。

「恥はずかしい話だが──賭と博ばくでかなりの金をすってしまってな。借金を棒引きにする代わりに、あんたのコネを使って軍の円盤を売ってくれないか──スカラーズにそう持ちかけられた」

　一いつ瞬しゆん、ドージェの顔に絶望的な表情が閃ひらめいた。後こう悔かいから来る衝しよう動どうに、ドージェは手で髪かみをかきむしろうとした。が、指がすぐに包帯を探さぐり当て、突然正気を取り戻もどしたかのように手を落とす。

「私には、取引をするより他にどうすることもできなかった。今いま更さら、言い逃のがれするつもりはないが……」

「ワタクシは裁判官ではありません」テッキは静かに言った。「あなたの行こう為いの倫りん理り性を問う立場にはありません。どうぞ、事実のみを語って下さい」

　ドージェは頷うなずき、話を続けた。

「取引は不定期に続けられた。ところがつい先日、取引前に非常にまずいことが起きた」

「軍の円盤を横流しする以上にまずいことなんて、そう滅めつ多たにないと思うがな」

　声を挟はさんだのは、エルバだった。少し離はなれた席から、テッキたちの様子を眺ながめていた。

「ところが、起きたのだ」ドージェは答えた。「何度目かの取引が行われる日の前日、カレンが家出したんだ。……取引用の円盤を勝手に持ち出して」

「……そりゃ、まずいな」

　エルバは認めた。

「それは──」テッキが質問する。「カレンお嬢さんは、それが取引用の円盤であることを知っていたのですか」

「いや。それどころか、私が横流しに手を染めていたことすら知らなかったろう。単に、高価そうな円盤を売り払はらって家出の路銀にしてやる、というつもりだったんだろう。……私の責任だ。もう少しきっちりと円盤を隠かくしておけば良かったのだ。何度も取引を成功させていたせいで、気がゆるんでいたのだな」

「なるほど、話がつながった。それであんた、殴なぐられてるんだな。スカラーズに」

　エルバはぽんと手を打ち、ドージェの頭部に巻かれた包帯に目をやった。それを受けて、ドージェは自分の顔のアザをさする。

「そういうことだ。結局、手ぶらでスカラーズの連中に会うしかなかった。まさか、娘が持って出て行った、などとは言えん。『間の悪いことに泥どろ棒ぼうに盗ぬすまれたんだ』と主張したんだが、結果このざまだ」

　自じ嘲ちよう気味に、ドージェは唇くちびるを歪ゆがめた。

「まあ、私の怪け我がはいい。問題は、奴やつらが『だったら、俺たちがその泥棒を見つけ出して円盤を回収してやる』と言い出したことだ。彼らは、円盤を持ち去った相手をただでは済まさないだろう」

「つまり」テッキが言った。「状じよう況きようとしては、スカラーズの連中が、円盤回収のため、カレンお嬢じようさんを追いかけている──ということですか」

「そうなんだ。カレンはスカラーズに追われていることを全く知らない。スカラーズに捕つかまったら、カレンがどんな目に遭あうか、想像しただけで──」

　ドージェの言葉は尻しりすぼみになった。頭を抱かかえて顔を伏ふせる。しばらく間を空けてから、改めてテッキにすがりつくような視線を投げた。

「お願いだ。カレンを救ってやってくれ」

「お話はおおむねわかりました。ただし、依い頼らいを受ける前に」テッキは事務的に言った。「ワタクシどもは、慈じ善ぜん事業でこの仕事をしているわけではありません。ですが、今のお話をうかがった限りでは、あなたには支し払はらい能力がないように思えるのですが──」

　言葉を切って、少しすまなそうな顔をする。

「失礼なことを言って申し訳ありません。でも、こういうことはあらかじめ決めておかねばなりませんので」

「……ふむ。それがプロフェッショナルというものだろうな」

　特に気を悪くした様子もなく、ドージェは言った。しばしの間目を閉じて黙もく想そうし、呼吸を落ち着ける。次に目を見開いた時には、決意の光がそこに宿っていた。

「私の首をくれてやろう」

「と言いますと」

「軍警察では最近、軍ぐん需じゆ物資の横流しの撲ぼく滅めつに躍やつ起きになっている。報ほう賞しよう金を出しているのを、知っているだろう？　こうなった以上、私は自首するつもりでいる。君が私を警察に突つき出す格好を取れば、君に報ほう酬しゆうが入ることになる」

　ドージェの目には、なみなみならぬ意志の強さがあった。信しん頼らいしても良さそうだ、とテッキは心の内で判断を下した。

「なるほど。ただしそのためには、証しよう拠こ物件が──横流ししようとした円盤が必要になりますね」

「そういうことだ。だから、カレンを連れ戻もどして、円盤を回収して欲しい」

　少し間を置いてから、ドージェは続ける。

「今のまま自首したのでは、カレンにまで累るいが及およぶ。それだけは、どうしても避さけたいんだ。どうにかして、カレンを連れ戻して欲しい」

「お嬢さんをスカラーズからも警察からも守れ、ということですか。難なん儀ぎなことをおっしゃいますね」

　と言いつつ、テッキは左手を差し伸のべた。

「結構です。あなたの依頼、お受けいたします」

「よろしくお願いする」

　ドージェはテッキの手を両手で取り、深々と頭を下げた。

「一つだけ」テッキは質問を投げた。「カレンお嬢さんは、悪あく魔まを喚よぶことはできるのでしょうか？」

「カレンが？　いいや」ドージェは首を横に振ふった。「あいつの悪魔召しよう喚かん士しとしての実力など、君たちの足あし下もとにも及およばんよ。代々続く軍人一族の子供として、叩たたき込んでやろうとしたんだが、あいつには才能がなかったようだ」




「もう出て行ったかな？」

　テッキがドージェを玄げん関かんまで見送った後、少ししてから、博物館の奥の方から一人と一匹ぴきが姿を現した。

　一人は黒いコートのような服を着き崩くずした隻せき眼がんの男ルナ・ルガ。もう一匹は、ルナの頭の上に乗っかっていた。

「家出娘むすめを捜さがせたあ、またつまんねえ仕事だな！　ゲハハハ！」

　豪ごう快かいな笑い声を立てたのは、タコのごとき怪かい異いな姿をした悪魔だった。八本の触しよく手しゆを垂らし、その中央には一つの巨きよ大だいな目が鎮ちん座ざしている。

「静かにしなさい、ボル・ボル」

　玄関から戻ってきたテッキは、名を呼んで腕うでを差し伸べた。ボル・ボルはひょいと空を飛び、テッキの左手に飛びつく。触手を這はわせて左腕を登り、自分の目をテッキの顔のすぐ横にまで近づけた。

「話を聞いていたのですか」

「あたぼうよ。俺たちだって博物館職員だぜ？　こんな身体からだだからあまり人前に出られねえってだけでよお」

　フウ、とテッキは小さく息を吐はいた。

「よく考えてみれば、あなた方のような存在をワタクシどもの都合に巻き込むというのは非常に失礼な話ですよね」

「ま、いいじゃないの」ルナは気軽に笑った。「僕たちは、数年に一回しかこの世に現れることのできない存在だからね。短い春を謳おう歌かするのも悪くない」

「そうそう」ボル・ボルも賛意を示す。「俺たちは契けい約やく者しやの命令を聞くようにできてるんだからよおーッ。つまんねえ仕事させられんのも宿命のうちってもんだ」

「だから、博物館の職員として、僕らを気き兼がねなく使し役えきしてほしいね、館長」

「しかしまあ」エルバが話題を変えた。「いつもこんな深刻な話を受けているのか、館長」

「いえ、さすがにワタクシも初めてですよ。いきなり犯罪行こう為いの告白をされるだなんて」

　あまりものに動じないテッキですら、驚おどろきを隠かくせない様子だった。

「あたしとしては、釈しやく然ぜんとしないものを感じるんだけど」

　そう発言したのはファルナだった。

「テッキとサクラが八段免めん許きよを出した途と端たんにころっと態度を変えたのが気にくわねーッ。段位がそんなに大事かっての」

　少年のような小さな身体で、少年のような服装をして、少年のような言葉を使ってはいるが、彼女はエルバと同年齢の従姉妹いとこである。

「まったくだな」エルバが賛意を示す。「東部人ときたら、どいつもこいつも悪魔の段位にころっとだまされやがって」

　エルバ・ナイトロンドとその従姉妹、ファルナ・エレイスンは、つい半月ほど前にブルティエールに来たばかりの西部人だ。エルバの父、チェビアトがかつてここの博物館職員として働いていたという縁えんで、エルバたちも博物館住み込みの職員となったわけだが、二人とも西部人的気質の持ち主であるため、東部的価値観と衝しよう突とつすることがままある。

「だまされる、とは失礼な。ワタクシたちの八段免許は本物ですよ」

　テッキが反論するが、エルバはさらに言い返す。

「そりゃそうだろうさ。俺が言いたいのは、免許に対する信しん頼らいと、免許を持っている人間に対する信頼とを一いつ緒しよくたにしている奴やつが多すぎるってことだ」

「それは、たしかに真理をついていますけれども」テッキは一歩譲ゆずった。「しかし、あなた方がこの場で文句を垂れたところで、どうなるものでもありませんよ。むしろ、あなた方も博物館職員になった以上、八段免許を取って頂きたいくらいです。エルバは四段でしたよね」

「面めん倒どうくさいなあ。四段を取るのも手間だったってのに」

「取っておいて損はありませんよ。免許の段位の高低は、就職口の多さにも露ろ骨こつに影えい響きようしてきますからね。八段免許を持つ人間は引く手あまたで多額の報ほう酬しゆうを得られる仕事に就つけるけれども、初段免許すら持たない人間は、一生ビスク豆を食べて過ごすことになる」

「ちょっと待て。なんで突然ビスク豆の話が出てくるんだよ」

　連れん邦ぽう全土で栽さい培ばいされている安価な食物の名に、エルバは過か剰じように反応した。

　博物館は長いこと緊きん縮しゆく財政を強しいられており、食事にビスク豆が出ることはしょっちゅうだった。博物館住み込みで働いているエルバは、これまでさんざんビスク豆を食べさせられていた。豆類が大だい嫌きらいだというのに。

「ブルティエールには『貧びん乏ぼう人にんは豆を食え』という言葉がありましてね。居い候そうろうの分際でたくさん食べたいのなら、段位を上げて信頼される人間になって、仕事を取ってこいということですよ」

「…………ムム」

　それを言われると、エルバも口ごもらざるを得ない。エルバに豆ばかりを食わせてテッキが一人だけ豪ごう勢せいな食事を摂とっている、というのならキレようもあるのだが、テッキもエルバと同様に、毎日ビスク豆を食べ続けている。

　テッキは自じ嘲ちようするように口元をつり上げた。

「申し訳ないとは思っているのですよ。館長として、職員にろくな食事も食べさせてやれないという事実については。特にエルバ、あなたは食べたいものも食べられなくて、かなり憔しよう悴すいしているようですね」

「憔悴？　俺は別に憔悴なんてしていないぜ。いつだって平常心を保っている」

「平常心？　シャツのボタンも留められないのに？」

　テッキは自分の胸むな元もとに手を当てた。エルバもつられて自分の胸元を見る──と、シャツのボタンが一つずれていることに気がついた。

「ありゃ」エルバは思わず声を上げた。「俺はこんな格好で客前に出ていたのかよ。どうして誰だれも教えてくれないんだ」

「気づいてたんですけどねえ」サクラは言った。「てっきり西部式のファッションのつもりかと思ってましたよお」

「こんなファッションがあるか！　おまえは西部を馬ば鹿かにしてんのか」

　エルバは言い返したが、サクラは「あっはっは」と笑って受け流した。

「すいませんねえ。直してあげますよお」

　エルバの正面に立つと胸元に手を伸のばし、掛かけ違ちがえたボタンを外しにかかる。

「…………」

　突然接近されてエルバは驚いた。すんでのところで声を抑おさえる。

　エルバのボタンは、サクラのちょうど目の高さにあった。エルバ側の視点から見ると、すぐそこにサクラの端たん整せいな顔がある。サクラがボタンを直している間、エルバは視線のやり場に困り、じっとサクラの角をみつめていた。

　至近距きよ離りから見ると思いの外、角が大きな事に驚かされる。右の角先端から左の角先端までの長さは、肩かた幅はばにほぼ等しい。表面は滑なめらかだが、かなり硬こう質しつそうである。先端の尖とがり具合は、人間の心臓を貫つらぬけそうなほどだ──よほどうまく首をひねらなければならないだろうが。

「これでよし、と」

　作業を終えたサクラはエルバの胸をぽんと叩たたいて、上うわ目め遣づかいに笑え顔がおを向けた。

「……ありがとよ」

　きれいな瞳ひとみにのぞき込まれ、エルバはそれ以上のことが言えなくなる。わずかな間、二人は見つめ合ったが──

「サクラ！」

「はい？」

　テッキの鋭するどい呼びかけに、サクラはすぐさま振ふり向いた。結果、サクラの角がエルバの顎あごに引っかかり、エルバの顔が九十度左回転する。

「ぐげえッ」

　ゴキン、と骨の鳴るものすごい音がした。エルバは思わずその場に膝ひざをつく。

「あ！　大だい丈じよう夫ぶですか、エルバ君!?」

　角で何かを引っかけたことに気づいてサクラが声を上げる──が、それより早く、テッキはエルバを容よう赦しやなく引っ立てた。襟えり首くびをつかみながら壁かべ際ぎわまで押していく。

「サクラにいい顔されたからっていい気にならないで下さいよ？　あの子は純真で、他意なんてないんですからね」

　小声で、なおかつえらい形相でテッキはエルバに迫せまった。

「何の話だ。というか、せっかく直してもらったボタンが千切れるだろうが」

　エルバは苦しげに声を絞しぼり出した。テッキは左手を襟首から放したが、今度は袖そでの中に隠かくしたままの右手を伸ばして、エルバの喉のど元もとに押しつけた。
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「サクラに手を出したりなんかしたら、あなたの喉仏を押しつぶしますよ？」

「冗じよう談だんはおまえの右手だけにしてくれ」

　半ば恐おそれ、半ば呆あきれた表情で、エルバは言い返した。

　テッキは長らくエルバの瞳をのぞき込んでいたが、ふっと力を抜ぬくと解放し、その他の一同に呼びかけた。

「カレン・エブラルの捜そう索さく、さっそくとりかかりましょう」

　そう言って、ラウンジから出て行く。他の一同もテッキについて行くため、動き始めた。一人だけ、エルバは首元を押さえながら呆ぼう然ぜんと立っていたが──

「……痛ッ」

　突とつ然ぜんすねに痛みが発生した。見下ろすと、ファルナがエルバの足を蹴け飛とばしていた。

「なんなんだよ、ファルナまで」

「……フン。なんだよ、デレデレしやがって。西部にいた頃ころのエルバはそんなんじゃなかったぜ」

　それだけ言って背を向けて、ファルナはそのまま行ってしまった。

「なんなんだ」エルバは呟つぶやいた。「なんで俺がサンドバッグにされるんだ。食べるもの食べてなくて正気を失っているのは俺だけじゃないんじゃないのか」

「そうじゃあないと思うけど」

　ルナは控ひかえめに意見を述べた。

「それはどういう意味だ」

「みんなエルバのことが好きなんだよ」

「冗談を言うな。人の喉仏を押しつぶすと脅きよう迫はくしたり、人の足を蹴飛ばしたりする愛情表現が世界のどこにあるってんだ」

「ここにある。好意の表現の仕方は人それぞれさ」

「個人差にもほどがあるだろ。おまえの人間観は信用ならない」

「時々、君は忘れるようだね」

　意味ありげな視線を、ルナはエルバに向けた。

「見た目がこの通りだから、忘れるのも無理はないと思うけど──僕には、君の数百倍の人生経験があるんだよ」

　ム、とエルバは黙だまり込んだ。

　肌はだや髪かみはつややかで、表情は常に柔にゆう和わ、身体からだもそれほど大きくない。外見上男か女かも判然とせず、見た目の年ねん齢れいは高めに見積もっても成人寸前くらい。とうてい成熟した大人には見えないルナではあるが、その実は気の遠くなる時を過ごしてきた「存在」なのだ。

「ま、人間関係なんて、僕の知ったことじゃないけどね。……行こうか。置いていかれるよ」

　ルナはエルバの背中を叩いた。

「チェビアトの仇かたきを捜さがしているんだろ？　探たん偵てい技術を身につけておくのは、損じゃないと思うけど。あと、免めん許きよも」

「人の父親の名前を呼び捨てにするな、と何回言ったらわかるんだよ」

　渋しぶ々しぶながら、エルバは歩き始めた。







　調査開始から三日目、テッキたちはカレンの潜せん伏ぷく先さき情報を手に入れた。港の廃はい倉庫街に身を潜ひそめているらしいという話の真しん偽ぎを確かめるため、テッキとエルバとルナの三人でやってきたのだが──どうやら、スカラーズの方もほぼ同時に同じ情報を手に入れていたようだ。

　ユニコーンは問題の倉庫にたどり着く。背中からルナが飛び降りるのと同時に、エルバは悪あく魔まを解放した。ユニコーンの虚きよ体たいが塵ちりに戻もどって一挙に消え去り、中からエルバの姿が現れる。

「ここだな!?」

　倉庫裏手のドアに張り付いたルナに、エルバは声を投げた。

「間ま違ちがいないね。悲鳴はここから聞こえた」

　ルナはドアノブに手をかけた。途と端たん、何の抵てい抗こうもなくドアは開く。すぐさま二人は倉庫内に飛び込んだ。

　天てん井じようの高い、広大な倉庫だった。普ふ通つうの建造物ならば三階建てくらいの高さはありそうなところである。地面と天井のちょうど真ん中あたりに、倉庫をぐるりと回る通路が張り巡めぐらされており、その通路の奥の方で数名の人間がもみ合っていた。倉庫内には窓からの月明かりが差していたが、そこにいるのが一体誰だれなのかエルバには全く判別できなかった。が、

「テッキちゃんだ」ルナは断言した。「テッキちゃんが単身で悪魔と戦っている」

「おまえは下で待っていろ。誰かが落ちてきたら拾えよ！」

　そう言って、エルバは階段を上り始めた。鉄の板を張っただけの簡単な階段で、駆かけ上るとカンカンカンと甲かん高だかい音が倉庫中に響ひびいた。

「くそッ。大だい丈じよう夫ぶだろうな？」

　階段を上り切ると、足の裏に震しん動どうを感じた。前方でもみ合っている連中の足あし踏ぶみが、エルバの位置にまで伝わってきているのだ。無茶をしすぎたら足場ごと地面に落ちかねないな、と警けい戒かいしながら、エルバは早足で距きよ離りを詰つめていく。

「テッキ！　大丈夫か！」

　近づくと、テッキが背を向けて立っているのが見えてきた。暗くて髪の色はわからなかったが、指先までをも隠かくす袖そでの長いドレスはあまりに特とく徴ちよう的だ。エルバは声をかける──が、テッキは振ふり向かなかった。

「シャアアーッ」

　暗くら闇やみから刀が伸のびてきて、テッキの頭上を襲おそう。テッキは大きく飛びすさって攻こう撃げきをかわし、エルバの鼻先に迫せまった。ガン、と乾かわいた音がして足あし下もとが揺ゆれる。

　すぐ背後にエルバの気配を感じて、テッキは初めて振り向いた。暗闇の中にあってテッキの両目が光っているかのような錯さつ覚かくを、エルバは覚えた。彼女の目は狩人のそれに似て、厳しく油断がない。

「……カレンさんがあそこにいます！」

　テッキは暗闇の奥を指さした。窓からの月明かりが落ちる場所に、一人の少女が腰こしを落としていた。状じよう況きようを吞のみ込めず、茫ぼう然ぜん自じ失しつしているという風である。

　その手前、テッキと少女の間に立ちふさがるように、リザードマンが一体上っていた。右手には刀を構え、テッキの隙すきを窺うかがっている。

「上ってくる階段を間違えたようだな」

　エルバはひとりごちた。通路は二人がやっとすれ違える程度の狭せまさで、リザードマンを無視して少女を救いに行くのは不可能だった。別の階段から回り込めば少女の後ろ側に出ることも可能だろうが、今からそうするにはあまりに遠回り過ぎる。

「ここはワタクシに任せて下さいな。すぐにあいつを黙らせますから」

　リザードマンに視線を戻しながら、テッキは言った。

「黙らせるだと!?」リザードマンはテッキの発言を聞きとがめた。「悪魔も喚よばずに大した度胸だな！」

　その言葉を受けると、テッキは軽く肩かたを震ふるわせた。「うふふふ」とこもった笑い声を立てる。

「なんだ!?　なにがおかしい!?」

　リザードマンが怒ど鳴なる。するとテッキはピタリと笑いを止め、

「悪魔を喚ぶ？　あなた方の相手など、悪魔を喚ぶまでもありませんわよ」

　そう言い切った。左手を掲かかげ、右手を腰だめに構えた。袖がわずかに滑すべり落ち、開いた左手が露あらわになる。

　リザードマンは言葉を失った。三拍ぱくほどして、笑い始める。

「おいおい、正気で言ってんのか？　お嬢じようさんよお」

　リザードマンの体長は約二メートル、横よこ幅はばは身長相応に逞たくましい。一方で、テッキの体格は平均的女性のそれをはみ出るものではない。常識的に考えて、圧あつ倒とう的にテッキが不利な状況だった。それでも、テッキはやり合う気満々だった。虎とらのような鋭するどい視線で、リザードマンの動きを観察している。

「痛い目に遭あいなあッ！」

　リザードマンは刀を振り、斜ななめに打ち下ろしてきた。狙ねらうはテッキの肩口である。

　テッキは──なんと逆に一歩踏みだし、腰に構えていた右手を突つき上げた。

　アホが、と一いつ瞬しゆんのうちにリザードマンは内心で嘲あざ笑わらう。テッキの行こう為いは、思わず頭上に手をかざしたようにしか見えなかった。テッキの右手が真っ二つに裂さける様を思い描えがきながら、容よう赦しやなく刀を振り下ろす。

　ところが、刀と右手が激げき突とつすると──

「…………!?」

　鈍にぶい音がして、刀が跳はね返された。

「なんだと!?」

　動どう揺ようしつつ、反射的にリザードマンは刀を握にぎり直し、今度はテッキの胸めがけ突きこむ。

　テッキは身体からだを大きくねじった。突きを避よけると同時に、右手の中に隠し持つ何かをリザードマンに叩たたきつけようという構えだ。

　鋭い切っ先は、数センチの差で空を切る。ぎりぎりで突きをかわしたテッキは、前のめりになっているリザードマンの顔面に、右手を叩きつけた。

　激突する寸前、リザードマンが考えていたのは反はん撃げきのことだった。おそらくテッキはブラスナックルか何かをはめているのだろう。少々痛い思いはするだろうが、女の腕わん力りよくで殴なぐられるなどたかが知れている。すぐさま飛びついて押し倒たおせば、あとはどうとでも料理できるだろう、と算段していた。

　ところが─

　テッキの一撃は、至近距離から大たい砲ほうの弾たまを食くらったような衝しよう撃げきを伴ともなった。

「ぶげあ……!?」

　意味不明の声が、リザードマンの口から漏もれる。正面衝突に、リザードマンの首が後方へ九十度以上折れ曲がる。

　テッキはさらなる追い打ちを繰くり出した。右手を高く掲げると、

「……必殺ッ!!」

　引力に任せるかのように振り落とし、リザードマンの頭へもう一発食らわせる。ゴガン、とリザードマンは鉄の床ゆかに叩きつけられた。

　意識が遠のいていくのを感じながら、リザードマンは仰あお向むけになった。そして、テッキの右手の正体を目まの当たりにした。それは義手──と呼ぶには、形状があまりにも手に似てな過ぎた。しかし、見覚えのある形状だ。二つの鉄てつ塊かいから構成される、それの正体は──「そんなん……ありか……」

　それの正体を悟さとった瞬間には、リザードマンは気を失っていた。




　テッキの右みぎ袖そではまくれ上がり、右手──正確に言うならば、右手があるべき場所にあるもの──が外気に晒さらされていた。

　万まん力りきだった。

　右手があるべき場所に、巨きよ大だいな鋼鉄の万力が生えていた。

「相変わらず、威い力りよく抜ばつ群ぐんだな」

　半ば恐おそれ、半ば呆あきれながら、エルバは言った。

　ブルティエールを闊かつ歩ぽする探たん偵てい、「フラッシュ・ヴァイス」の二つ名は、特に裏社会で有名になりつつあった。その所以ゆえんが、この右手だ。六年前に事故で右手を失った後、代わりに万力を埋うめ込んだのだという。なんでよりにもよって万力なんかを義手代わりに選んだのか、その理由をエルバは知らない。

　テッキは袖を直して万力が見えないようにすると、ついさっきまでリザードマンだった男を踏み越こえた。召しよう喚かん主しゆが気絶してしまえば、もはや悪あく魔まは虚きよ体たいを保つことはできない。塵ちりは消え去り、力無く寝ね転ころがった男の姿だけがそこにある。

　その向こう側にいる少女、カレンは、疑いと戸と惑まどいの目でテッキたちを見ていた。

「あなたたちは……何者なの……？」

「あなたを救いに来たのですよ」

　テッキは優やさしく声をかけた。が、少女はテッキを凝ぎよう視ししたまま、ぴくりとも動かない。男たちに追い立てられ、うちひしがれているという様子である。十五歳という年ねん齢れい相応の華きや奢しやな身体をしており、今は軽装に身を包んでいるものの、いかにもいいところ出のお嬢さんであるという気配は隠かくしようがない。毛並みのいい捨て猫ねこ、という体ていである。

「あーあー」エルバが声を出した。「怖こわがってるじゃねえか。テッキが万力なんか振ふり回すから」

「お黙だまりなさい」

　エルバをたしなめてから、テッキはカレンに向き直る。

「安心して下さい。ワタクシたちは、あなたのお父様から頼たのまれて、あなたを連れ戻もどしに来たのです」

「お父様……？」

　カレンの眉まゆがぴくりとつり上がった。

「ええ。お父様はあなたのことを心配していらっしゃるようですよー」

「噓うそ！」

　テッキの言葉を、カレンはいきなり否定した。素す早ばやく立ち上がると、嚙かみつくような視線を投げ返す。

「あたしを連れ戻そうったってそうはいかない！　あいつのもとになんか、二度と戻るもんか！」

　そう言い捨てると、カレンは鉄てつ柵さくを乗り越えて強く蹴けり、通路から階下へと飛び出した。

「な!?」

　テッキは声を上げた。倉庫の床までは数メートルの距きよ離りがあり、落ちたらただではすまないはず──

「なにしてんだよ!?」

　本能的に、エルバはカレンを追いかけていた。鉄柵に足をかけて身を乗り出し、腕うでを精せい一いつ杯ぱい伸のばす。

　ところが、エルバの手がカレンの足に届く寸前。

「召喚コンタクト！」

　カレンは叫さけんだ。引力に捉とらえられながらも、カレンの周囲の大気は白く輝かがやき、新たなる虚体を形作った。光が収まった時、そこにあったのは羽を持つ悪魔の姿だった。

「サラマンダーだと!?」

　エルバは悪魔の名を呼んだ。

　トカゲの身体からだに羽が生えた、空を滑すべるように飛ぶ悪魔へと、カレンの姿は変じていた。地面に激げき突とつする寸前で水平飛行に移行すると、倉庫一階の大窓へと突撃する。

「そういうことは……最初から言ってくれーッ！」

　エルバは慌あわてて身を引こうとした──が、間の悪いことに、鉄柵が三本ほどまとめて折れた。もともと腐ふ食しよくしていたところに、急激な力を立て続けに加えられたせいだろう。ガコンと手すりが外へ飛び出し、その手すりにすがっていたエルバは身体ごと通路の外へ投げ出された。

「……間に合わん！　ルナァァーッ！」

　エルバは下で待機しているはずの男の名を呼んだ。

「はいよ！」

　すぐに応じて、ルナは落下位置に飛び込んだ。両手をすくうように持ち上げると、ちょうどそこにエルバが落ちてくる。

「とっとっとおーッ」

　勢いよくエルバはルナの細腕の中に飛び込んだ。エルバの身体の落下速度は急激に減げん衰すいし、静かにルナの腕の中に収まる。

「助かった！」

　ルナの腕をクッションにしてエルバは小さく飛び上がり、すぐに立ち直った。しかしその時には、サラマンダーは完全に手の届かない所に行っていた。倉庫の大窓は閉とざされていたが、サラマンダーの頑がん丈じような身体には障害とはならない。少し羽を畳たたむと、頭から突つっ込んで大窓を突き破る。ガラスを窓まど枠わくごと破は砕さいし、サラマンダーはそのまま倉庫の外へ逃のがれ出て行った。

「……エルバ！　大丈夫ですか!?」

　カンカンカン、と高い音を立てながら、テッキが階段を駆かけ下りてきた。

　エルバは腕を伸ばして、テッキに答えた。

「この通り、なんともない。ルナの『力』で助かった」

「そうですか。それは良かった」

　テッキは胸をなで下ろした。

「心配してくれるのか」

　にやりとエルバは笑った。テッキは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、すぐに顔を背そむけた。

「あなたに怪け我がでもされたら、治ち療りよう費を捻ねん出しゆつしなければならなくなりますのでね」

　気き遣づかわしげだった表情も、不ふ機き嫌げんそうなものに戻る。

「それより、何をやっているんですか。あなたが落ちさえしなければ、ルナがあの子を押さえられたかもしれないのに」

「冗じよう談だん言え」エルバはすぐに言い返した。「あの状じよう況きようだったら、誰だれだってあの子を押さえにかかるだろ。あの子は悪あく魔まは喚よべない、って話だったんだからよ。話が違ちがうぜ」

「……そうですね」

　テッキの視線は、そのまま砕くだけた窓枠に向けられた。窓はまるで強ごう盗とうに入られたかのような惨さん状じようで、そこから南風が強く吹ふきこんでいる。サラマンダーの姿はとっくに消え去っていた。

「何事もなくあの子を連れ帰ることができれば良かったのですけれど……どうやら、そう簡単には済んでくれないようですね」

　頰ほおに左手をあて、テッキはため息を吐はき出した。







「これはまた、ずいぶん荒すさんでますね……」

　エブラル家の玄げん関かん扉とびらの前に立ちながら、テッキは呟つぶやいた。

　ドース名産の真っ白い建材、ビスク煉れん瓦がで建てられた、大きな屋や敷しきだった。が、全体的に寂せき寥りよう感かんが漂ただよっていた。庭の芝しば生ふはところどころで土が露ろ出しゆつし、植え込みは刈かり込まれず伸び放題。最後に人の手が入ってから十年以上経たっている、という風情ふぜいだった。いかにも借金に苦しんでいる、という気配がありありだった。

「近所で噂うわさの幽ゆう霊れい屋敷って感じだな。本当に人が住んでいるのか？」

　言いつつ、エルバは玄関のノッカーを叩たたいた。

　しかし、一分待っても二分待っても、なかなか扉は開こうとしなかった。

「中に入ったら、あのおっさんが白骨死体になってました、なんてオチはないだろうな」

　文句を垂れながらもう一度ノッカーに手を伸ばしかけたその時、わずかに扉が開いた。といっても開くスピードは蝸牛かたつむりの歩みのごとく遅おそい。まるで外から何かが入ってくるのを警けい戒かいしているかのようだ。

　面めん倒どうくさくなって、エルバは扉に手をかけて思い切り開けた。

「うあああ！」

　ものすごい悲鳴を上げながら飛び出してきたのは、執しつ事じの衣い装しように身を包んだ男だった。執事はその場に崩くずれるように尻しり餅もちをつくと、頭を防ぼう御ぎよするように手をかざした。

「許して下さい！　もう払はらえるお金なんて無いんです！　どうか堪かん忍にんして下さい……！」

　来客の顔を見ようともせず、すごい勢いでひたすらに頭を下げた。事情はさっぱりわからないが、見ているだけで哀あわれさがこみ上げてくる。

「待ってくれ」エルバは思わず執事の手を取った。「俺たちは借金取りじゃないぜ」

　はっと息を吸い、執事は頭をもたげる。しかしエルバの顔を見ると、

「それでは……スカラーズの方ですか！」執事の顔は蒼そう白はくになった。「お願いです！　これ以上私たちを痛めつけてどうしようっていうんですか！」

　執事はますます取り乱し、土ど下げ座ざを繰くり返した。

「いや、だからそうじゃないって……！」

「家には貞てい淑しゆくな妻と三人の子供が私の帰りを待っているのです！　どうかお慈じ悲ひを……！　たーすーけーてー！」

　エルバがどんなに説得しようとしても、執事はまったく聞く耳持たなかった。

「エルバ、引っ込みなさい」

　テッキが命令した。エルバは言われるままに引き下がった。

「そうではありません。ワタクシたちは、ドージェ・エブラル氏から依い頼らいを受けた者です」

　そう言うと、初めて執事は落ち着きを見せ、顔を上げた。

「少し質問したいことがあって、こちらにうかがったのですが……お取り次ぎ頂けないでしょうか？」

「あ、そういうことでしたか……」

　執事は立ち上がると、気き恥はずかしそうに全身のほこりを払った。玄関の扉を大きく開けて、中に入るよう促うながした。

　テッキは一礼した後、エルバに意味ありげな視線を投げた。

「やっぱりあなたの顔は、ゴロツキと見み間ま違ちがわれるようですね」

「うるせえなあ。仕方ねえだろ」

　エルバは右目の上の傷を撫なでながら、玄関へ踏ふみ込んだ。




　通された客間には、死の臭においが漂っていた。

　庭の荒あれた様子からして、予想できたことではあった。この家は、美観を保つための手入れが決定的に欠けている。屋敷の内側外側ともに。かつては潤じゆん沢たくな資産があったものの、徐じよ々じよに衰すい亡ぼうしつつあるという気配が、家全体に大きな影かげを落としていた。

　ドージェは相変わらず死にそうな顔をしていた。が、一方で目にだけは妙みような生気がたたえられている。カレンを保護することに一いち縷るの望みを抱いだいているのだろう。

「実は昨日、カレンさんを見つけたのですが」テッキは切り出した。「取り逃にがしてしまいまして」

「逃がした？」エブラルは面倒そうに応じた。「一応、まだスカラーズの手にはかかっていないということかね」

「それもありますが、少し問題が発生しまして。カレンさんを捕つかまえようとしたところ、あの子はサラマンダーを召しよう喚かんして、逃にげていったのです」

　その言葉を聞いても、ドージェは無反応だった。テッキは言葉を重ねた。

「カレンさんは悪あく魔まを喚よべない──そういう話ではなかったのですか？」

「喚べない？」ドージェは首をひねった。「そんな話、したかね？」

「したじゃないか」エルバはくちばしを突つっ込んだ。「才能がないとか、召喚士としての実力はテッキの足あし下もとにも及およばないとか」

「ああ。カレンは悪魔召喚士四段だからな。八段には及ばないだろう」

「……はあ？」

　テッキは呆あきれたような声を漏もらした。

「四段程度で悪魔召喚士を名乗るとは片腹痛い話だ」ドージェは語る。「私の若い頃ころは、六段以下の資格しか持っていない奴やつは、決して悪魔召喚士などとは名乗らなかったものさ。六段以下などクソの役にも立たないからな。だが最近の若い奴らときたら、三段や四段を取った程度で浮うかれおってからに。まったく、嘆なげかわしい風習だな。……どうかしたかね？」

　ドージェが声をかけたのは、テッキとエルバが一様に片手で顔を覆おおっているからだった。

「……いえ、別に」テッキはゆっくりと顔を上げた。「そういうことでしたか」

「言っておくが、カレンは免めん許きよこそ四段だが、実力は六段以上あるからな。エブラル家の人間として、悪魔を喚ぶ訓練を子供の頃からスパルタで仕込んできたから、サラマンダーを喚んで操あやつるなどお手のものだろうよ。だが残念ながら、それ以上のものにはならなかった。そもそも召喚士の才能という奴は、──」

　棺かん桶おけに片足を突っ込んでいたようなドージェは、いまや元気よく娘むすめのことを語っていた。悪魔召喚士の養成に関しては一家言持っているらしい。

　テッキは左手を差し出し、ドージェの言葉をせき止めた。

「いえ、それだけ聞けばもう結構です。ありがとうございました」




「今いま更さらながら、契けい約やくを切りたくなってきましたわ」

　エブラル邸ていからの帰り道、テッキの顔には徒労感がありありと漂ただよっていた。

「悪魔を喚べるなら喚べると最初から教えてくれればいいものを……」

「本当に契約を切るんじゃないぞ」エルバは言った。「俺に三食ビスク豆を食わせるつもりか」

「わかってますよ」

　テッキはそう言ったが、苛いら立だちを隠かくす気はさらさらないようだった。

「この程度のこと、よくある話ですよ。依い頼らい人にんが、勝手な先入観やら思いこみやらで、事実とは異なる証言を述べるなんてことは。当人は本当のことを喋しやべったつもりになっているから、タチが悪いというか……」

「よくある話ってんなら、そんなにイライラすること無いだろ」

「ワタクシ、他人に噓うそをつかれてヘラヘラ笑っていられるような聖人君子ではありませんので」

　ふとテッキは立ち止まり、大きく深呼吸した。少し落ち着いたことで、イライラは収まった──が、今度はうんざりとした表情が取って代わる。

「スカラーズを相手にするとは厄やつ介かいだ、と思っていましたけど、どうやら真の敵はカレンお嬢じようさんかもしれませんね」

「そのようだな」

　エルバは頷うなずいた。昨晩、エルバたちが廃はい倉庫街に着いた時に既すでに気絶していたスカラーズの男は、カレンに返り討うちにあったのだろう。

「となると、サクラたちに教えておく必要があるぞ」

　ふと気づいて、慌あわてて指し摘てきした。テッキとエルバがエブラル邸を訪問していた間も、サクラとルナ、そしてファルナはカレンの捜そう索さくに出ている。

「ともすると、サクラたちがひどい目に遭あう可能性がある」

「そうですね。急いで連れん絡らくを取らないと──」

　言いかけて、テッキはふと空を見上げた。

　つられてエルバも空に目をやる。晴れ渡わたった青い空に一点、小さな影かげが浮かんでいた。それは徐じよ々じよに大きくなっていき、やがて羽を広げた鳥の姿となった。

「カラドリウスだ」

　エルバは空飛ぶ悪魔の名を呼んだ。真っ白い羽を持つこの悪魔は三段級で、さしてレアリティの高い悪魔ではないが、しかし町中で見かけることはそう滅めつ多たにない。基本的に、空飛ぶ悪魔を使し役えきする人間は少ない。

「ありゃファルナだな。ちょうどいい」

　エルバは断を下した。ファルナはサクラ、ルナとともに、カレンの捜索を引き続き行っているはずだが。

　カラドリウスはエルバたちの姿を見つけると、大きく旋せん回かいしながら空を滑すべり、高度を落としてきた。地面ギリギリの高さまで迫せまると、悪魔の虚きよ体たいを解放する。向かい風に煽あおられて流れていく塵ちりの中から現れたのは、ファルナだった。

「身体からだが小さくて便利なこともありますよね」小さな声で呟つぶやいてから、テッキは声をかけた。「どうなさいました？」

「大変だ！」

　空を飛んでいた勢いそのままに、ファルナは走り寄る。勢いに足がついておらず、少し姿勢が崩くずれていたが、なんとか二人の前で停止した。

「カレンを見つけたんだけど、ゴロツキに追われてるんだ！」

　テッキとエルバは顔を見合わせた。

「急いだ方がいい」エルバは言った。「ほっといたら、スカラーズの連中が皆みな殺ごろしにされるぞ」

「同感です」テッキは認めた。「ファルナ、案内して下さいな」

　このような緊きん急きゆう時には、いがみ合っている暇ひまはない。ファルナにそう言いつつ、テッキはエルバの円盤レンズホルダーを叩たたいた。

「やれやれ。なんで俺たちがマーレボルジュの連中の心配をしてやらなきゃならないんだか」

　エルバは応じて、ホルダーからユニコーンの円盤を取り出した。







　ブルティエールには、西番外地の正反対の側に、東番外地と呼ばれる区画がある。こちらは西番外地とは対照的な荒すさんだ街並みである。素す性じようの知れない輩やから、犯罪者等々が闊かつ歩ぽする危険な区画であり、本来ならば十五歳の少女が一人で歩くような場所ではない。

「あ、テッキ！　こっちですうーっ」

　そんな一角に、サクラとルナは連れだって立っていた。ユニコーンの背に乗って迫ってくるテッキとファルナの姿を見つけて、めいっぱい背せ伸のびして手を振ふる。

　ユニコーンがサクラのそばで急停止すると、テッキは勢いよく飛び降りて身構える。

「サクラ！　状じよう況きようは!?」

「……こんな感じですう」

　テッキの問いかけに、サクラは手を伸ばして前方を示した。

　そこは、何本かの通りが集まるちょっとした広場になっていた。周囲は半ば廃屋のようなかなり古い建物に囲まれている。煉れん瓦がの敷しき詰つめられたブルティエールの町中とは異なり、地面は土が露ろ出しゆつしていて、その土の上に何人もの男たちが気絶して寝ね転ころんでいた。

　そしてその中央には、一人の少女がテッキたちに背を向けて立っていた。気配に気づいて、ゆっくりと振り向く。

「あーあー。予想通りひどいことになってるなあ」

　エルバが言うと、カレンは険しい表情で睨み返してきた。

「ひどいのは、こいつらの悪あく魔まの使い方よ。話にならないわ」

　すぐ足あし下もとにいた男を蹴け飛とばす。完全に気絶していて、なんの反応も見せない。

「……あなたが倒たおしたのですか？」

　テッキの質問に、カレンはつまらなそうに頷いた。

「そうよ。こいつらが自分ですっ転んで倒れたみたいなものだけどね」

「自分で転んだ……ねえ」

　エルバは男たちの様子を一通り見回した。誰だれ一人として、目を覚ます気配はない。

「まともな訓練も受けないで、我が流りゆうで悪魔を動かそうとするからこんなことになる」

　カレンは、手厳しい評価を自分よりはるかに年上の男たちに下す。カレンただ一人が立っている以上、男たちは反論できないだろうが。

「というか、こいつらは一体何なの。なぜだか知らないけど、あたしに襲おそいかかってきて」

「マーレボルジュの人間ですよ」

　テッキが教えると、カレンの険しい表情に疑問の色が加わる。

「あなた、自宅から円盤を持ち出したでしょう？　その円盤は、あなたの父親が軍から横流ししようとしたものだったのですよ」

　深刻な口調で、テッキは語った。

「な……どういうこと？」

「あなたの父親は、マーレボルジュの人間に罠わなにはめられ、いやいやながら軍の円盤の横流しに荷か担たんするハメに陥おちいっていたのですよ。あなたはそれと知らず、その横流し円盤を持ち出してしまったのです」

「なんですって」

　カレンは驚おどろきと動どう揺ようを露あらわにした。

「いいぞいいぞ」エルバが囃はやす。「なかなかいい調子だ。そのままカレンの同情心を誘さそって、一気に説得しきるんだ」

　テッキは頷うなずき、話を続けた。

「犯罪組織との約束を反ほ故ごにした人間がどのようなつけを払はらわされるか、想像つきますでしょう？　あなたがその円盤を持ち出したおかげで、あなたのお父様はマーレボルジュの面々に暴行を受けました。複数の人間によってたかってタコ殴なぐりにされ、全身の骨を砕くだかれて内臓は破は裂れつして、今日明日が山だそうです。今もベッドの上で苦しみ続けているのですよ……」

「ええっ。ドージェさんは自力で博物館に来たじゃ……ムガガ」

　サクラの口を、ファルナが無理やり塞ふさいだ。

「ちょっとした演出だぜ。この場が丸く収まれば結果オーライだろ」

「そして今、マーレボルジュはあなたの円盤を奪だつ還かんしようとしています。これから先、マーレボルジュに追われ続ける人生を送りたくなかったら、今すぐお父様のもとに戻もどりなさい。お父様は前非を悔くい、自首するつもりでいます」

　演劇でも見るような、真に迫せまった演説だった。テッキにこんな才能があったのか、と内心エルバは瞠どう目もくしたくらいだ。

　しかし、カレンの心を動かすには至らなかったようだ。

「うるさい！　あたしは父親のところになんか戻らない！」

「あなたのお父様は、死の淵ふちをさまよいながら、あなたの帰りを待っているのですよ？」

　テッキは食い下がる。が、カレンの怒いかりは収まるところを知らない。

「知るか！　『召しよう喚かん士しの訓練をする』とか言ってあたしをさんざん虐ぎやく待たいした奴やつなんか、どうなっても知らないよ！」

「どうやら、それが家出の原因っぽいね」

　ルナが他人ひと事ごとのように評した。

「恨うらみ骨こつ髄ずい」エルバも呟つぶやく。「どうも、交こう渉しよう決けつ裂れつっぽいな」

　テッキも認めざるを得なかった。口調をガラリと変えて宣言する。

「仕方ない！　力ずくで引っ張っていくしかないようですね！」

「力ずく？　ハ！　あたしの邪じや魔まをするってんなら、痛い目に遭あうよ！」

　カレンはホルダーから円盤レンズを取り出して、すぐさま悪魔を召喚する。少女の細い身体からだは、次の瞬しゆん間かんにはサラマンダーに成り代わっていた。

　鋭するどい牙きばが生えそろった口から、二ふた股またに分かれた舌がちろちろとのぞく。前足のかぎ爪づめといい巨きよ大だいな羽といい、威い圧あつ感は満点だった。テッキの視点からは、まさしく山が迫り来るようにも見えた。が、テッキは動じず、一歩も退ひかず、冷れい徹てつな視線でサラマンダーを見つめていた。

「町中でサラマンダーを喚よぶとは大したものですね。警察に見つかったらただでは済みませんよ？」

「見つからないわ」カレンは反論した。「あなたたちを秒殺して、すぐ逃にげるから」

　カレンの実力はともかく、免めん許きよの上では四段召喚士、悪魔四段である。自分の段位を超こえる悪魔の円盤を持っていたら、不法所持として逮たい捕ほされることになる。

「秒殺だと？」エルバが言い返す。「この間、俺に『三秒でぶっ殺す』と宣言して、逆に倒たおされた奴がいたけどな」

「そんなバカとあたしを一いつ緒しよにしないで！……ぶっ飛べ！」

　サラマンダーは地面を蹴けって飛び上がり、大きく羽ばたいた。突とつ然ぜんに烈れつ風ぷうが巻き起こり、エルバたちの顔を打つ。

「おおっ!?」

　予想外の突風だった。腕うでを交差して顔面を守り、なんとか視界を保つ。しかしこれはあくまで牽けん制せい、サラマンダーは間かん髪はついれず全身を半回転させ、太い尻尾しつぽを叩たたきつけてきた。

　丸太が突然飛んできたかのようだった。エルバはすんでのところで身をかわし、大きく飛んで避さける。尻尾は勢い余って横手の煉れん瓦が塀べいに激突した。間を置かず、煉瓦塀そのものが音を立てて崩ほう落らくした。

「おいおい」エルバは目を剝むいた。「虐待みたいな訓練を受けていたってのは、噓うそじゃないらしいな」

　サラマンダーはまったく容よう赦しやする気配を見せず、今度は上空から前足を振ふり下ろしてきた。さらに大きく後ろに飛び、直ちよく撃げきを回かい避ひする。しかしかぎ爪は大きく地面をえぐって土つち煙けむりを上げ、エルバは強烈な土煙の波を浴びた。

「くそ……冗じよう談だんじゃねえぞ！」

　ふらつきながらもエルバはなんとか転てん倒とうを防ぎ、距きよ離りを置いてサラマンダーと相対する。驚くべきはサラマンダーのパワーより、自在に身体を動かすバランス感覚だ。カレンは何の問題もなくサラマンダーを、羽や尻尾を操あやつっている。となると、状じよう況きようは厄やつ介かいだ──エルバの手持ちの悪魔では、サラマンダーにはかなわない。三段級の悪魔、ホワイトワーウルフの爪や牙では、サラマンダーの堅けん牢ろうな全身鱗うろこを破るには至らない。

　となれば、手っ取り早くケリをつける方法は、ただ一つだった。

「ルナ！　おまえの力を貸せ！」

　エルバの呼びかけに、ルナはテッキの方を向いた。

「いいのかな。町中で僕の力を使って」

「やむを得ませんね。ここなら人目もないし、いいでしょう」

　テッキの言葉に、ルナは悪ガキのような笑えみを浮うかべた。

「おまえの契けい約やく相手は俺だろ！　許可を求める相手が違ちがう！」

　エルバは不ふ機き嫌げんな声を投げつけた。

「あはは。それもそうだね」

　対照的にルナは足取りも軽く進み出ると、サラマンダーと向かい合う。

「やあ」と手を振って、ルナはサラマンダーに挨あい拶さつした。「なかなかやるね、君」

「なんなの」サラマンダーは険悪に応じる。「あんたがあたしの相手をするっていうの？　だったら、さっさと悪魔を喚びなさいよ」

「それは無理」ルナは肩かたをすくめた。「僕は、悪魔を喚ぶことはできないんだ」

「だったらさっさと引っ込みな！」

　短気にも、サラマンダーは爪を振り上げてルナに襲おそいかかった。素す早ばやく重い一撃は、ルナの顔面を切り裂さく──

　はずが、爪はルナの顔まで到とう達たつしなかった。

「なにー!?」

　今度は、サラマンダーが驚おどろきの声を上げる番だった。爪はルナの顔面から十センチの位置で、ピタリと静止していた。押しても引いても、爪は全く動かない。

「どうなってんだよ！　こりゃ！」

　爪だけではない。いつの間にやら、自分の身体全体が動かなくなっていた。周囲を赤い霧きりのようなものが取り巻いている。サラマンダーの巨きよ体たいは、その赤い霧に搦からめ捕とられているかのようだった。

　なんとか首をひねり、サラマンダーは赤い霧の出所を探さぐる。そして、エルバの身体からだの周囲から赤い霧が発生していることに気付いた。

　カレンの視線を感じて、エルバはにやりと笑ってみせた。

「ルナ、説明してやれ」

「ねえ君」あくまでも穏おだやかな口調で、ルナはカレンに語りかける。「唐とう突とつで悪いけど、『魔ま王おう戦争』って知ってるかい？」

「知ってるけど……突然何のことだ……！」

「かつて、この星は魔王と呼ばれる悪魔によって支配されていた。二百年以上前のことだ。魔王は、八人の魔神を自らの腹心として使し役えきしていた。魔神は悪魔と同じく円盤レンズによって召しよう喚かんされるけれども、悪魔よりはるかに強大な力を持っていた。例えば、塵ちりを赤い色に染めて、塵に触ふれるものすべてを動けなくしてやるとか」

「──！」サラマンダーは息を吞のんだ。「それって、つまり──！」

「僕の名前はルナ・ルガ、氷結の魔神」

　ルナは自己紹しよう介かいした。その言葉の意味を理解するのに、カレンはたっぷり十秒はかけた。そして、もう一度首をひねり、エルバを見やる。

「おっと」先回りしてエルバは言った。「俺はただの人間だぜ。ただしルナの召喚主で、ルナと契約している。だからこの霧──能力逆流スピンオフを使えるのさ」
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　と、エルバの右目が真しん紅くの輝かがやきを放った。目にはめている、魔神の円盤が光を発したのだ。

「そして」ルナが発言した。「魔神には、悪魔を強制解放する力もある。エルバ、こっち来て」

「……また俺から抜ぬくのか」

　げっそりとした顔をしつつ、エルバはルナのそばに歩み寄った。

「まあまあ。苦しいのは一いつ瞬しゆんだよ」

　言いつつ、ルナはエルバの胸むな板いたへと片かた腕うでを突つっ込んだ。

「…………！」

　小さな呻うめきを、エルバはあげた。ルナの腕はエルバの胸を貫かん通つうし、手が背中側に抜けていた──が、出血は全くない。

「抜くよ……！」

　宣言して、ルナは腕を引っこ抜き始める。胸から引き抜いたルナの手には、あり得ざるものが握にぎられている。柄つかだった──手を守るためのカップヒルトがついた、剣けんの柄だ。やがて刃はが抜き出され、ついには全身が姿を現す。

　ルナの手には、赤い刀身のサーベルが握られていた。ルナが柄を目の高さに構えると、突とつ然ぜんごうっと風が逆巻いた。

「紋様クリプト解析アナライズは既すでに完かん了りようしている。さっさとケリをつけるよー」

　ルナは大きくサーベルを振ふり上げる。カレンは全身を拘こう束そくされたまま、ただ見ていることしかできなかった。

「塵より生まれしもの、塵へと還かえれー！」

　宣言して、ルナはサラマンダーの胸の真ん中へと刃を突き立てた。

「なああああーッ!?」

　カレンの悲鳴。一瞬後、サラマンダーの虚きよ体たいは大だい爆ばく発はつを起こした。




　爆風はやがておさまり、空気がもとの静けさを取り戻もどす。

　サラマンダーのいた場所に、カレンはうつぶせになって倒たおれていた。その頭の横に歩み寄ると、ルナは言った。

「今のが、紋様アンチクリプト破壊ストライク。悪魔を強制解放する、魔神様の必殺技わざだよ──って、聞いてないだろうね」

　カレンは完全に気絶していた。全身が爆発したような逆流バツクワードダメージを食くらったのである、意識を保っている方がどうかしている。

「……これで、おしまいか」

　エルバが呟つぶやく。テッキはカレンのそばにしゃがみ込むと、彼女が腕につけている円盤ホルダーを取り上げ、中身を確かく認にんした。

「ええ。ここに円盤十一枚が揃そろっています。ここでの任務は終了ですね」

　言ってテッキはカレンの目ま蓋ぶたをこじ開けて、サラマンダーの円盤──十二枚目の円盤を取り上げた。







　その後、テッキはドージェ、そして東番外地で襲しゆう撃げきして来た面々を一いつ緒しよに警察に突き出し、かくして円盤横流しに関する騒そう動どうは一段落した。問題は保護者をなくしたカレンの処置だったが、召喚士としての才能を見込んで、全ぜん寮りよう制の召喚士学校で面めん倒どうを見てもらうということで話はまとまった。かくして、博物館の請うけ負った仕事は一件落着した──二日後、バベルハイズ自然史博物館のラウンジで、朝食を前に一ひと騒さわぎしている少年をのぞいては。

「聞きたいことがある」エルバは憮ぶ然ぜんとして、怒いかりの声を吐はいた。「なんで今日も豆食わなきゃならないんだよ！　答えろテッキ！」

　エルバの朝食の食しよく卓たくには、一いつ杯ぱいの牛乳と、皿に山と盛られたビスク豆とが並んでいた。

「仕方ないでしょう。博物館を再び開くその日まで、節制あるのみですよ」

　テッキはテーブルの対面に着席し、上品な手つきで豆を食べ続けていた。

「だからって、この食事はないだろ。報賞金が手に入ったら貧ひん相そう極きわまりない食卓を改善するって約束だったじゃないか」

「手に入る『予定』です」テッキは訂てい正せいした。「手続きが色々あるそうで、実際にお金がもらえるのは半月くらい先だそうですよ」

「冗じよう談だんだろ。あと半月もこんな食事に耐たえろってのか」

「大だい丈じよう夫ぶです。ビスク豆は色々な栄養の詰つまった、あらゆる病気に効く万ばん能のう食材ですから。牛乳と一緒に食べれば、栄養失調になることはありませんよ」

「そうじゃねえ。毎日毎日ビスク豆を食わされて、こちとらノイローゼになりそうなんだ。ビスク豆でもノイローゼは治らないだろ」

「エルバ君……」

　テッキの横に座るサクラは、心の底からの同情心を顔に浮うかべ、自分の手元の牛乳の入ったコップを静かに差し出した。

「これ、飲みます？」

「サクラ！」テッキは鋭するどく注意した。「エルバを甘やかしちゃいけませんよ」

「女の子から食料を略りやく奪だつするなんて、できるかよ」

　エルバは牛乳を押し返し、そして席を立った。

「どこかに出かけるつもりですかあ？」

　サクラの問いに、エルバは強い意志を込こめて答えた。

「ああ。今から出かけて、公園で鳩はとを捕つかまえて焼いて食べてくる」

「ちょっと、よして下さいよ」テッキは腰こしを浮かした。「博物館職員が公園で鳩を食べているなんて話が広まったら、恥はじをかくのはこのワタクシですよ」

「知るかよ！　だったら今すぐこの場にいる全員に鳩を与あたえてみせろ！」

「イヤですよ。ワタクシ、鳩なんて食べたことありませんし」

　口論はやむ気配を見せなかった。そんな中、ルナとボルは離はなれた席で待たい避ひしながら、ビスク豆をちまちまとかじっていた。

「いやはや。人間ってのは、食い物のこととなるとどうしてこうもあさましいんだろうねえ」

「見てる分には楽しいけどな。ゲハハハ！」

　氷結の魔ま神じんルナは嘆なげき、無形の魔神ボルは笑い声を立てた。

「ルナ！」エルバは、己おのれが呼び出した魔神に声をかけた。「ちょっとついてこい。鳩を捕まえるの、手伝え」

「えー」ルナは面倒くさそうな声を漏もらした。「イヤだよ、そんなの。ビスク豆で我が慢まんしたらいいのに」

「我慢できない。ビスク豆をばらまいて、鳩をおびき寄せるんだ」

「鳩にも生きる権利があると思うけど」

「俺にも生きる権利はあるぞ！」

「ビスク豆を食べても生きていけるよ。鳩と仲良く豆を分け合うことが、どうしてできないんだい」

「……ええい、もういい！」

　ルナがなびかないところを見ると、エルバは改めて席に座り直し、山と積まれたビスク豆を狂くるったようにかきこみ始めた。

「……今日も平和な一日になるといいですね」

　食事を終えたテッキはそう言うと、静かに口元を拭ぬぐったのだった。

























「起きなさい！　エルバ！」

　という声と同時に、エルバは自分のみぞおちに重い衝しよう撃げきを受けた。

「かはあ……ッ!?」

　気持ちよく夢を見ている真っ最中の出来事だった。あまりのことにエルバはビクンと両手足を伸のばし、そしてベッドから転がり落ちた。シーツを巻き込みながら床ゆかへと激げき突とつ、床のひんやりとした感覚を受けて徐じよ々じよに目が覚めてくる。

　ふと見上げれば、そこには鬼おにのような形相をしたテッキの姿があった。右手の万まん力りきに器用にもランプをぶら下げ、自分の姿とエルバの部屋とを照らし出している。

　テッキはなぜだか寝ね間ま着き姿だった。今は真夜中、時間だけを考えれば不思議ではないのだが、その姿でエルバの寝しん室しつにいるというのは尋じん常じようではない。

「あー……」

　寝ぼけた頭なりに、エルバは状じよう況きようを吞のみ込もうと努力した。そして言葉を漏らす。

「……夜よ這ばいにしてはまたずいぶん豪ごう快かいだな」

「誰だれが夜這いですか！」

　憤ふん怒ぬの形相そのままに、テッキはエルバの頭を前後に振ふった。

「ちょ……やめ……って、いい加減にしろ！」

　エルバはテッキの手を振り払はらい、怒ど鳴なり声を叩たたきつけた。が、起き抜ぬけゆえに力が入らず、声は小さい。

「人がいい気分で寝てるってのに、なんだってんだよこの野や郎ろう」

「さっさと目を覚ましな、エルバ！」

　第三の声が割り込んできた。音源に視線をやって、エルバはそこに一つ目のタコ型の悪あく魔まの姿を見いだした。

「ちょっと面めん倒どうなことが起きやがったぜえ！」

　言葉とは裏腹に楽しげな口調で言ったのは、ボル・ボルだった。テッキの右手の万力にまとわりついている。よく見れば、ランプをひっかけているのは万力ではなく、ボルの触しよく手しゆだった。

「泥どろ棒ぼうです！」テッキは短く言った。

「捕つかまえるのを手伝いなさい！」

「なんだと!?」

　その言葉で、やっと頭が冴さえてきた。エルバはできるだけ急いで立ち上がり、

「なら最初にそう言えよな。……どこだ？」

「ついてきて下さい！」

　言うが早いか、テッキは開けっ放しの寝室のドアから飛び出していった。ふらつく頭を押さえながら、エルバはテッキを追いかけていく。

「早いぞ！」エルバはテッキの背中に声を投げた。「こちとら寝起きなんだ、全力で走れるか！」

「泥棒が待ってくれると思うのですか!?」

　前を向いたまま、テッキは反論する。

「ま、そりゃそうだがよ……」

　エルバは納なつ得とくした──が、すぐに別の疑問が脳のう裏りをよぎった。

「ってえか、泥棒って一体どこから侵しん入にゆうしたんだよ」

　ここ、バベルハイズ自然史博物館は砦とりでのような構造をしている──その事実をエルバは思い出した。堅けん牢ろうな外がい壁へきはもちろんのこと、周囲にぐるりと堀ほりが巡めぐらされており、夜になれば跳はね上げ橋を上げる。堀は広く深く、常人に越こえられるようなものではない。

「上しかないでしょう！　上！」

　何を自明のことを、とでも言いたげにテッキは投げやりに答え、階段を駆かけ上がっていった。仕方なくエルバもそのあとを黙だまって追う。

　二人は数階分一挙に駆け上がり、階段室から屋上に飛び出た。

　見事なまでの月夜だった。空に輝かがやく丸い天体は、月というよりは死にかけている太陽のようだ。青く照らし出された幻げん想そう的な光景に、一いつ瞬しゆんエルバは息を吞む。が、景色を楽しんでいる暇ひまはない──屋上の隅すみの方に、明らかに博物館職員ではない男が一人立っているのが目に入った。

「見つけた！　待ちなさい、この──ッ！」

　テッキが弾はじかれたようにダッシュする。

　男はテッキの姿を認めて慌あわて、すぐさま円盤レンズホルダーの中から悪魔の円盤を取りだした。

「召喚コンタクト！」

　かけ声とともに、円盤が手の中から飛び出して、空中で二枚に分かれて男の両目にはまる。次の瞬間、男の周辺に白い塵ちりが現れて、男の身体からだを包み隠かくした。

　塵の中からばっと勢いよく現れたのは──翼つばさだ。大きな二枚の翼が現れ出て、大きく羽ばたいた。

「あー、そういうことか！」

　悪魔の姿を見た瞬間、エルバの心中にあった疑問は氷解した。

　カラドリウス──三段級の鳥型悪魔だった。この男は鳥の翼でもって、博物館の屋上に降り立ったのだ。そして今、仕事を済ませて屋上から飛び去ろうとしている。

　男を捕まえようとしてテッキが腕うでを伸ばす──が、カラドリウスは既すでに屋上を囲む手すりの上にいた。手すりを蹴けると同時に、翼をはためかせる。カラドリウスは風に乗り、空へと駆け上がった。

「待ちなさいってばー！」

　テッキは手すりに張り付くと身を乗り出して、左手を精せい一いつ杯ぱい伸のばした。しかしその手が届くはずもない。それどころかバランスを崩くずし、テッキの身体が手すりの外側へぐらりと傾かしぐ。

「出過ぎだ！」

　エルバは咄とつ嗟さにテッキの身体を押さえて、床ゆかのある側へと引き戻もどした。

「気持ちはわかるが無茶はすんな！　おまえ──」

　たしなめるエルバだったが、テッキは聞いちゃいなかった。すぐに視線をとある一角に投げると、今度はそちらに向かって一目散に走る。

　そこには、なにか巨きよ大だいなオブジェがあった。上から青いシートがかけられているため、その正体はわからない。

「フフフー」テッキは不気味な笑い声を立てた。「このワタクシが、この博物館の唯ゆい一いつの弱点を放置しているとでもお思いですか!?」

　言って、テッキは青いシートを一挙に取り払はらった。その下から出てきたのは──

　大たい砲ほうだった。

「…………」

　エルバは自分の目をこすり、何度か瞬まばたきしてから、改めてそれを見た。しかし、その姿が大砲以外の何かに変じることはなかった。正真正しよう銘めい、間ま違ちがいなく大砲である。口径は三十センチほどもあるだろうか。実戦で使えそうな代しろ物ものだった。

「ちょ……テッキ！　なんでこんなもんがあるんだよ!?」

「独立戦争の時の奴やつですよ！」

　答えつつ、テッキは枠わくの部分を持ち上げ、大砲を起こした。両サイドには車輪がついていて、少ない人数で自在に設置場所を動かせる小型タイプのようだ。もちろん小型と言っても、テッキのような細身の少女にはとても動かせそうもない重量感があるが。

「おまえ、撃うち落とすつもりかよ!?」

「当然です！」テッキは言い切った。

「自分が一体何をしたのか、身をもってわかってもらう必要がありますからね……！　ボル！　手伝いなさい！」

「はいよーぅ」

　テッキの声に応じて、ボルは触しよく手しゆを大きく伸ばした。テッキの腕に触手を複数本からみつかせ、先せん端たんを手首の中へと潜もぐり込ませる。

「ぬうううっ」

　気合いの声をテッキが絞しぼり出す──と、車輪がきしみ、大砲が動き出した。ボルの触手が擬ぎ似じ的な筋肉となって働き、テッキに怪かい力りきを与あたえたのだ。

　テッキは一挙に大砲を押し、つい先ほど転落死しかけたあたりに設置した。大砲後部の蓋ふたをぱかりと開けると、砲ほう弾だんの装そう塡てん口が露あらわになる。

　よく見ると、テッキは既に左手に円盤状の何かを握にぎっていた。砲弾の底に敷しく火薬だった。

「でも、砲弾はどこにあるんだ」

　エルバが指し摘てきすると、

「頑がん張ばって下さいね……！」

　意味のわからないことを言って、ボルを自分の身体からひっぺがした。

　何をするつもりだ、とエルバは言いかけて、やめた。すぐにテッキの行動の意図を理解したからだ。

　テッキは万力と左手とを器用に使って、ボルを丸め始めた。

「ちょ……なにすんだよテッキ！　この俺をタマにするつもりかあ!?」

「あなたも爆ばく発はつくらいじゃ死なないでしょ!?」

「やめ……ちょっと……うああーッ!?」

　抗こう議ぎの声をまるっきり無視してテッキはボルを丸めきり、装塡口にボルを無理やり押し込んだ。穴の幅はばにピッタリである。さらに火薬を押し込み、蓋を閉める。

「ギャワーッ！　暴力反対ィィーッ！」

　ボルのくぐもった声は、砲口を経由して聞こえてきた。しかしテッキは手早く点火筒づつを差し込んで、ランプの火で着火する。

「エルバ、手伝いなさい！」

　枠を握って射角を調整しようとするテッキ。だが、ボルがいないのでうまく動かすことができない。

「……しゃーねえなあ！」

　吐はき捨てて、エルバはテッキに力を貸した。砲身の向きを調整する。狙ねらうは──こちらに尻尾しつぽを向けて飛び去ろうとするカラドリウスだ。

「少し上を狙って──発射ァァーッ!!」

　ドウンという爆発音、大砲そのものが揺ゆれる巨大な衝しよう撃げきとともに、

「ゲアアアアーッ!!」

　ボルの凄すさまじい悲鳴が、尾おを引きながら一直線に飛んでいった。

　衝撃音にカラドリウスは振ふり向いた──が、その時には遅おそかった。ボルの丸いボディは胴どう体たいに激げき突とつ、巨鳥はぐらりと平へい衡こうを崩くずした。それまでの直進軌き道どうががくりと折れて、黒くそびえ立つ森の木々の中へと突つっ込んでいく。

「命中！」

　テッキはガッツポーズを取った。そして手すりの向こう側を指さし、

「エルバ！　先に行って橋を下ろしなさい！」

　自分は階段室へと駆かけ出していった。

「やれやれ。先回りしろってか」

　エルバは肩かたをすくめたが、テッキは有う無むを言わさずに行ってしまった。博物館長の言葉に逆らってはあとが大変だ。手すりに向かって数歩助走をつけると、

「よっーと」

　片手で手すりをつかんで床ゆかを蹴けり、エルバは手すりの外へと身を投げた。

　すぐさまエルバの肉体は引力に捉とらえられ、自由落下を始める。常人であれば地面に激突死する高さだったが、エルバは空中で姿勢を直立させると、

「……フンッ」

　軽く気合いを放ち、右目を赤く輝かがやかせた。

　応じて、エルバの周囲から赤い霧きりが噴ふん出しゆつした。霧はエルバの全身を包みこみ、覆おおい隠かくす。

[image: ]

　すると、エルバの落下速度が徐じよ々じよにゆるみ始めた。はじめはわずかな減速だったが、やがて不自然なくらいの低速となり、地面に着地する寸前にはほとんど空中に停止していた。

　エルバの右目の輝きが収束する──と同時に、両足が地面についた。二歩ほどよろけたが、すぐにバランスを取り戻もどす。エルバは自分がついさっき飛び出したあたりを見上げて、

「何回やっても慣れねえぜ」

　呟つぶやきながら、自分の腹をさすった。高い場所から飛び降りる時に感じるゾワゾワ感は、そう簡単に慣れるものではない。

「──と、橋だ橋」

　テッキの命令を思い出し、エルバは跳はね上げ橋のもとへ向かった。

　バベルハイズ自然史博物館の正面入り口からまっすぐ歩いたところに、跳ね上げ橋は設置されている。エルバはたもとに取りついて、ハンドルを回した。それに呼応して、ギリギリと音を立てながら、直立していた橋がゆっくりと下り始めた。間を置かずして橋は地面と平行となり、堀ほりの向こう側へと架かけられた。

　ドスンドスンと二、三度橋を踏ふみつけて、しっかり設置されていることを確かく認にんしてから、エルバは橋へと踏み出した。月明かりを頼たよりに橋の上を走り抜ぬけて、堀の外側を囲む森に突っ込んでいく。

「うぉ～い！　こっちだこっち～！」

　ボルの声に、エルバは進路を右へと折り曲げる。程ほどなくして、地面にべったりとうつぶせになっている一人の男と、その背中に乗っかっているボルの姿を発見した。

「大だい丈じよう夫ぶか、ボル？」

「大丈夫なわけねえだろうが！」

　ものすごく元気そうな声で、ボルは答えた。普ふ段だんはほぼ球形の胴体が、両りよう端たんをペンチでつかんでねじったかの如ごとく歪ゆがんでいたが──これはボルなりのご愛あい敬きようだろう。

「テッキの奴やつ、毎度毎度俺に無茶させやがってよおーっ！　あんな至近距きよ離りで火薬を爆ばく発はつさせて、俺の鼓こ膜まくが破れたらどうしてくれるんだっての」

　鼓膜どころか、ボルの身体からだのどこに耳があるのか、エルバにはまったくわからなかった。これだけ文句を言うことができるなら問題無さそうだ、と判断し、寝ね転ころがっている男の方に目をやる。

　当然ながら、見知らぬ男だった。黒っぽい服に身を包んでおり、よその家に侵しん入にゆうする気満々といった出いで立ちだ。どこからどう見ても泥どろ棒ぼうだが──

「……盗ぬすんだ円盤レンズはどこだ？」

　男の手の中、服の中、ポケットの中と探さぐってみたものの、出てくるのは針金やら千枚通しやら、泥棒用の小道具だった。肝かん心じんの円盤が出てこない。

「それがなあ」とボル。「どうも連れが森の中で待機していたらしいぜ。そいつが盗んだ円盤を持って行ったんだろうなあ」

「マジかよ」

「ああ。俺がここに来る途と中ちゆうで、どっかに駆け去っていく奴がいたからな。さすがにそいつは捕つかまえられなかったぜ」

「参ったな。どうやって言い訳すりゃいいんだよ」

「言い訳って、誰だれに」

　無言のまま、エルバは博物館の方に目をやった。そこに見えるのは、円盤奪だつ還かんのため全力で駆かけつけてくるテッキの姿。

「ゲェ」ボルは恐きよう怖ふの声を漏もらした。

「俺はしばらく旅に出る」

　触しよく手しゆを器用に駆く使ししてその場を立ち去ろうとする──が、エルバが素す早ばやく手を伸のばし、ボルの胴どう体たいをわしづかみにした。

「まあまあ。運の悪さを呪のろうこったな」

「まったく、今回はなんでこんなとんでもない奴と契けい約やくしちまったんだか……」

　絶望的な息を、ボルは吐はき出した。




　侵入者によって荒あらされた展示室は、サクラ、ファルナ、そしてルナの手によって半ば片づきつつあった。

「盗まれたのは、円盤三枚だけのようだね」

「三枚ですか。意外と少ないですね」

　テッキの感想に、ルナは笑え顔がおを見せた。

「壊こわされている部分もあまり多くないし、物を盗み出す時間がほとんどなかったんじゃないのかな。テッキちゃんが早期発見してくれたおかげだと思うよ」

　バベルハイズ自然史博物館は、六年前から休館中である。いつか再び開館するため、現在は資金集めをしている真っ最中だ。だが、常に展示物の整備はしている。すぐにお客を迎むかえ入れても問題ないように。

　今回の泥棒は、その展示物を狙ねらってやってきたということなのだろう。

「問題は」テッキは指し摘てきする。「休館中の博物館内に悪あく魔まが展示されているという事実を知っているのは誰なのか、ということですね」

「そうですねえ」サクラが和する。

「普ふ通つう、長いこと休館中の博物館内に円盤が並べられているなんて思わないでしょうし」

「手当たり次し第だいに仕事している泥棒が、たまたまウチをターゲットにしたという線はねえのか」

　エルバも意見を述べた。が、すぐに反対意見が飛んでくる。

「それはないと思うよ。ここは堀で囲まれてるし、侵入するには手間のかかる場所だ。ここに侵入する、という確固とした目的があったと見るべきじゃないの」

「……チッ」

　ルナの指摘の正しさを認め、エルバは舌打ちした。

「悪魔のくせに正論を吐きやがって」

「悪魔が正論を吐いて何か問題でも？」

　そう言い返して、ルナは愉ゆ快かいそうに笑った。

　コートともジャケットともつかない上着を羽織り、右目を眼帯で隠かくし、そしてズボンの下から出ているのは素足──と奇き抜ばつなファッションに身を包んではいるものの、その辺に目をつぶればごく普通の人間に見える。言語も思考も通常の人間そのものだ──が、ルナは人間ではない。魔神と呼ばれる存在だった。

　悪魔の上位存在、と定義するのが一番わかりやすい。魔神は人間のごとき意思を持ち、悪魔をしのぐ様々な特とく殊しゆな力を持つ。己おのれの能力を召しよう喚かん主に付ふ与よする、というのもその一つだ。ルナの能力は「氷結」、赤い霧きりに触ふれた物を空中に固定するという力である。先ほどエルバが屋上から地上へ無傷で着地することができたのも、この力のおかげだった。

「サクラ」テッキはオーラン先住民の少女に視線を投げる。「盗まれた円盤、なんだかわかります？」

「えーとお……」

　少し間を置いてから、サクラは答えた。

「カクタスラミアと……サラマンダーと……サウザンドサーベルタイガー……ですね」

「サウザンドサーベルタイガー、ですか」

　その言葉を聞くと、テッキは大きく舌打ちして天を仰あおいだ。

「どうした、テッキ」

「たった今、犯人の正体がわかりましたので」

　苦虫を嚙かみつぶしたような顔で、テッキは言った。するとサクラも眉まゆをひそめて、

「あー……ガーシュさんですか」

　と呟つぶやいた。

「誰だれだよ、それは」

「ワタクシどもの顧こ客きやくですよ。しばらく前に、ちょっとした依い頼らいを片づけて差し上げたのですけどね……」

　思い出すのもけがらわしい、とでも言いたそうに、テッキは首を左右に振ふった。が、ぐっと口を引き結ぶと、

「多分他ほかの二体は単なるカムフラージュで、本命はサウザンドサーベルタイガーでしょう。どうやら、ガーシュにもう一度会いに行く必要がありそうですね」

　決意を込こめた瞳ひとみで言い切ったのだった。







　ドース連れん邦ぽうの首都ブルティエールの西側には、西番外地と呼ばれる高級住宅街が存在する。完全な円形をした都市ブルティエールからはみ出した土地に存在する、金持ちだけが住むことのできる地域である。

　この街を行けば、ドース上に存在するありとあらゆる豪ごう邸ていを目まの当たりにすることができる。豪邸以外の住居を建ててはいけない、という法律がまかり通っているかのような錯さつ覚かくすら覚える。

　その一角、とある豪邸の玄げん関かんを叩たたく三つの人ひと影かげがあった。テッキ、エルバ、ルナである。

　ノックに応じてアーチ状の扉とびらが開き、執しつ事じらしき人物が姿を現す。執事はテッキの姿を認めると、

「おや、バベルハイズ様ではありませんか。先日は主人が大変お世話になりました」

　深く腰こしを折って礼をした。

「どうも」

　テッキは短く答えて、優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「本日はどんな御ご用よう向きでしょう」

「いえね、たまたま近くまで来たので、ついでに立ち寄ってみたのですよ。ガーシュさん、ご在宅でしょうか？」

　よくもまあこうも自然に噓うそをつけるもんだ、とエルバは内心で舌を巻いた。今日はまっしぐらにこの屋や敷しきを目指して歩いてきたのだ。しかも道中、テッキはガーシュなる人物に対する怒いかりを隠そうともせず、始終ぶつぶつと文句を吐はいていた。ところが現地に来てみれば、まるで上流階級の淑しゆく女じよのごとき立ち振ふる舞まいである。探たん偵てい稼か業ぎようという奴やつは演技力も要求されるらしい。

「わかりました。どうぞ、こちらへ。主人も喜びなさることでしょう」

　執事は胸を張って答え、一同を屋敷の内部へ導いた。




「やあどうもどうも。先日は手間をかけましたなあ」

　屋敷の主あるじ、ガーシュはそう挨あい拶さつすると、口からパイプを離はなして煙けむりを吐き出した。

　一目見た瞬しゆん間かん、この男を殴なぐり倒たおしたくなる衝しよう動どうを、エルバは覚えた。節制という言葉をどこかに置き忘れたかのようなたるんだ身体からだ、太い指にこれでもかとばかりはめられた指輪、虎とら柄がらの上着。爆ばく発はつ的な趣しゆ味みの悪さを、これでもかとばかりに発揮している。

　まあ、そこまでならいい。美的センスの欠けつ如じよくらいは許してやってもいいだろう。気に障さわって仕方がないのは、人を疑ってかかっているとしか思えない、あの目だ。猜さい疑ぎ心しん丸出し、見知らぬ他人は皆みな泥どろ棒ぼうと信じているかのような態度に、エルバは既すでに爆発寸前となっていた。

　不意に、テッキがエルバの脇わき腹ばらを肘ひじでつついた。何事か、と思って見返すと、

「お客様の前です。スマイルですよ」

　小さな声でテッキは呟いた。有言実行とばかり非の打ち所のない笑顔をガーシュに向けると、

「あれ以降、怪け我がの具合はいかがでしょう？　たまたま近所を通りかかりましたので、寄ってみたのですけれど」

　たまたま、という言葉にやや力がこもりすぎていた──が、ガーシュは特に気に留めなかった。口元を歪ゆがめて、笑みを返す。

「この通り、もう万ばん全ぜんですわい」

　ガーシュは右みぎ腕うでを伸のばして、左手で二の腕のあたりを叩いた。さらに、右手を何度も結んでは開く。

「傷もすっかり塞ふさがって、後こう遺い症しようもない。今は何の問題もないねえ」

「ははあ。腕の良いお医者にかかられたのですね」

「それはむろんだが、何よりの薬は、私を刺さした奴を捕つかまえてくれたという君の報告を聞いたことだよ。いやいや、この世には正義というものが存在するんだねえ」

　テッキとガーシュの会話は、世間話になりつつあった。話に興味のないエルバは、応接間の周囲を見み渡わたした。熊くまが百匹ぴきくらいまとめて冬とう眠みんできそうな広さの応接間には、見るからに高価そうな芸術品類がこれでもかとばかりに飾かざり立てられていた。彫ちよう像ぞうやら、壺つぼやら、絵画やら。自分の財産を見せびらかしたいという下心が丸見えで、エルバは胸焼けを起こしそうになった。

　さらに奥のギャラリーには悪あく魔またちが展示されていた。博物館のそれと同じく、擬ぎ似じ的に召しよう喚かんされているのだろう。怪かい異いなる悪魔たちの姿が、さながら動物の剝はく製せいのように並んでいる。

　きっとクソ高価な悪魔ばかりが並んでいるに違ちがいない、とエルバは思ったが、よく見ると意外とそうでもなかった。ワータイガー、ウィングタイガー、ホワイトサボテンタイガー、セアカゴケタイガー等々、虎の姿をモチーフとした悪魔ばかりが、そこにはいた。どれだけ虎が好きなんだ、とエルバは内心で呆あきれた。

　そして虎型悪魔の群れの中に、さりげなくサウザンドサーベルタイガーが立っていた。

　その名の如ごとく、体中から数千本の剣けんが生えているような姿をした虎である。全体的な輪りん郭かくは四し足そく獣じゆうという以外よくわからないのだが、虎の黒い縞しまに沿う形で剣の色も異なるため、遠目に見るとなんとなく虎のように思える。そう滅めつ多たにはお目にかかれない悪魔だ。ブルティエール広しといえども、自然史博物館以外にはないはずなのだが──

「いやいや、これは珍めずらしい悪魔ですねえ」

　サウザンドサーベルタイガーのすぐ前面に立っていたルナが、聞こえよがしに発言し、ガーシュの方へと顔を向けた。するとガーシュはにやりと笑い、

「そうだろう。つい最近手に入ったのだよ」

　さも誇ほこらしげに胸を張った。

「そう言えば、先日ワタクシどもの博物館にいらっしゃった時、あれを欲しがっていましたっけね」

　テッキの言葉は実に何気なかった──が、エルバはしっかりと視し認にんした。テッキの目が、獲え物ものを見つめる獣けものの如くすっと細まったのを。

「いやー、先日は無茶を言って失礼した。見ての通り、私は虎型悪魔が大好きでねえ。いつの日か幻まぼろしの悪魔、サウザンドサーベルタイガーを我が家に飾りたいと思っていたのだよ」

「それはそれは」合いの手を入れるテッキ。「参考までにお伺うかがいしたいのですけれど、一体どちらから入手なさったのでしょうね？」

「知り合いの悪魔商人がおるのだよ。彼にはかねてサウザンドサーベルタイガーが欲しいことを伝えておってねえ。ついこの間偶ぐう然ぜん彼の手にブツが回ってきたから、少し無理を言って譲ゆずってもらったのだ」

　ガーシュの笑えみは、既に変質していた。単純な満足の笑顔から、敗者を見下す勝者の嘲ちよう笑しようへと。ガーシュは理解してるのだ──本日、テッキがガーシュの邸てい宅たくを訪問した真の目的を。

「てめえ、なにをニヤついて──」

　怒いかりにかられて、エルバはガーシュの横っ面つらを張り飛ばそうと腰こしを上げた。

「エルバ！」

　しかし、テッキが素す早ばやく手を伸ばしてエルバの服の裾すそをつかみ、強ごう引いんに腰を下ろさせる。鋭するどい眼光でエルバを制してから、すぐに笑顔に戻もどってガーシュに応じ、

「それはそれは。長年の夢がかなって良かったですわね」

　賛辞の言葉を述べたのだった。




　ガーシュ邸の扉とびらが執しつ事じによって閉とざされた十秒後、テッキは右手の万力ですぐそばの立木を全力でぶん殴なぐった。

「なめたことをぬかしてくれたものですね……マルド・ガーシュ！」

　低い声でつぶやくと、さらにもう一発。背の高い巨きよ木ぼくが、万力に殴られて大きくざわついた。まるで暴風に煽あおられているかのように。

「やめとけ、テッキ。執事が戻ってくるだろうが」

　これには、さすがにエルバの方がなだめ役に回らざるを得なかった。

　エルバの言葉を受けて、テッキは一つ深呼吸すると、今度はルナの方を向いた。

「ルナ、どうでした？　あの悪魔」

「間違いないね。あれは博物館に展示されていたサウザンドサーベルタイガーだ。紋様クリプトが完全に一いつ致ちしている」

　ルナはそう答えて、自分の手の中に赤い霧きりを発生させた。

　空気中に混じっている、塵ちりと呼ばれる気体を寄せ集めることで、悪魔は自らの肉体──これを虚きよ体たいと呼ぶ──を実体化する。その際、虚体を構成する塵の組み方のパターンのことを、紋様と呼ぶ。この紋様は悪魔一体ごとにユニークなもので、まったく同一なものは存在しない（同種類の悪魔であれば、ある程度の類るい似じ性が認められるが）。

　この紋様を読む力、紋様クリプト解析アナライズの力を持つのは魔神のみである。魔神は、一度解かい析せきした紋様をずっと記き憶おくすることができるらしい。

「ってことは」エルバが言う。「おまえ、以前にサウザンドサーベルタイガーの紋様を読んだことがあるのか」

「そうだね。というか、博物館に展示されている悪あく魔まは全部解析済みだよ。僕は百年前からたびたびバベルハイズの当主によって召喚されてきたからね。博物館の所持している悪魔のインデックスとして、昔から働かされているのさ。例えば、今みたいな事態に備えてね」

「なるほどな」それからエルバはテッキに向き直る。「だったらなんで何も言わなかったんだよ。おとなしく引っ込むなんてテッキさんらしくねえぜ」

「あのですね。紋様が一致したのであの悪魔は博物館から盗ぬすまれた悪魔です、などという理論が法ほう廷ていで通用するとでも思うのですか？」

　ギロリ、とテッキはエルバを睨み返した。無念をエルバにぶつけるかのごとく。

　そう言われれば、エルバも黙だまらざるを得なかった。魔神は、悪魔のように一いつ般ぱん認知されている存在ではない。そもそも、紋様だって魔神とその関係者以外は全く知らないファクトなのだ。

「サウザンドサーベルタイガーを売った商人という奴やつを、ガーシュがどこかから連れてきたらそれでおしまいですよ。法的にも勝てる見込みはありません」

「法的に勝てる見込みはどこにあるんだ」

「芋いもづる式に関係者を引っ張り出して、最終的にガーシュを掘ほり出すしかないでしょうね」

「まあ、それほど絶望的というわけではないね」とルナ。「幸い、まず最初に手をかけるべき芋づるはすぐ目の前にあるんだし」

「その通りです」

　テッキは陰いん険けんな笑みを浮うかべて、二度三度と左手で右手の万力を軽く叩たたき、撫なでた。

　つい昨晩、ボルに捕つかまえられた──そして今、博物館の離はなれの作業場に拘こう束そくされている──泥どろ棒ぼうのことを思い、エルバは思わず嘆なげきの息を吐はいた。どこかよその家に押し入ればいいものを、よりによって右手に万力が生えている娘むすめの住んでいる建物に侵しん入にゆうするとは。自じ業ごう自得とはいえ、あの泥棒がこれからテッキにどのような目に遭あわされるかと考えると、思わず同情せざるを得なかった。







　シェイファーは見事な放物線を描えがいて宙を飛び、カウンターの中へと頭から突つっ込んでいった。

　カウンター奥の棚たなに激げき突とつし、グラスやら瓶びんやらが落ちてくる。シェイファーはガラスの豪ごう雨うに頭から身体からだから全身を打たれて、ますます目を白黒させた。

　轟ごう音おんに、周囲の飲み客達が視線を集中させる。そして、シェイファーを吹ふき飛ばした人物の方に視線を投げる。そこに仁に王おう立だちしているのは、右手から万力を生やした一人の少女。

「……！　フラッシュ・ヴァイスだ……！」

　誰だれかが呟つぶやく。小さな声ながら、その言葉は居酒屋にいるすべての人間の耳に入り、そして恐きよう怖ふを呼び起こさせる。

「フラッシュ・ヴァイスだと!?　万力一つで一個中隊を全員撲ぼく殺さつしたとかいう、あの……！」

「東番外地の廃はい教会を指一本で全崩ほう壊かいさせたとか……！」

「毎日暴れ牛を殴り殺して、朝飯代わりに一頭丸ごと食べるとか……！」

「逃にげろ！　逃げないと俺たちも殺されるぞ！」

　明らかにテッキよりごつい面相の男たちが、浮き足だって裏口から逃げていく。居酒屋の店員たちは一応踏ふみとどまるものの、全員が壁かべ際ぎわに張り付いて、取りうる最大の距きよ離りを取ろうとする。バタバタとした足音が収まると、居酒屋は逆に静せい寂じやくに満たされた。

「また、色々と武勇伝が増えているようだな」

　背後からエルバが声をかける。テッキは不ふ愉ゆ快かいそうに口をねじ曲げた。

「どれもこれもウソッパチですよ。一体どこの誰が無責任な噂うわさを流しているのやら……」

　短くコメントを述べて、カウンターの中に入っていく。

　シェイファーは気絶していた。しかしテッキは容よう赦しやなくシェイファーの襟えり首くびをつかみ上げ、カウンターテーブルに万力で押さえつける。棚から一本無事な瓶を取りあげると、左手だけで器用にコルクを押し上げて抜ぬき、中身をシェイファーの頭にぶちまけ始めた。

「……むはァ！　な、なにしやがる……！」

　赤い液体に顔を濡ぬらされ、シェイファーは目を覚ました。拘束を逃のがれようとして暴れる──が、自分の側頭部に万力が押しつけられていることにすぐ気づき、おとなしくなる。

「目が覚めまして？　シェイファーさん」

　静かにテッキは語りかける。

「！　なんで俺の名前を……？」

「あなたの相棒さんからうかがいましたよ」

　テッキの言葉を受け、シェイファーは首をひねって居酒屋の入り口を見た。そしてそこに相棒、バロクの姿（と、バロクを拘束しているエルバとルナの姿）を見いだす。

「兄貴、俺をほっぽりだしておいて、あんた一人だけで昼間から酒をかっ食くらうってのは、いくらなんでも薄はく情じようすぎるんじゃねえのか……？」

　そう言うバロクは、顔面のほとんどを包帯で覆おおい隠かくしていた。

　テッキの拷ごう問もんの結果──というわけではない。バロクは平手を二、三発食らっただけで、自分の相棒の名と居場所とを吐いた。だが、ハッタリを利きかせた方が話がスムーズに進むだろう、とのテッキの発案により、あたかもひどい拷問にあったかのような容姿をしているのだった。

「てめえら、博物館の手の者か……!?」

　逆に首をひねり、シェイファーはテッキを見上げる。

「『博物館の手の者』ではなく、博物館の者ですよ」テッキは訂てい正せいする。

「単刀直入に言いましょう。あなた、つい先日、バベルハイズ自然史博物館に押し入りましたね？」

　シェイファーは押し黙だまった。しかしテッキが万力をぐりぐりと押しつけると、

「入った！　入ったから、押さえつけるのをやめてくれ！」

　素す直なおに吐いた。主張を受け入れて、テッキは力を抜く。

「結構です。一体誰に頼たのまれたのか、教えて頂けるとありがたいのですが」

「それは言えねえな。俺たちには俺たちなりの掟おきてがあって、──ヘラルドです！　ヘラルドっていう野や郎ろうから頼まれました！」

　シェイファーが突然意見を翻ひるがえしたのは、テッキが万力を天高く振ふり上げたからだった。テッキは勢いよく万力を振り下ろすと、

「……ヒイィィ！」

　シェイファーの鼻先、三ミリほど離れた地点に叩きつけた。ドカンと音が響ひびき、カウンターに載のっていたグラスやら皿やらが一いつ斉せいに跳はね上がる。

「なるほど。そのヘラルドさんとやらのところへ、もちろん案内して頂けますよね？」

　あくまでも笑え顔がおを保ったまま、テッキは頼み込んだ。正確には依い頼らいというよりは命令だったが。

「もしイヤだって言ったら──」

　ふとシェイファーが呟くと、テッキはまたも軽く万力を持ち上げた。

「噓うそだって！　もしもの話だ！　ヘラルドのところに連れてけばいいんだろ!?」

　慌あわててシェイファーは言い直した。ほとんど半泣きである。

「なんだってんだ畜ちく生しよう。はした金で働かされてこの仕打ちだなんて、こんな仕事受けるんじゃなかったぜ」

「はした金だと？」エルバが口を挟はさむ。

「噓をつくなよ」

「噓なわけあるか！　マジでちんまりした額しか受け取ってねえんだよ」

「そうなのですか？　あなたが盗ぬすんだサウザンドサーベルタイガーは、市場ではさほど評価されていませんけれど、つい先さき頃ごろ、とある金持ちに譲ゆずって欲しいと言われましてね。その時、向こうが申し出た額は──」

　テッキは、ガーシュの言い値を正直に口にした。

「マジか！」シェイファーは驚おどろきを隠さなかった。「それって、家が一いつ軒けん軽く建つ額じゃねえか！　誰だれだよ、その金持ちってのは！　そいつを見つけて勝手に売りゃよかった！」

「そういうこと。あんた、思いっきりだまされたようだな。ヘラルドとかいう奴やつ、差額を手にして今頃ホクホクだろうぜ」

「そうだったのか……！」シェイファーは少し考え込んでから、「いいだろう。今すぐあんたらをヘラルドの所へ連れて行く。あんた、俺の代わりにあの野郎をその万力で思い切りぶん殴なぐってくれ」

　テッキを見上げて、そう懇こん願がんした。

　我が意を得たり、とばかりテッキは満足の笑みを浮うかべた。

「ワタクシ、暴力を振るうのは望むところではないのですが──そのように頼まれては、仕方ありませんわね」

「……ここにも噓をついている奴がいるな」

　ぽつりとエルバが呟つぶやいた途と端たん、ものすごい視線が突つき刺ささった。

「何かおっしゃいました？」

「いいや何も」

　すぐさま答えて、エルバは視線をあさっての方向へ泳がせた。

「しかしまあ、ものすごい額だな、その言い値。あいつはどれだけ虎とらが好きなんだ」

　やや不自然に話題を転てん換かんする。

「正直、どうして売らなかったんだ？　そんだけの額だったら、明日からでも博物館が開けるだろうに」

「あのですね。世の中には二種類の物があるのですよ──売ってもいい物と、決して売ってはならない物の二種類が。博物館が展示物を売り払はらってどうするのですか？　それは、ボルが自分の足を食べて飢うえをしのぐようなものですよ」

「そこはボルじゃなくて、タコと言うべきだと思うけど」

　ルナは冷静に指し摘てきした。




　テッキの姿を視し認にんした途端、ヘラルドは理り髪はつ師しを突き倒たおして椅い子すから飛び上がった。ケープをまとい、顎あご全体にクリームを塗ぬったまま、理髪店の裏口の扉とびらめがけて突とつ進しんしていく。

「お待ちなさい！」

　素す早ばやく飛び出したテッキは、一いつ瞬しゆんでヘラルドの後ろ姿に追いついて、背中に万力を叩たたきつけた。

「がはあッ!?」

　悲鳴を上げ、倒れつつも、ヘラルドは本能的に反はん撃げきしようとする。手を伸のばした先にいた理髪師からカミソリをもぎ取り、振ふり向きざまに切りつける。至近距きよ離りで刃は物ものを振られれば、誰だって思わず退ひくところだが──

　むしろテッキは一歩踏ふみ出して、万力を差し出した。カミソリは金属的な音を立ててぶつかり、ヘラルドの手の中からこぼれ落ちる。

「しまっ──」

　迂う闊かつさを呪のろう文句をヘラルドは吐はいたが、もう遅おそい。下からすくいあげるようにしてテッキは万力を振り抜ぬき、きれいにヘラルドの顎を打ち抜いた。ガチン、と上顎と下顎が勢いよくぶつかる音がして、ヘラルドは反り返った。そのまま後方に転てん倒とうして、動かなくなる。
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　テッキはヘラルドの襟えり首くびをつかみ上げて、理髪店入り口を振り返った。

「彼がヘラルドでいいのですね？」

　入り口にいたシェイファーは、青ざめた顔を上下に動かして首しゆ肯こうした。

「確認してから殴れよな……」

　さらに隣となりに立っているエルバが、正直な感想を述べた。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに、理髪師達も散髪中の客達も皆みな凍こおり付いていた。そんな様子をテッキはゆっくりと見回した後、

「失礼しました。皆さん、そのままお仕事を続けて下さいませ」

　優ゆう雅がな作り笑いを振りまいた。そしてヘラルドの襟首を引っ張り、入り口から堂々と出て行った。




「てめえ……俺をどうするつもりだ！」

　理髪店のすぐ裏手の細い路地で、ヘラルドは壁かべを背にじたじたともがいていた。が、声を投げているのはあさっての方向である。それもそのはず、散髪用のケープを頭部に巻き付けられ、視界を塞ふさがれているのだ。空いている手でケープを剝はごうとするが、

「ケープを脱ぬいだら、ちょっと普ふ通つうじゃないものをお見せいたしますよ？」

　ケープ越ごしに万力を押しつけられては、おとなしく両手を下ろさざるを得なかった。

「クソッ！　どういうつもりだシェイファー！　ついこの間も仕事を回してやったばかりだろうが！」

「ふざけるなよ、この野や郎ろう！」シェイファーも言い返す。「報ほう酬しゆうをピンハネしやがって！　人に危ない橋を渡わたらせておいて、てめえ一人で大もうけしようだなんて都合が良すぎるんだよ！」

　シェイファーとしては至し極ごく当然の主張だった──が、ヘラルドは当とう惑わくの表情を浮うかべた。

「大もうけだと？　どういうことだ」

「知らねえとは言わせねえぞ！　このー」

　さらに何か言おうとするシェイファーだったが、テッキがそれを押しとどめる。

「あなた、自然史博物館のサウザンドサーベルタイガーを盗ぬすむ依い頼らいを、この彼に持ちかけましたね？」

　猫ねこなで声でテッキは問うた。するとヘラルドはやや緊きん張ちようをゆるめる。

「……ああ……って言うか、あんた何者だ」

「自然史博物館の者ですよ」

　うっ、とヘラルドはくぐもった声を漏もらした。

「あの円盤レンズ、俺の手元にはもうねえぞ！」

　その一言は、シェイファーの怒いかりに火をつけた。ほとんど反射的に、シェイファーはヘラルドの顔面を蹴けり飛ばす。

「てめえ、どれだけの金で売ったんだ！　このクソ野郎！」

　目の見えないヘラルドは、とにかく両りよう腕うでを持ち上げてガードするしかなかった。しかしシェイファーは腕と腕の隙すき間まを狙ねらい澄すましてヘラルドを蹴る。

「待て！　待てって！」必死に言い返すヘラルド。「何のことを言っているのかさっぱりわからん！」

「わかんねえだと？　だったらわかるようにしてやるッ」

　シェイファーは居酒屋から酒さか瓶びんを一本持ち出してきていた──中身を水に詰つめ替かえた瓶を。瓶のコルクを引き抜くと、ケープの結び目に瓶の口を突つっ込み、中に向けて水を注つぎ始めた。

「ギャッ！　なんだこの……ガフッ、ゲホ！　げぇぇ！」

　声を出しているうちに、水が入ってはならない場所に入ったらしい。恐おそろしい嗚お咽えつのような音を漏らし、ヘラルドはむせび始めた。

「いい加減になさい！」

　タイミングを見計らって、テッキはシェイファーを制した。言われてシェイファーは、おとなしく身を引く。

「即そく席せきながらナイスコンビだね。いわゆる『優やさしい刑けい事じと怖こわい刑事』ってやつかな」

　ルナが言うと、エルバは眉まゆをひそめた。

「右手に万力を生やした刑事がどこにいるってんだ」

　しばらくヘラルドは咳せき込んでいた。落ち着いてから、テッキは声をかける。

「わかっています。あなたも、円盤を盗み出すことを誰だれかに頼たのまれましたね？　その仕事をシェイファーに丸投げした、と」

「そうだ、その通りだ！」ヘラルドはすぐに認めた。「認めるから、頼むからこれ以上いじめないでくれ……！」

「いじめられたくなければ」とテッキは言った。「あなたに仕事を依頼した方のもとへ、ワタクシどもを案内して頂けませんかしら？」




　自宅の庭で鶏にわとりを絞しめようとしていたヨーワードは、奇き妙みような一同の来訪を受けて、一いつ瞬しゆんぽかんとした。

　一人は顔面包帯グルグル巻きの男。

　一人は何故なぜか酒瓶を持った男。

　一人は何故か理り髪はつ店てんのケープを握にぎりしめている男。

　ただ一人、ケープを握りしめている男ヘラルドには、見覚えがあった。鶏の首を握っている方の手を上げて、あいさつする。

「よおヘラルド。今から鶏とり料理を作ろうと思うんだが、──」

　最後まで言わせずに、ヘラルドはずかずかと前進した。他ほかの二人もそれに続く。

　何かおかしい、と気づいた瞬間には、ヨーワードは既すでに両手両足を押さえ込まれていた。鶏が手の中からすり抜ぬけ、けたたましい鳴き声を上げながら走って逃にげていく。

　ヘラルドがヨーワードの首にケープを巻き付けて頭を包み隠かくすように四よ隅すみを結び、その隙間にシェイファーが瓶を差し込んで水を注ぐ。

「げえ！　ガフ、げぇぇ！　てめえら、何しやがる！」

「搾さく取しゆされた者の恨うらみだ！　思い知れこの野郎！」

　怒りにまかせ、ヘラルドはケープ越ごしにヨーワードの顔を押さえ込む。彼もまた、仕事の報酬としてはした金しかつかまされていなかった。テッキから円盤の価格を聞いて怒り心しん頭とうに発し、むしろ積極的にテッキたちをヨーワード宅へと導いたのだった。

「搾取ってなんのことだよ！　この間の仕事なら、精せい一いつ杯ぱいの報酬を払はらってやっただろうが！」

　非協力的な返事に、無言でシェイファーは酒瓶を振ふり上げて、ヨーワードの頭部を狙った。

「まあまあ」それを制したのはルナだった。「もう少し穏おん当とうな手段にしておこうじゃないか」

　鶏が暴れたせいで、そこら中に鶏の羽根が飛び散っていた。ルナはそれを十数本拾い上げてまとめると、

「エルバ、この人の靴くつを脱ぬがせて」

　と言った。

　すぐにエルバはルナの意図を理解し、

「ふざけんな。てめえでやれよ」

「イヤだね。他人の汚きたない足に触さわるだなんて」

「自分の嫌いやがることを他人にやらせんな」

　文句を言いつつも、言われた通りにヨーワードの右足の靴を脱がせ、靴下を剝はいだ。

「ちょ、こら、なにしやがるー！」

　視界を塞ふさがれた恐きよう怖ふに、ヨーワードは暴れて足をばたつかせる。

　ルナは落ち着いて、左手をかざした。するとその手の平から赤い霧きりが発生して、ヨーワードの右足を包み込む。

「──ぐあ？　なんだ、足が動かねえ!?」

　右足は、見えない腕にがっちりと握られたかのように動かなくなった。魔ま神じんルナ・ルガの力、氷結能力である。

「これでよし、と」

　一人満足して頷うなずくと、ルナは鶏の羽根でヨーワードの足の裏をくすぐり始めた。

「なーヒィ！　げひゃひゃひゃひゃひゃ！　ふざけんな、このーアヒィーッ！」

　悲鳴のような笑い声のような、奇き怪かいな声を発して苦しむヨーワード。固定されているのは右足だけ、その他の部分をぐりんぐりんとねじってもだえ続ける。

　存分に笑わせたところで、テッキはルナに制止をかけた。穏おだやかな声でヨーワードに問いかける。

「あなた、バベルハイズ自然史博物館からサウザンドサーベルタイガーを盗ぬすんでこい、という依い頼らいを受けて、ここにいるヘラルドに丸投げしましたね？」

「ハ！　知らねえな！」

　気き丈じようにもヨーワードはしらを切った。テッキは鼻から息を吐はき出すと、

「ルナ、続きを」

　冷れい酷こくに命じた。

「了りよう解かい」

　すぐさまルナは作業を再開する。

「あああ──ッ！　だめだ、やめろ──ッ！　やった！　たしかにやったッ！」

　再開後まもなく、ヨーワードは吐いた。

「タバラスって探たん偵ていから依頼を受けた！　だからやめてェェーッ！」

「……そうですか」

　それを受けて、テッキはルナに目配せを投げた。ルナは羽根を動かす手を休める。

「なかなかガーシュにたどり着きませんね」

「というか、本当にガーシュにたどり着くのか？」エルバが疑問を呈ていする。

「ま、それは最後まで芋いもづるを抜き切ればわかることさ。少なくとも、僕たちの手元にある芋づるは、まだ切れてはいない」

　ルナが軽く肩かたをすくめる。

「あなたがた、次から次へと仕事を丸投げして、依頼に対する責任というものを感じないのですか？　ワタクシが言うのもなんですけど」

　一同を見み渡わたして、テッキは言った。

「そりゃ、タバラスに聞いてくれ」答えたのはヨーワードだった。「報ほう酬しゆうも安かったし、あいつもあまり乗り気じゃなかったんだよ。だから丸投げした」

「で、そのタバラスって奴はどこにいるんだよ」

　エルバがヨーワードのケープをつまみ、左右に振る。

「それは、聞くまでもありませんよ」答えたのはテッキだった。「ワタクシ、彼の事務所なら知っていますので」

「本当か？　仕事仲間ってやつか」

「冗じよう談だん。金のために少々あくどいことも平気でやらかす手合いとして有名なだけですよ。……さて皆みなさん、参りましょうか」

　テッキが声をかけてやると、

「おーう！」

　ゴロツキ一同は右みぎ拳こぶしを突つき上げて、雄お叫たけびを上げた。

「いつの間にやら大所帯になっているな」

　エルバは短くコメントを述べた。するとルナも苦笑いを浮うかべる。

「いいんじゃない？　だんだん楽しくなってきたよ」




　事務所の扉とびらをノックもなく押し開ける。タバラスは部屋中央のテーブルについて、今まさにピザを切り分けようとしているところだった。

「かかりなさい！」

　テッキの号令の下もと、ゴロツキ達がなだれこんで、一挙にタバラスを制圧する。ヘラルドがケープを被かぶせ、シェイファーが瓶びんの中身をぶちまけ、ヨーワードが手早く靴くつを脱ぬがせて鶏にわとりの羽根で右足裏をくすぐる。バロクはタバラスの手からピザカッターを取り上げて左の靴を脱がし、足裏にぐりぐりとこすりつけ始めた。

「ゴギャァァーッ！　アヒヒ、痛いてェェーッ！　ギャハハハ、ヒィィーッ!?」

　笑いとも苦しみとも怒いかりともつかない悲鳴だった。激しい感情が爆ばく発はつ的に発はつ露ろしている、としか言いようがない。ほぼ一いつ瞬しゆんで、タバラスは狂きよう乱らんの淵ふちへと追い落とされていた。ピザカッターの刃はは鈍にぶく、肉どころか皮一枚すら裂さくことはできないが、ぐりぐりと足裏に押しつけられれば破は滅めつ的な威い力りよくを発揮する。タバラスは身をねじり、よじり、脱だつ出しゆつしようとした──が、男四人に押さえつけられては何もできない。

「誰だれだ！」ヨーワードがタバラスの耳元で叫さけぶ。「てめえにサウザンドサーベルタイガーの話を持ってきたのは誰だ！　言え！」

「突とつ然ぜん何の話だ！　何のつもりだ!?」

　混乱して聞き返すタバラス。しかしヨーワードは容よう赦しやなく、

「質問に質問で答えるなッ！　ガンガンやれ！」

　バロクに拷ごう問もんを続けるよう命じ、自らもさらなる勢いで足の裏をくすぐり続ける。

「ギャヒィィーッ！　ガーシュだ！　ガーシュという名の資産家だ！」

　その言葉を聞いたところで、テッキはぽんぽんと二つ手を叩たたいた。途と端たん、ゴロツキ連中は同時に身を引いた。訓練された軍人の如ごとくである。

「すげえ」エルバは思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。「全員でユニット組んだ方がいいんじゃねえか？　ユニット名は『ザ・拷問』とか」

「センスのないことで」ルナがあきれ顔をする。「僕なら、『アルテキア・バベルハイズと不ふ愉ゆ快かいな仲間たち』としたいね」

「センスがねえのはどっちだよ」

「お静かに」

　テッキは鋭するどい視線で二人を黙だまらせた後、タバラスのすぐそばに近づいた。

「参考までにお伺うかがいしますけれど、一体いかほどの額でその仕事を請うけ負いましたの？」

「それは、──」

　タバラスの語った額は、やはり大したものではなかった。もちろん、ヨーワード以下の誰よりも多くはあるが。

「つまり」ヨーワードが言った。「俺はその額の半分で仕事を受けて──」

　次にヘラルドがヨーワードを指さし、

「俺はさらにその半分の額で仕事を受けて──」

　次にシェイファーがヘラルドを指さし、

「俺はさらにその半分の額で仕事を受けて──」

　最後にバロクがシェイファーを指さし、

「その額を俺たち二人で山分けにした、と」

「皆さん、仕事に見合わない報酬しか受け取っていないようですね」

　以前ガーシュから直接買い取り話を持ちかけられた際の言い値を、テッキは改めて語った。それは、タバラスが言った額の百倍は優に超こえていた。

「な──なんだと！」当然、タバラスは血相を変えた。「俺はだまされていたってえことか！」

「ちょっとだけ事実を伏ふせていた、ということなのでしょうけれどもね。さて、皆さん──」

　一同を見み渡わたして、テッキは語りかけた。

「あなた方は、ワタクシの博物館に侵しん入にゆうするという仕事に荷か担たんしました。それは立派な犯罪です。けれども、警察に突き出してやろうなどという気は毛頭ありません。ワタクシは、不当な手段で奪うばわれた博物館の収蔵物を取り返したいだけなのです。つきましては、少々皆様のお手を貸して頂きたいのです。うまくいけば、あなた方に幾いくばくかの報ほう酬しゆうを渡そうとも考えているのですけれど──」

　裏返せば、「今からガーシュを痛い目に遭あわせに行くから手伝え、さもなくば警察に突き出す」という脅きよう迫はくだったが、彼らは不当な報酬で働かされたという怒りにわきかえっていて全く気づかなかった。それどころか、

「手伝わせて下さい！　姐あねさん！」

「あのクソッタレ野や郎ろうをギャフンと言わせてやりましょうぜ」

　むしろやる気満々でテッキの言葉を受け入れた。

「ありがとうございます」テッキは優ゆう雅がに一礼した。「では、この勢いでガーシュ邸ていに乗り込みましょう」

「うおーッ！」

　拳こぶしを突つき上げ、一同は雄お叫たけびを上げた。
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「ちょ……なんですか！　あなた方は！」

　その日の夕刻、ガーシュ邸に大挙して押し寄せた一団に、ガーシュ家の執しつ事じは目を白黒させた。

「申し訳ありませんね。少し、ガーシュさんに大事な話をしに来ましたので」

　優雅な笑えみを浮うかべ、丁てい寧ねいに挨あい拶さつするテッキ。しかしその間にも足を休めることはなく、執事の腕うでを回かい避ひしてずかずかと邸内へ入り込む。その後からはエルバとルナ、そして泥どろ棒ぼう仕事を請け負った面々がゾロゾロと続く。

「で、ガーシュさんはどこにおりますの？」

　処置無し、と執事はあきらめて首を左右に振ふった。

「応接間から出た庭で、花を観賞しております」

「そうですか」テッキは軽く頭を下げた。「ええ、場所はわかっていますから案内は結構ですよ」

　と言い切って、何のためらいもなく室内へと突っ込んでいく。

　執事の言う通り、ガーシュは応接間の大窓から出てすぐの庭園で、色とりどりの花を観賞している最中だった。すぐに闖ちん入にゆう者しやの群れに気づくと、

「……なんだ、おまえら!?」

　ガーシュは飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

「驚かせてすいませんね、ガーシュさん」

　一同を代表して、テッキが挨拶する。

「本日は大事な話をしに参りました。……この方、ご存じですよね？」

　と言って、タバラスの背中を叩たたいて押し出す。

　その顔を見た瞬しゆん間かん、ガーシュは息を吞のんだ。

「タバラス……！」

「こんにちは、ガーシュさん」

　苦笑いを浮かべながら、私立探たん偵ていタバラスは挨拶する。

「彼から聞きました。うちのサウザンドサーベルタイガーを盗ぬすみ出すよう、彼に依い頼らいしたそうですね？」

「知らん！　知らんぞ！」

　必死にガーシュは否定する。するとタバラスはため息をついて、

「そりゃないでしょう、ガーシュさん。せっかくあんたのために、ほとんどただ働きをしてやったってのに」

「ただ働きとはなんだ！　あの件についてはきっちり報酬を──」

　とまで言って、ガーシュは口を塞ふさいだ。

「聞きましたよ、あなたが彼にいくら報酬を支し払はらったのか、ということも。また安く叩いたものですね？　ワタクシに円盤レンズの直接買い取りを持ちかけた時の額と比べたら、雀すずめの涙なみだではありませんか」

　テッキはニヤニヤ笑った──が、その両目は全く笑っていない。

　ガーシュの顔に、徐じよ々じよに焦あせりの色が広がっていく。状じよう況きようを理解したのだろう──たった今ここにいる一同は、皆みなが敵なのだと。

「ふざけるな！」ガーシュは反論する。

「サウザンドサーベルタイガーの市場価格を考えろ！　私があれだけの価格を提示したのは、あんたが売ばい却きやくに全然応じてくれなかったからであって、──」

「関係ありませんよ。ちなみに、ここにいるのは皆、あなたがタバラスに依頼した仕事を下した請うけした方々ですのよ。安い報酬で危険な橋を渡らされて、皆怒おこっているみたいですね」

　テッキの言葉に合わせ、一同はガーシュにガンを飛ばし始めた。一人一人ならまだしも、一度に多数の人間に睨にらまれれば結構な迫はく力りよくとなる。ガーシュは思わず一歩退いた。

「わ……私にどうしろと言うんだ……！」

「あなたを裁きの場に引きずり出すこともできるのですが、ワタクシとしても手間がかかるのは避さけたいところです。ですから、この場で──」テッキはサウザンドサーベルタイガーの適正価格の二倍の値段を口にし、「……それと、ワタクシから奪うばった円盤を返していただけませんこと？」

「金も払えと言うのか」

「法ほう廷ていで罰ばつ金きん払わされるよりはお安いかと思いますけれど」

「私がここで首を横に振ったら、どうするつもりだ」

「その時は、あなたにじっくりと考えるチャンスをお与あたえします」

　す、とテッキが左手を掲かかげる──と、一同は懐ふところの中から得物を取りだした。シェイファーは水の入った酒さか瓶びんを、ヘラルドはケープを、ヨーワードは鳥の羽根を、タバラスはピザカッターを。一つ一つはとうてい武器になりそうもない道具だった──が、それを持つ者達は、それが殺人兵器であるかのようにがっちりと握にぎりしめていた。不ふ穏おんな空気は、ガーシュをビビらせるに十分だった。

「さ、どうします？　考えてみたいですか？」

　テッキの手が、指を鳴らす形に変わる。指に力がこもり、ぐぐぐと小さく震ふるえ出す──

「待ったァァーッ！」

　声は、応接間から飛び出してきた。

　大窓から、勇ゆう敢かんにも単身での突とつ撃げきを敢かん行こうしたのは──老ろう執しつ事じだった。

「おまえたち！　主人に指一本たりと触ふれるなァァーッ！　召喚コンタクト！」

　駆かけ抜ぬけながら悪あく魔まを召しよう喚かんする。光り輝かがやく塵ちりの中から現れ出たのは、ワータイガーだった。限りなく人に近い四し肢しと獣けものに近い膂りよ力りよく、そして虎とらそのものの爪つめを持つ、七段級の悪魔だった。

「ちょ……ワータイガー!?」

　誰だれかが叫さけんだ途と端たん、タバラス以下ゴロツキ連中は皆一いつ斉せいに浮うき足立った。素す早ばやくガーシュから手を引っ込め、爪の一いち撃げきから大きく飛びすさる。

　ワータイガーは素早くガーシュとゴロツキ達の間に割って入り、

「ご主人様！　ひとまずお逃にげ下さい！」

　首をひねって言葉を投げる。

「任せた！」

　ガーシュはすぐさま弾はじかれたように応接間に飛び込んで悪魔のもとにすっとんでいき、サウザンドサーベルタイガーの体内へと手を突つっ込んだ。水すい晶しよう玉だまによる悪魔の擬ぎ似じ召喚を行っているので、塵の密度が薄うすく、虚きよ体たいの中へ他ほかの物体を侵しん入にゆうさせることができるのだ。ガーシュの手が円盤と水晶玉をつかむと、悪魔の虚体は塵に戻もどって消え去り、大きな体が一いつ瞬しゆんで無くなる。

「貴様らにくれてやる円盤はないわ！」

　捨てぜりふを残すと、屋や敷しきの奥へと消えていく。

「待ちなさい！」

　テッキはすぐにその後を追おうとした──が、ワーウルフが首こうべを巡めぐらし、テッキを睨みつける。

「チッ」舌打ちを一つしてから、「エルバ、この悪魔をどうにかなさい」

「任せろ」

　応じて、エルバは赤い霧きりを放とうとした──

「ちょっと！」が、テッキが素早く制する。「能力逆流スピンオフは禁止です！」

「なんでだよ」

　エルバの言葉にテッキは左手を広げ、ゴロツキ連中を示した。

「これだけの衆目の前で魔神の力を使ったら、後が面めん倒どうでしょう！」

「そりゃそうだが、ならどうしろってんだよ」

「そこは、あなたに任せますよ……！」

　それだけ言うと、テッキはエルバを思い切りどつき、ワータイガーにぶつけた。

「なにぃぃぃぃ!?」

　予想外の行動に、エルバはあっさりと押され、悪魔と激げき突とつした。

「ぬおっ!?」

　それはもちろん、ワータイガーにとっても予想外だった。激突を正面から食くらって悪魔はよろけ、エルバと抱だき合いながら床ゆかに倒たおれた。その隙すきに、テッキはワータイガーの横手を回り、屋敷の奥へと駆け抜けていった。

「待てコラ！　なんてことを……！」

　エルバはテッキに文句を投げつけた──が、その言葉が最後まで口にされることはなかった。

　途と中ちゆう、ワータイガーと目が合ったからである。

「少しお眠ねむり頂きましょうか！」

　仰あお向むけになったワータイガーは、胸の上に乗っかっているエルバの脳天めがけ、爪を突き出した。

「冗じよう談だんじゃねえ！」

　咄とつ嗟さに飛び跳はねてエルバは爪を避け、体勢を立て直すと同時に、左手の円盤レンズホルダーに手を突っ込んだ。

「そんなんで殴なぐられたら少しの眠りで済むかよ!!　召喚！」
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　ホルダー内から円盤を一枚取りだし、すぐさま悪魔を喚よぶ。塵が集まり、悪魔の虚体を形作って収束する。エルバの姿は、悪魔ホワイトワーウルフの姿へと成り変わっていた。

「ほほう」その姿を見て、執事は声を漏もらす。「ホワイトワーウルフでワータイガーに対たい抗こうしようとは、なかなか命知らずですな」

「まあ、それは同感だ」

　エルバは認めて頷うなずいた。

　白い毛皮に覆おおわれたエルバの悪魔は、三段級として区分されている。三段級と七段級では、力の違ちがいは明らかだ。正直、真っ向からぶつかり合ったら勝ち目はないだろう。とはいえ現在、エルバの円盤ホルダーの中にこれより強い悪魔はない。ホワイトワーウルフでどうにかするしかないのだ。

「おまえら！」エルバはゴロツキ一同を振ふり返る。「誰だれか悪あく魔まを喚べる奴やつはいねえのか！」

　しかし、返ってきたのは、期待はずれな答えだった。

「誰も円盤持ってねえよ！」

「なんでだよ!?」

「テッキの姐あねさんが全部持ってっちまったじゃねえか！」

　あそうか、とエルバは内心歯がみした。念のため、ということでテッキは拷ごう問もんにかけた相手から円盤をすべて回収していたのだ。今いま頃ごろ十数個の円盤が、テッキの袖そで口ぐちの中でじゃらじゃらと音を立てていることだろう。

「クソッ！　おまえら、円盤の一枚くらい渡わたさずに隠かくしておくとかいう気き概がいはねえのか！」

「無理だって！　あんな万力で脅きよう迫はくされて俺たちに何ができるってんだ」

　反論のしようがなかった。

「……俺一人でどうにかしろってか。冗談きついぜ……！」

　文句を垂れながら、エルバはワータイガーに飛びかかった。

「……フッ！」

　ワーウルフの跳とび蹴げりに、ワータイガーは爪つめを突つき出す。足ごと切り裂さいてやろうという構えだ。

「そう簡単にいくか！」

　空中でエルバは身体からだをひねり、すんでのところで爪に空を切らせた。伸のびきったワータイガーの腕うでに全身で抱きつき、そのまま取りついて床に引き倒す。

「ぬぐぅっ」

　腕を抜ぬこうとしたが、もう遅おそい。肘ひじを極きめられたワータイガーは、地面に伏ふせるしかなかった。

「悪いが、このままへし折るぜ……！」

　エルバは全力で背を反らせた。関節技わざは、人間に似た体形の悪魔に対抗するためのかなり強力な切り札である。お互たがいの悪魔の間に大きな力の差がある以上、現状のエルバが勝利しうる唯ゆい一いつの手段といっていい。

　しかし──

「話になりませんな……！」

　ワーウルフにつかまれたままの腕を、ワータイガーは強ごう引いんに持ち上げ始めた。

「なに……!?」

　エルバが目を丸くしている間に、ワーウルフの身体は完全に地面から浮ういた。ワータイガーは豪ごう快かいに身体をひねると、

「んがァァァァ!!」

　ワーウルフの背を柱に叩たたきつけた。

　全身に衝しよう撃げきが走り、エルバは思わずつかんでいた腕を取り落とした。その場にずるりと滑すべり落ちる。

　すかさずワータイガーはとどめを刺さすべく爪を振り上げた──が、エルバは何も考えずに横に転がった。鋭するどい爪は柱の表面を滑るだけに終わる。

　転がりながら体勢を立て直し、エルバは間合いを取った。

「……なんて野や郎ろうだ……！」

　遠巻きにワータイガーを睨にらみながら、内心でエルバはすくみ上がっていた。あのような強引な手段で反撃を受けるとは思ってもみなかった。つまり、あの馬ば鹿か力の前には関節技も使えないということだ。老いた見た目にあなどっていたが、この老人はかなりの力を持った召しよう喚かん士しであるらしい。

　となると、一体いかなる方法でワータイガーを押さえ込めばいいのか。エルバは途と方ほうに暮れた。そう簡単に隙すきを見せてくれそうにはない気配である。ここは、あとでテッキに殴なぐられる危険を冒おかしてでも、能力逆流スピンオフを使うべきなのか──

　覚かく悟ごを決めかけた、ちょうどその時。

「……前に来た時から気になっていたんだけど、こいつはいいものだねえ」

　いつの間にか室内に入っていたらしい。不意に、ルナが大窓に姿を現した──見るからに高価そうな壺つぼを両手に抱かかえて。

　その壺を、ルナは天高く放ほうり投げた。

「なんだと!?」執しつ事じは激しく動どう揺ようした。「なんということをなさるのですか!?」

　ワータイガーは地を蹴けると、着地点めがけて猛もう然ぜんと滑り込んだ。地面に激げき突とつして砕くだける寸前、ワータイガーは身を挺ていして壺をすくい上げる。

「フー、危ないところだった……！」

　額を拭ぬぐうような仕草を、虎とらは見せた。

「自分の身を捨てて美術品を守る……」

　そしてその時既すでに、エルバはワータイガーの後背に回っていた。長く鋭い牙きばをむき出しにすると、

「執事の鑑かがみだな！」

　ワータイガーの首筋にがぶりと嚙かみついた。

「がああッ!?」

　執事は悲鳴を上げた。その痛みは、逆流バツクワードとなって実際に執事に降りかかっているのだ。しかしエルバは首をねじって、虎の虚きよ体たいをバリッと嚙み裂く。

「ぐ……うう……」

　逆流は執事の許容しうる限界を超こえた。ワータイガーの全身から力が抜けたかと思うと、裂かれた傷口を中心に、虚体が塵ちりへと還かえっていく。やがて塵はすべて風によって吹ふき払はらわれ、その下から現れたのは、壺を両手で抱えたまま気絶した執事の姿だった。

「意識を失っても主人の持ち物を守るとは、まさしく執事の鑑だな」

　エルバは繰くり返した。

　ルナはエルバの肩かたを叩いてせっついた。

「とりあえずほっとこう。テッキちゃんを追うよ」




　ガーシュの屋や敷しきには、生け垣がきを張り巡めぐらせた迷めい路ろ状の庭園が広がっていた。

　エルバとルナが追いついた時、ガーシュは迷路の比ひ較かく的浅い箇か所しよ、行き止まりを背にして追いつめられていた。

「どういう状じよう況きようだ」

　エルバが問うと、テッキは頭かぶりを振ふった。

「迷路の中に誘さそい込んで、ワタクシをまこうとしたのでしょうね。ところが、自分自身が迷路の正解ルートをよくわかっていなかったようで」

「……それはそれは」

　ガーシュは袋ふくろのネズミとなり、すっかりおびえきっていた。ところが、エルバたちの姿を見ると、とうとう開き直ったのか、

「……フッフッフッ」

　急にガーシュは不気味な笑いを浮かべたかと思うと、

「召喚コンタクト！」

　いきなり悪あく魔ま召喚を行った。

　円盤レンズが手の中から飛び出て二枚に割れ、それぞれガーシュの目の中に飛び込んだ。周囲の塵が可視状態となってガーシュの身体からだを覆おおう。

　塵はすぐに収束して、改めてサウザンドサーベルタイガーの虚体を作り出した。先ほどまでと異なる点は、その身体が召喚主の意思に合わせて動くという点だ。

「こうなったらやってやる！　円盤が欲しかったら私を倒たおしてみろ！」

　勝ち誇ほこった叫さけびを、ガーシュは上げた。

「ちょ……またかよ。さすがにこいつには関節技わざは極きめられねえな」

　エルバは呆あきれたように呟つぶやいた。

「窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙むってやつかな」

　ルナがコメントすると、テッキは肩をすくめた。

「やれやれ。面めん倒どうな方ですこと」

「貴様ら！　もっと恐おそれをなしたらどうなんだ!?」

　ガーシュは叫び、咆ほう吼こうを発した。サウザンドサーベルタイガーは七段級の悪魔、かなりの力を秘ひめている。その上この凶きよう悪あくな容姿ときては、普ふ通つうの人間ならば逃にげ腰ごしになるものだ。

　ところがエルバもルナもテッキも、どちらかといえばうっとうしそうな表情を浮うかべるばかりだった。

「恐れる？　どうしてあなたを恐れる必要があるのですか？」

　特にテッキは表情を険しくするばかり、決して退ひく様子は見せなかった。

「だったら──この場で八つ裂ざきにしてやる！」

　サウザンドサーベルタイガーは勢いよく一歩踏ふみ出した。ドシン、と大地を揺ゆるがす。テッキに飛びかかろうともう一度地面を蹴り──

「…………!?」

　蹴れなかった。なぜだか地面についた四本の足が動かない。

　ガーシュは首をねじって足あし下もとを見、すぐに原因に気づく。

　足から生えたサーベルの一部が地面に深く突つき刺ささり、抜ぬけなくなっていた。

「何故なぜサウザンドサーベルタイガーの市場価格が七段級の割にさほど高くないのか、ご存じなかったようですね？　体中から生えたサーベルがあちこちにささりまくるから、あまり実戦に向いてないのですよ」

　余よ裕ゆうの体ていで、テッキは解説した。

「ぬうううん！」

　解説を、ガーシュは聞いていなかった。必死に右前足を引き抜こうとし──やっとサーベルが引っこ抜ける。しかし左前足を抜くにはまず右前足を置かねばならず、するとサーベルが地面に突き刺さる。左前足が抜ける頃ころには右前足のサーベルは地面に深くめり込んでおり、もう一度引っこ抜かなければならなくなる。

「おやおや。この人は畑でも耕すつもりかな」

「家庭菜園か。悪くねえな」

　聞こえよがしに、ルナとエルバが好き放題に言う。

「ふざけるな！　この……ッ！」

　頭にきたガーシュは四本の足を同時に抜こうとした。が、無茶な力を込こめれば無理が出るもの。ゴババッと一度にサーベルが抜けたはいいが、

「うおおッ!?」

　豪ごう快かいに体勢を崩くずして、右半身を下に倒れ込んでしまった。当然右半身にもサーベルは立っており、次々と剣けん先さきが地面に突き立って行く。

「しまったァァ──ッ!!」

　突き刺さったサーベルの数は、四本の足のサーベルをすべて足したよりも多かった。その上それぞれのサーベルは湾わん曲きよくしており、なおかつこの体勢では踏ん張りようがない。サウザンドサーベルタイガーは身動きが取れなくなってしまった。

「ステキな格好ですこと」

　テッキは悪魔のもとに歩み寄ると、右みぎ腕うでを持ち上げた。サーベルを一本万力に挟はさみ込み、腕をひねる。するとサーベルはぽきんと音を立てて簡単に折れた。

「ギャァァーッ!!」

　苦痛の悲鳴を、ガーシュは上げた。

　悪魔の虚きよ体たいに対して与あたえられるダメージは、召しよう喚かん主しゆの身体に感覚としてフィードバックされる。これを逆流バツクワードと呼び、中でも召喚主の身体には存在しない部位に与えられるものを特に幻肢フアントム逆流ペインと呼ぶ。存在しない部位に対する痛みがきっちりフィードバックされるわけで、これは通常の逆流の数倍の激痛をもたらす。そんな幻肢逆流に耐たえられる人間はそうは多くない。

「やめてくれ！」ガーシュも、耐えられる人間ではなかった。「頼たのむ……言う通りに金も円盤も渡わたす！　だからそれ以上はやめてくれーッ！」

「…………」

　テッキは少し考え込んでから、

「何も聞こえませんね」

　ととぼけて、さらに一本サーベルを折った。

「グギャアアーッ!!」

　またもやガーシュは悲鳴を上げる。

　その悲鳴に、テッキは心地ここちよい表情を浮かべた。さながら天使の歌声を聞くかの如ごとくである。

「せっかくですから、もう少し折らせて下さいな。どの程度の幻肢逆流を受ければ気絶するのか、自分の限界を試ためしておくのも悪くないと思いましてよ」

　と言って、テッキはさらに一本折った。

「グギャアアーッ!!」

「……幻肢逆流を受けたくなかったら、さっさと悪あく魔まを解放すればいいものを」

　端はたから眺ながめつつ、エルバはぽつりと言った。すぐにルナが反応して、

「だったら教えてあげたら？」

「そんな義務がどこにある。てめえで気づけって話だ」

　結局、ガーシュは気づかなかった。ガーシュが気絶するに至るまで、テッキはサーベルを十四本折り続けたのだった。







「ありがとうございます姐あねさん！」

「なんか仕事があったらまた呼んで下さい！」

　博物館に侵しん入にゆうするという仕事を請うけ負った、という共通点で集まった五人の男たちは、テッキの手から報ほう酬しゆうを受け取ると、それぞれ満足そうな笑えみを浮うかべて去っていった。

　ガーシュから分ぶん捕どった「報酬」のほとんどを、テッキは五人に平等に分け与えた。テッキが懐ふところに入れたのは、五で割って余った端は数すう分だけである。

「いいのかよ」とエルバが問う。「博物館復興のために金が要いるんだろ」

「それはそうですけど、今回は誰だれかに依い頼らいを受けたわけではありませんからね。円盤レンズを取り返せればそれで十分です。これだけあれば、修しゆう繕ぜん費ひには事足りますし──」

　テッキは自分が受け取った硬こう貨か数枚を手の中で転がした後、器用に財さい布ふの中にしまい込んだ。

「ただ働きでは彼らも収まりがつかなかったでしょうし、仕方のない出費でしょう。自分の取り分も大切ですけれど、払はらうべき時にはきっちり払わないと、あとで痛い目に遭あいますからね」

「ガーシュ氏のようにね」

　ルナが付け加える。

「ま、結果的にはよいストレス発散となりましたし、ワタクシとしては満足この上ありませんよ」

　そう言って、テッキは屈くつ託たくのない心からの笑みを浮かべた。この世に憂うれいごとなど何一つありはしない、という天使のような微笑ほほえみだった。

「恐おそろしい。好き放題に大たい砲ほうを撃うったり万力で人を殴なぐったりしてストレス発散だなんて、なんて奴やつだ」

　誰にも聞こえないようにエルバは呟つぶやいて、身を震ふるわせたのだった。
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　ルンホルム家の殺人事件について、依頼者への説明をもって、本日落着を見た。




　……という一文で日記を終わらせるのは、いかにも味気ない。

　そもそも何故なぜ毎日日記をつけているのかと言えば、字を書く訓練をするためだ。左手で綺き麗れいな字を書くための。毎日一定量の字を書かなければ、訓練になっているとは言えない。

　しかし訓練するのはいいとして、ちゃんと上達しているのだろうか。今書いているこの文章も、実際のところ綺麗な字であるとは言いにくい。過去の字と比べてまともになっているのだろうか……？




　過去の日記を読み返してみたところ、どうやらワタクシの字は上達しているらしいとわかった。というのも、日記をつけ始めた頃ころの文章を読み返そうとしたところ、あまりの汚きたなさに判読できなかったのだ。かなりひどい。もとより人に見せることを想定した文ではないが、これは絶対に誰にも見せられないと言い切れる。例えば、エルバがこの日記を盗ぬすみ見している光景に出くわした時、ワタクシはエルバを撲ぼく殺さつしないでいられるだろうか。その衝しよう動どうに打ち勝つ自信はない。




　エルバと言えば……

　殺人事件の調査過程において、エルバは少し変わった様子を見せた。ファルナの入院を引きずっているようだ──仕事に深刻な影えい響きようが出るほどではないが。表に出ないよう、隠かくそうとしているらしい。さしあたり、これでよしとするしかないだろう。これ以上の変調をきたさないかどうか、もうしばらく注視しておく必要はあるだろうが。

　問題は、調査中に出会ったあの男、あの飲んだくれとの接せつ触しよくだ。彼との接触は、エルバに何らかの変化をもたらすことだろう。変化を受けずにはいられまい──あの男の存在そのものもそうだが、彼の語った言葉には、力、重み、深さがあった。あの男に会って、無影響でいられるものか。

　それが吉きちと出るのか凶きようと出るのか？　ワタクシとしては祈いのるしかない。あの男の言葉をどう受け止めるのか、それはエルバ自身の心にかかっているのだから。

























　深く太ももをえぐるサーベルの刃は先さき。それが決定的な一いち撃げきとなった。

「……ぐううッ……！」

　膝ひざの直上に、深く剣けん先さきが刺さし込まれていた。太い血管を断たたれたか、鮮せん血けつが弾はじけるように噴ふき出す。

　最後の力を振ふり絞しぼり、彼は反はん撃げきに出た。痛みに顔面を歪ゆがめながら、刺された足を踏ふみしめ、両手に握にぎった大剣を敵目がけて真っ向から振り下ろす。

　敵は、サーベルを手放して大きく飛びすさり、楽々と攻こう撃げきをかわした。間合いを広く取って、余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。

「なかなかやるじゃあないか！　紋様アンチクリプト破壊ストライクを食らっておきながら、まだ一人で戦おうとするだなんてさあ！　もうその大剣をブン回すのは無理じゃねえの？」

「この程度で、負けられるか……！」

　彼の闘とう志しは、まだ萎なえてはいなかった。絞り出すように声を出し、渾こん身しんの力を込めて足からサーベルを引き抜ぬく。途と端たんに激痛が走り、さらに血がほとばしる。勢いは弱くなったが、流出は留とどまるところを知らない。

　体力の限界を、既すでに超こえていた。サーベルを橋の下へ放ほうり投げたはいいものの、脱だつ力りよく感に襲おそわれ、彼の足は自己の意思と関係なくふらふらとよろけた。それでも視線の先に敵を据すえ、反撃の意志をもって踏みとどまる。

「……いいだろ」

　さも楽しそうに、敵は隻せき眼がんを輝かがやかせた。

「あんたの態度に敬意を表して、能力逆流スピンオフで殺してやるよッ!!」

　直後、二人の間の空間に、突とつ如じよとして炎ほのおがわき上がった。大気中の塵ちりを燃料として燃え上がる、青い炎が。

「ぬがああああッ!?」

　契けい約やくした魔ま神じんを既に失った彼にとって、防ぐことは不可能だった。あっという間に炎にまかれ、あまりの苦痛に身をよじる。

　足に何かが当たった、と思った次の瞬しゆん間かんには、彼の身体からだは欄らん干かんの外側へと飛び出していた。

「……うあ……」

　悲鳴を上げる力さえも、残されてはいなかった。彼の身体は重力に捉とらえられ、炎に包まれながら、真下の川かわ面もへと背中から一直線に落ちていく。

　視界が揺ゆれる。黒雲に覆おおわれた夜の空、遠ざかっていく橋、そして欄干から身を乗り出す敵。隻眼の魔神は、勝利の笑みをたたえながら、落ち行く彼を凝ぎよう視ししていた。

　それが、彼の瞳ひとみが見ることのできた最後の光景だった。

　川面に水柱が上がる。彼の身体は水中深く沈しずんでいった。もはや、空気を求めてもがく気力も体力もない。

　死ぬのか──そう思った時、彼の脳のう裏りをよぎったのは、父の姿、そして娘むすめの面おも影かげ。

「……父さん……マノン……」

　家族が自分の帰りを待っている。こんなところで死ぬわけにはいかない──

　そんな彼の思いも、力強い川の流れの前には無力だった。意識はすぐに消え去り、彼の身体は川底へと沈んでいった。







　とあるレストランのオープンテラスで食事をしている最さ中なか。

「この男を知りませんか」

　突とつ然ぜん、エルバは眼前に似顔絵を突つきつけられた。

　エルバは目を上げ、

「人がものを食っている最中に、またぶしつけな野や郎ろうだな」

　不満をぶつけた。実際は、もうほとんど食べ終えたところだったが。

　目の前にいるのは、ブルティエールの西番外地に住んでいそうな優やさ男おとこだった。年ねん齢れいは成年に達するか達しないかという程度。左足首を捻ねん挫ざでもしているのか、松まつ葉ば杖づえをついている。

「あ、申し訳ありません」

　青年の物もの腰ごしは、見た目通りに柔やわらかかった。済まなそうに笑みを向けると、エルバの対面の席に座る。

「僕の名前はローラン・ベランジェと言います。人ひと捜さがしをしているんです」

「人捜し？」

　突然降ってわいた話に、エルバは興味を引かれた。改めて似顔絵をじっくりと見る。

「この絵はあんた自身が描かいたのか」

「ええ。そうです」

　写実的とは言えないが、特とく徴ちようを押さえた似顔絵だった。街の人波をじっくり眺ながめれば一人や二人はこんな奴やついるんじゃないのか、と思えるような。残念ながら、エルバの知っている顔ではなかったが。

「知らねえな。何者なんだ」

　エルバが問うと、

「実は、僕もそれが知りたいんですよね」

　ローランは妙みような答えを返してきた。すぐに席を立ち、

「手間を取らせて申し訳ありませんでした。ありがとうございます」

　礼を言って去ろうとする。

「まあ、ちょっと待てよ──」

　エルバはローランを引き留めようとした。うまくすれば博物館の仕事のネタになるかもしれないと思って。

　しかし、ローランは別の理由でその場に立ち止まった。

　ふと気づくと、三人の男がエルバ達の席のそばに立っていた。さして立派とは言えない身なり、ごつい面相──見るからにブルティエールの地下犯罪組織、マーレボルジュの構成員という風である。

「こいつですよ」

　三人のうち、見るからに使いっ走りという感じの男が、ローランを指さす。すると後方の二名はローランにガンを飛ばし、

「おまえか？　ヘプケンさんを捜してんのはよお」

　地鳴りのような声で脅おどしつけてきた。

「なんで今いま更さらヘプケンさんを捜してるんだ？　ああ？」

　一いつ般ぱん人じんであればひるんで声も出なくなるところだったが、

「ヘプケン？　この人ヘプケンって言うんですか？」

　似顔絵をヒラヒラさせながら、ローランは尋たずね返した。

「質問に質問で答えるな！　なんでヘプケンさんを捜しているんだ、って聞いてるんだよ！」

　男は怒いかりにまかせてローランを突き飛ばした。松葉杖のローランは、手もなく地面に倒たおされる。

「何してんだよ、おまえら──」

　看過しているわけにはいかなかった。エルバは立ち上がり、まずはローランに手を差し伸のべる。

「突然、なにをするんですか！」

　ところが、ローランは予想外の行動に出た。松葉杖の先せん端たんをつかむと力ちから一いつ杯ぱい振ふり回し、自分を突き倒した男のすねに激突させたのだ。

「があっ!?」

　遠心力を利用した素す早ばやい一いち撃げきは予想外だったのだろう、男は直撃をまともに食らって悲鳴を上げた。顔を歪ゆがめてローランを睨にらみ返し、

「何をしやがる、この野郎！」

　怒りにまかせてローランを蹴け飛とばそうとする。

「待ちな！」

　エルバは身体からだを割り込ませ、強ごう引いんに二人の間に割って入った。

「先に手を出したのはあんたらだろうが」

「うるせえ、引っ込みな！」

　男は右みぎ拳こぶしを固め、まずはエルバから排はい除じよしようとする。

「召喚コンタクト！」

　しかし一いつ瞬しゆん早く、エルバはあらかじめ目にはめておいた円盤レンズで悪あく魔まを喚よんだ。周囲の塵ちりが応じて光り輝かがやき、エルバの身体にまとわりつく。一瞬後、エルバは白い人じん狼ろう、ホワイトワーウルフに変身していた。

　男の右拳を手で受け止めてぎっちりと握にぎりしめ、ねじり上げる。男の体勢が崩くずれたところでエルバは肩かた口ぐちから体当たりし、男を吹ふき飛ばした。後ろに控ひかえる二人を巻き込んで、男達はその場に転てん倒とうする。

「ちょうどメシを食い終えたところだ。食後の運動といこうじゃねえか」

　男達の真ん前に進み出て、エルバは自信満々に宣言した。こんな奴ら、能力逆流スピンオフを使うまでもない。

　その堂々とした態度に、男達は一瞬ひるんだ。だがすぐに気を取り直すと、

「てめえ、三対一でやろうってのか……！」

　立ち上がり、それぞれが悪魔を召しよう喚かんした。光り輝く塵が集まって、その下から三体のミノタウロスが姿を現す。

「いいや、二対三ですよ……！」

　後方から声。エルバが首をねじって見やると、ローランが悪魔を喚ぼうとしていた。彼の周囲で塵が渦うず巻まき、吸い込まれていく。一瞬の後、彼の身体はワータイガーに成り変わっていた。

「ワータイガーだと……!?」

「マジか……!?」

　その姿を見た瞬間、男達は口々に動どう揺ようの言葉を漏もらした。オオツノミノタウロスは二段級、ホワイトワーウルフは三段級の悪魔だが、ワータイガーは七段級の悪魔である。力の差は歴然だ。

　尻しり餅もちをついた格好で悪魔を召喚したローランは、二本の足で素早く立ち上がった。悪魔の足があれば、松まつ葉ば杖づえに頼たよる必要はない。それどころか松葉杖を両手で握ると、目にもとまらぬ速さで振ふり抜ぬいて、一番前に立っていたミノタウロスの側頭部を打ち抜いた。

「がッ……!?」

　クリーンヒットだった。ミノタウロスはその場にぶっ倒れる──が、ワータイガーはそれだけでは許さなかった。松葉杖の握りの部分をミノタウロスの大きな角に引っかけ、力一杯ねじる。

　角は案外あっさりと折れた。

「…………!!」

　声すら上げられず、ミノタウロスは卒そつ倒とうした。自分の身体に存在しない器官を攻こう撃げきされると、その痛みは倍加されて召喚主に還かえってくる。この現象を幻肢フアントム逆流ペインと呼ぶ。へし折られた角とミノタウロス本体、虚きよ体たいはともに塵となって消え去り、あとには気絶して地面に伸びた男の姿が残る。

　瞬殺だった。残り二体のミノタウロスは、あまりのことに目に見えてビビり、じりじりと後退を始めた。

　一方、ワータイガーは無言のままに、ブンブンと何度も松葉杖を素振りしてプレッシャーをかける。

「チッ！　今日はこのくらいにしておいてやる！」

　ついにミノタウロスは捨てぜりふを吐はくと、連れを担かついで逃にげ出していった。

「やれやれ。なんだったんだ？」

　男達の姿が完全に消えてから、エルバは悪魔を解放した。

「なんだったんでしょうね、まったく」

　ローランは松葉杖を左ひだり脇わきに挟はさんでから、ワータイガーを解放した。もとの、左足を軽く浮うかせた格好に戻もどる。

「あんた、意外と気が短いな。というか、こんな町中でワータイガーなんか喚んで大だい丈じよう夫ぶかよ」

「大丈夫ですよ。僕は召喚士八段免めん許きよを持っていますからね」

「マジか」

　エルバは驚おどろいた。八段免許といえば召喚士の中でも最上級のものであり、そう簡単に得られるものではない。もっとも、自分と同じくらいの年ねん齢れいでありながら八段免許を持っている人間を、エルバは二人ほど知っているが。

「ま……、あんた、なんかまずいことに首を突つっ込んでるんじゃねえの。奴やつらの態度から察するに、そのヘプケンとかいう野や郎ろうはマーレボルジュの関係者だろうぜ」

　そう指し摘てきされると、ローランは眉まゆをひそめた。

「そうみたいですねえ。どういうことなんだろう？」

「ところで」エルバは一つ咳せき払ばらいした。「困っているんだったら、相談に乗ってやるぜ。俺、こう見えても探たん偵てい事務所の人間でね」

「探偵？」

「そう。ブルティエールの北の外れに、バベルハイズ自然史博物館ってのがあるのを知ってるかい？」

「自然史博物館ですか！」

　ローランは驚いてみせた。

「知ってますとも。ということは、あなたはテッキさんのお知り合いですか」

「……は？」

　突とつ然ぜん出てきたテッキの名に、今度はエルバが驚く番だった。

「いやね、以前ある事件に関かかわって、あの方に世話になったことがあるんですよ。そうか、あの人に頼るという手があったな。すいませんが、テッキさんと話をさせて頂けませんか？　その……マノンを救うためには、この男を見つけ出さなければならないんです」

　ローランは熱意をもってエルバの手を握にぎってきた。トントン拍びよう子しに進む話に、エルバは目をぱちくりさせるよりなかった。







「あれは、もう一年ほど前になるでしょうか」

　西番外地の坂道を上りながら、テッキは語り始めた。

　テッキ、エルバ、そしてルナの一行は、西番外地の街路を並んで歩いていた。目的地はローラン・ベランジェの住む屋や敷しきである。

「ローランの従姉妹いとこ、マノン・ルンホルムが誘ゆう拐かいされかけた事件がありまして。ワタクシはその事件の調査に一枚嚙かんでいたのですよ」

「ほお」エルバが相あい槌づちを打つ。「誘拐されかけた、とはどういうことだ」

「最初から説明しましょうか。ローランの家は、ルンホルム家とベランジェ家の二世帯が同居しているのです。先代の故アルトゥール・ルンホルムにはクラエスとイザベルという二人の子供がおり、兄のクラエスがルンホルム家を継ついで、イザベルはベランジェ家に嫁とついだ。ところがその後クラエスが失しつ踪そうしたため、ベランジェ家の者がルンホルム邸ていに移り住んでいるのだとか」

「失踪？　失踪だと？」

「ええ。五年以上前の話だそうですけどね」

「ふうん。ずいぶん災難続きのようだね、その家は」

　ルナがぽつりと言葉を漏もらす。

「というか」エルバが言った。「なんでおまえがついて来てるんだよ。おまえの興味を引くような仕事じゃないと思うが」

「まあまあ。いいじゃあないか」

　適当に言って、ルナは脳天気に笑った。それからテッキに水を向ける。

「で、マノンってのはクラエスの娘むすめかなんかかい」

「そうです」テッキは頷うなずいた。「マノンはクラエスの一人娘で、ルンホルム家の跡あと継つぎですね。将来はルンホルム家の資産を相続する立場にあります。その資産が、誘拐犯達の付け目だったのでしょうね。一年前、マノンは家の外で、友達と遊んでいるところを誘拐犯に狙ねらわれました。ところが誘拐犯達は、間ま違ちがってマノンの友達の方をさらってしまったのです」

「そりゃマヌケな話だな。その後どうなったんだ」

「ええ。ルンホルム家に身みの代しろ金きん要求の手紙は来たのですが、すぐに誘拐犯達も別人をさらったと気づいたようで。さらった方を早々に解放して、逃にげてしまいました。ワタクシはさらわれた方の家族からの依い頼らいで、誘拐犯の追つい跡せきを行ったのです。その過程でローランやマノンと知り合った、ということです」

　そこまで言って、言葉を切る。テッキの表情は急激に曇くもっていった。

「しかし、どういうことなのでしょうね。マノンが殺人容疑で捕つかまった、とは──」

「それは、ローランに聞いてくれ」エルバは肩かたをすくめた。「細かい話までは聞いていない」

　話しこんでいるうちに、一行はルンホルム家の門前に到とう着ちやくしていた。

　周囲の家に劣おとらぬ豪ごう邸ていだった。開け放たれた鉄の門の向こうには庭園が広がり、さまざまな花や植物が生おい茂しげっている。庭師がきっちり手入れしているという気配が伝わってきており、広い庭に植物類が伸のびるままにされている博物館とは大違いである。

「うちも庭師を雇やとったらどうだろう」

　エルバは提言したが、

「そんな財政的余よ裕ゆうはありません。行きましょう」

　即そく座ざにテッキに否定された。
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「やあどうも、テッキさん。一年ぶりになるでしょうか」

　ルンホルム邸の玄げん関かんホールにて、エルバ達一行はローランの出で迎むかえを受けた。

「その足はどうなさったのですか」

　テッキの興味は、まずローランの左足と松まつ葉ば杖づえに向かっていた。

「一週間ほど前に、こけて捻ねん挫ざしちゃいましてね。大変ですよ」

　照れ隠かくしにローランは笑ってみせた。しかしすぐに真しん剣けんな表情になる。

「もう少し早く気づくべきでした。こんな事態になった以上、僕みたいな素人しろうとがどうこうするより、プロに頼たのんだ方がいい」

「一体何があったのですか」テッキは言った。「一応、新聞記事は読んできました。マノンさんが殺人容疑で捕まったそうですが──」

「ええ」苦々しげにローランは言う。「しかも、僕の父親を殺した罪で、ですよ。マノンにそんな真似まね、できるはずがないのに──」

「……ローラン！」

　その時、上の方から女性の声が降ってきた。

　玄関の間の正面階段、二階の手すりごしに、喪も服ふくに身を包んだ女性の姿があった。

「なんでしょう、母さん？」

　ローランが振ふり返り、声を投げ返す。

　貴婦人は、口元を扇おうぎで隠しながら一同を見下ろしていた。あれがイザベル・ベランジェか、とエルバは認にん識しきする。ローランの母親ということは少なくとも四十歳を過ぎているはずだが、視線の先にいる女性はせいぜい三十代後半としか見えなかった。美しい女性だ──が、険のある目つきには人を寄せ付けないものがあった。あまりいただけない。

「誰だれですか、そちらの方は……と」

　イザベルは目を細めてテッキの姿を認め、そして露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「これはこれは、いつぞやのお嬢じようさんではありませんか」

「お久しぶりです、イザベル奥様」

　テッキは猫ねこなで声で言い返した。が、イザベルの態度が和やわらぐ様子はない。

「あなたの顔など二度と見ることはないと思っていましたけれど」

「ウフフ」

　テッキは口元を隠して静かに笑った。

「ワタクシも、そのつもりでおりましたのですけれどね」

　言葉面づらこそおとなしいが、テッキの目は全く笑っていなかった。

「今度の騒さわぎを聞きつけてのこのこやって来たのでしょうけれど、私たちにはあなたの助力など必要ありませんよ。さっさとお引き取り頂きましょうか」

　敵意も露あらわに、イザベルは言い捨てる。とげとげしいイヤな空気が、急速に醸じよう成せいされつつあった。

「やめて下さい、母さん」

　間を取り持つべく、ローランが鋭するどい声を投げた。

「マノンを助けるため、僕が呼んだんです」

「……なんですって？」

　イザベルは眉まゆをひそめた。

「あなたが探たん偵ていを雇う？　冗じよう談だんはおよしなさいな」

「冗談？　冗談ですって？」徐じよ々じよにローランの語気も激しくなる。「父さんを殺した真犯人を捜さがすんですよ。それを冗談呼ばわりとはどういうことですか」

「それはあなた、──」

　イザベルはさらに何か言いたそうだったが、結局言葉を吞のみ込んだ。

「そうですか。好きになさい。私はあなた方に協力する気は一いつ切さいありませんからね」

　最後にそう吐はき捨てると、屋や敷しきの奥の方へと消えていった。

　母の姿が完全に消えるのを確認してから、ローランは肩かたを落とし、ため息をついた。

「申し訳ありません。見苦しいところをお見せしちゃって」

「……お気になさらぬよう。あなたのせいではありませんよ」

　消しよう沈ちんするローランに、テッキは慰なぐさめの言葉をかける。

「なんだか、ずいぶん憎にくまれているようだな」

　エルバが質問すると、テッキはつまらなそうな顔をした。

「どうも、あの方とはソリが合いませんでね。さきの誘ゆう拐かい事件の時も、あの方には苦労させられたものです」

　嫌な記き憶おくを振り切るように、テッキは頭を左右に振った。それからローランに向き直る。

「とにかく、あのお方のおっしゃる通り、ワタクシは好きにさせて頂きますよ。まず、事件の現場を見せて頂きたいのですが」

「ええ、構いませんよ」ローランは快かい諾だくした。「裏庭です。どうぞこちらへ」




　裏庭も表側同様、よく整備された庭園となっていた。ちょっとした林のようで、敷しき地ち内と敷地外を分かつ鉄てつ柵さくには蔦つたが絡からみついている。そこら中を色とりどりの蝶ちようがはためいていて、非常に心落ち着く風景だった。

　一同は、豪ごう邸ていの裏側の勝手口に集まっていた。

「いやはや、こんなことは小説の中でしかお目にかかれないと思っていたのですが」

　一同に加わった老ろう執しつ事じのハイド氏は、流れる汗あせをハンカチで拭ぬぐいながらそう言った。

　小こ柄がらな男性だった。白い眉まゆ毛げと髭ひげを長く垂らしていて、何か言うたびにその両方がモゴモゴと動く。誠実そうな人物だ、との印象をエルバは受けた。

「その時何があったのか、できるだけ詳くわしく教えて頂けませんか。既すでに警察に語っているでしょうから、二度手間だとは思いますが──」

　テッキは、優やさしく語りかけた。

「もちろんお話しさせて頂きます。あなたにマノン様を救って頂くためにも」

　老執事はローランのそばに直立したまま、語り始めた。

「おとといの八時頃ごろでしたかな、イザベル様の悲鳴が聞こえたのは。その時私は邸内で雑用をこなしておりました。悲鳴を聞いて、家から飛び出したのです」

　老執事は裏庭の一角を指さした。

「イザベル様はあのあたりから、えらい形相で転げるように逃にげてきました。ここからでは見えませんが、裏門の方角ですな。奥様は私の姿を見つけると、ダニエル様の名前を呼びながら、自分が来た方向を何度も指さしました」

「で、裏門の方に行ってみた、と？」

「さようです」

　執事は頷うなずき、歩き始めた。一同もそのあとについて行く。

　裏門の鉄柵にも蔦は一本たりと絡まっておらず、向こう側の通りが透すけて見えた。木立に囲まれ鬱うつ蒼そうとした道が左右に延びているようだ。

「ダニエル様が倒たおれていたのは、このあたりでした」

　裏門から少々離はなれたところに立ち、執事は証言した。

「周囲に他ほかの人はいなかったのですか？」

　テッキの質問に、執事は少し黙だまり込んだ。

「実は、何者かが裏口から逃げていく姿を目もく撃げきしております」

　ほう、とテッキの隣となりに立つエルバは声を上げた。

「夜ゆえよく見えなかったのですが──そいつは、地面を這はってものすごい勢いで裏口から逃げていきました。あまりに速かったのと、ダニエル様がいたのとで、そいつを追いかけることはできませんでしたが──」

「待って下さい」テッキが割り込む。「地面を這っていたということは、悪あく魔まだったのですか？」

「断言はできません。なにしろ夜でしたので。ただはっきり言えるのは、あんな格好で移動する人間はいないということですかな。そう、あれは──」

　しばし黙もつ考こうしてから、執事は言った。

「地を這う人面の悪魔でした」

「人面の這う悪魔、ですか……。例えば、ラミアとか？」

「残念ながら、私はさほど悪魔の種類には詳しくありませんで。ただ、目が印象的でした。闇やみの中に爛らん々らんと輝かがやく二つの目！　あれは獲え物ものを食い殺さんとするケダモノの目でしたな！　まさしく悪あつ鬼き、地じ獄ごくの悪鬼とはあのようなものを言うのでしょうな。それに、──」

「いえ、詳しい描びよう写しやは結構ですので」テッキは口を挟はさんだ。「その後、そいつは門の外へ逃げたのですね」

「ガサガサと音を立てながら、蛇へびみたいに素す早ばやく逃げていきました。私はあいつの目に射すくめられて、金かな縛しばりにあったみたいになりましたよ」

「どう思います、エルバ？」

　テッキはエルバに意見を求めた。

　この執事は表現が大げさすぎる、とエルバは言おうとしたが、すんでのところで止めた。

　人面を持つ、地を這う悪魔。数は多くないが、何種類か存在する。入手するのもそれほど難しくはないだろう。問題なのは、ダニエルは撲ぼく殺さつされているという点だ。人を殴なぐり殺せるだけの膂りよ力りよくを持ち、なおかつ地を這い人面を持つ、という二つの条件を満たす悪魔となると、さすがに思いつかない。

「説明はつくだろう」エルバは答えた。「まずは人間型の悪魔を召しよう喚かんしてダニエルを撲殺し、──」

「オウルヘッドだった、と母は言ってます」

　ローランが口を挟む。オウルヘッドとはふくろうの顔と人間の身体からだを持つ悪魔である。ふくろうの闇を見通す視力を身につけることができるため、夜中になんらかの作業を行う際に便利な悪魔だ。夜の時間を活動帯とする犯罪者にも大人気である。

「そうか。じゃあオウルヘッドを喚よんで被ひ害がい者しやを殺し、その後で逃とう走そう用に這う悪魔を喚んで逃げた、ということなんだろ」

「何故なぜそんな手間をかける必要があるのですか。オウルヘッドのままだって問題なく逃走できると思いますけど」

「それは、犯人に聞いてくれとしか言いようがねえな」

　言い返してはみたものの、テッキと同じ疑問をエルバは抱いだかざるを得なかった。たしかにそれは不自然な行動である。

「その後、私は家に居合わせた方々に集まっていただき、事態を説明して、ダニエル様を馬車で病院に連れて行きました──が、残念ながら手て遅おくれでした」

「居合わせた方々の中にマノンはいたのですか？」

「いいえ」執しつ事じは首を振ふった。「マノン様は、外に出かけておいででした。ご学友の方の家に遊びに行っておりまして」

「帰ってきたら、家がえらいことになっていた──と」

「マノンが帰ってきたのは、事件のすぐあとでした」ローランが説明した。「マノンの姿を見た途と端たん、母さんが『あたしたちを襲おそったのはあなたね!?』と騒さわぎ出して、その後やって来た軍警察に捕つかまえられたというわけです」

「家の外に出ていた唯ゆい一いつの人物だから、ですか」

「それもありますが、母さんは『襲われた時、オウルヘッドの中からマノンが出てくるのを見た』と断言しています」

「その証言が本当かどうかが問題だな」

　エルバが評を挟むと、ローランは語気を強めた。

「そこなんですよ。そこで重要になってくるのが、この男というわけです」

　前にエルバに見せた似顔絵を取り出すと、存在を強調するようにひらひらと振る。

「こいつはどう関かかわってくるんだよ」

「関わっているのかどうか、確証はありません」ローランは言い切った。「でもこの男、この一年で二、三度ほど、母に会いにうちを訪問しているんですよ」

「ほお？　マーレボルジュの人間が？　それは妙みようだな。どんな話をしてたんだ」

「それはわかりません。いつもすぐに帰っていきましたし。ただ──直感的に、怪あやしいと思ったんですよ」

　そう語るローランの口調は、自分に言い聞かせようとしているかのようだった。マノンを救うための糸口をどうにかして見つけなければならない、と必死なのだろう。

「もちろん何の根こん拠きよもありませんから、警察の方に言ってもまともに取り合ってもらえませんでした。だから、自力で捜さがし出そうとしたんですよ。でも、こいつがヘプケンとわかったなら──」

「それは早計というものですよ」

　希望を口にするローランを、テッキがたしなめた。

「たしかにヘプケンは、ブルティエールの裏社会ではそこそこ名の通った男です。殺人恐きよう喝かつ暴行詐さ欺ぎ強ごう盗とう、なんでもござれのオールラウンダー、マーレボルジュの仕事屋ですね。しかし、それだけで事件への関かん与よを疑うのは苦しいですね。そもそも、その人物がヘプケン当人であるかどうかすら証明できないわけですし」

　ムグ、と一いつ瞬しゆんローランは返答に詰つまった。他人の空似という可能性も捨てきれないのだ。

「でも、外の人間の犯行としか考えようがないですよ。マノンがこんなことするわけないし、もちろん僕がやったわけでもない。クラエスおじさんにもできるわけないし、つまり外から来た何者かが父さんを殺したとしか思えない」

「気持ちはわかりますけど、──」

　そこでテッキは言葉を切った。

「──クラエスおじさんですって？」

「クラエスって」エルバも口を挟はさむ。「数年前に行方ゆくえ不明になったって話じゃなかったのか」

「あ」と一声漏もらして、ローランは右手で自分の腿ももを叩たたいた。

「そうか、ご存じありませんでしたね。実は半年ほど前、突とつ然ぜん戻もどってきたんですよ、クラエスおじさん」

「なんですって」

　テッキが驚おどろきの声を上げる。

「ええ、ある日いきなり戻ってきて、本当にびっくりしましたよ。長いこと記き憶おく喪そう失しつでさまよっていたけど、ある時不意に自分のことを思い出したそうで。今は毎日家の中で暮らしてますよ。昔は軍人だったけど、もちろん解かい雇こされてますからね」

「そうだったのですか。ということは、その……クラエスさんも、犯行時間にこの家に居合わせたのですね」

「そうですけど、おじさんには犯行は無理だと思いますよ」

「何故そう断言できるのですか」

　ローランはわずかに困り顔を見せた。

「直接会った方が早いでしょう。多分離はなれの方にいると思いますから」

　言って、ローランは横に手を伸のばした。その先、生おい茂しげる低木の向こう側に、小さな屋根らしきものが見えた。

「そうか。じゃ、会ってみようぜ──って」

　一歩踏ふみ出そうとして、エルバはあることに気がついた。

「静かだと思ったら、ルナの野や郎ろうどこに行った？」

　言われてテッキも慌あわてて周囲を見み渡わたす。隻せき眼がんの魔ま神じんの姿は、なくなっていた。

「あら。いつの間に」

「あの方なら、先に離れに行かれましたが」執しつ事じが先回りして答えた。「クラエス様に会いたいと申されたので、私が案内しました」




　ルンホルム邸ていの離れの前には、太いクスノキが立っていた。その幹のそばに白いテーブルがしつらえられ、そのテーブルの側には二人の人物が椅い子すに腰こし掛かけている。

　一人は片目に眼帯をつけていた。

　そしてもう一人は、両目に眼帯をつけていた。

　両目に眼帯をつけた男性はエルバたちの方に顔を向けると、

「お、やっと来たか。足が四本で目が一つ、これなーんだ？」

　突然なぞなぞを出してきた。

　状じよう況きようの異様さに、エルバもテッキも言葉を失ってしまった。無言のままにローランに視線を投げると、

「ええ、あちらがクラエス・ルンホルムです」

　ローランは半ばあきらめたような感じでおじを紹しよう介かいした。

　クラエスの両目は眼帯によって完全に塞ふさがれていた。片方を覆おおうだけならばそれなりにかっこよいが、両目に眼帯をつけたその格好は滑こつ稽けいだとしか言いようがない。見た目四十代くらいのオッサンだったが、その両りよう腕うでには年ねん齢れい不相応な筋肉がついている。

　テーブルの上には空になったワイン瓶びんと、半分開けられたワイン瓶二本が鎮ちん座ざしている。失われたワインがどこに行ったのか、その答えはクラエスの赤ら顔が明示していた。

「正解は隻眼の馬でしたー！　ヒッヒッヒ」

　自分でなぞなぞの答えを出してしまうと、クラエスはいかにも酔よっぱらいらしいけたたましい笑い声を立てた。ひとしきり笑った後は不意に黙だまりこくる。

「おい、ルナさんよ」

　しばしの沈ちん黙もくの間を置いてから、クラエスはルナに語りかけた。

「誰だれかが『隻眼の馬』と答えたあとで、『はずれー！　正解は隻眼の犬でしたー！』って切り返してやるつもりだったのに。おまえさんの連れはずいぶんノリが悪いな」

「そんなことはない」ルナは反論した。「虚きよを衝つかれただけさ。まさか、自分の娘むすめが逮たい捕ほされている親ともあろう者が、真っ昼間から飲んだくれてるだなんて、普ふ通つう想像もつかないからね」

「それもそうかもな。ヒヒヒ」

　クラエスは笑って、ワインを持ち上げラッパ飲みした。

「おじさん、またそんな豪ごう快かいな飲み方をして。身体からだに悪いですよ」

　ローランが進み出ると、クラエスの手からワイン瓶を奪うばった。

「ローラン、いいじゃねえか。どうせ俺は長生きできねえんだ、好きなものを飲ませてくれよ」

「長生きできないのは、酒を飲み過ぎるからでしょ。まったく、少しは我が慢まんできないんですか。それにラッパ飲みなんて下品ですよ」

「仕方ねえだろ。グラスを使って飲んだら、瓶とグラスの両方を倒たおしてこぼしちまうじゃねえか。でも瓶から直接飲んでおけば、ひっくり返すのは瓶だけで済む。こんな完かん璧ぺきな理由があるか。俺の手元の狂くるいっぷりをなめるな」

「はいはい……」

　たしなめるローランの口調は、むしろ優やさしかった。親がダメな子供を教え諭さとすかのような調子である。むろん、年齢からいって本来逆の立場であるべきなのだが。

「……あー、おい、ルナ」

　やっとのことでエルバは口を開いた。

「てめえ、何くつろいでるんだよ」

「何か問題でも？」

　答えて、ルナはワインをグラスであおった。

「飲むだけ無む駄だだろ。酔えないだろうが」

　エルバは指し摘てきした。魔神は飲食物を摂せつ取しゆすることができる──が、それが体内においていかように消化されるのかは謎なぞである。一つ言えるのは、摂取することによって発生するであろう影えい響きようを、魔ま神じんは一いつ切さい受け付けないということだ。八眼デイアボリツク争覇パーテイの百年の歴史にあって、魔神の毒殺によって勝負が決した例はこれまでなく、これからもないだろう。

「まあね」ルナは認めた。「でも、すすめられたものを断るのも失礼だろ？　しかも、相手が旧知の人物とあれば」

「旧知の人物……？」

　なんのことだ、とエルバは思ったが、

「六年前の知り合いと言ったら、おおよそのところはわかるだろ？」

「…………！」

　ルナの言葉は、ある答えを示し唆さしていた。六年前ということは、つまり──

「ローラン。少し──ワタクシ達だけでクラエスさんと話させて頂けませんか？」

　テッキは真顔でローランに頼たのみ込む。

「全然構いませんけど……」

　ローランは承しよう諾だくした──突然エルバ達の顔に浮うかび上がった真しん剣けんな表情に、戸と惑まどってはいたが。ワイン瓶はテーブルに残して、執事を伴ともない、屋内へと引き返していく。

　二人が去った後、クラエスは眼帯を両方まくり上げて、両目を露あらわにした。その目をルナに向けて、質問する。

「……で、今回のおまえさんの契けい約やく者しやは、どっちだい？」

　契約者。決定的な一語だ。

　この男は、魔神の存在を知っている。

「俺だ」エルバは軽く手を挙げた。「あんた、何者なんだ？」

　クラエスはエルバに視線を向けた。彼の瞳ひとみは、両方ともに濁にごった色をたたえていた。

「六年前、魔神アギ・アダと組んで、八眼争覇に参加していた者さ。今は見ての通り、ただの飲んだくれだが。ヒッヒッヒ」




　八眼争覇の過去の参加者と、相まみえている。

　エルバにとってもテッキにとっても、それは驚おどろくべき事態だった。よもやこんな場所でそんな人物と会えるだなんて、考えてもみなかったことだ。

「僕がここについてきた理由、わかってもらえたかな。ひょっとしたら彼に会えるんじゃないかと思ったんだ」

　ルナはクラエスの肩かたを軽く叩たたいた。

「六年前、僕とチェビアト、そしてアギと彼とは、何度か敵同士として対決した。結局のところ勝負がつかないうちに、彼の方が先に脱だつ落らくしちゃったんだけどね」

「ああ。手ひどい傷を負ったが、この通り今でも生きている。死んだと思ったんだがね、あの時は。ヒッヒッ！　ちなみにこの両目は、その時の後こう遺い症しようさ」

　クラエスは自分の目を指さした。

「光や影かげを見分ける程度はできるが、それ以上のことはわからねえ。そこに声の綺き麗れいなお嬢じようさんがいるようだが、美しいであろう姿を見れねえのは残念だ」

「あら。それは残念でしたね」

　そう言われ、テッキはまんざらではないようだった。もしこの男に視力があったら、テッキの右手の万力を見て卒そつ倒とうするだろうな、とエルバは思ったが。

「紹しよう介かいしよう」

　ルナはエルバに手を伸のばした。

「こっちが、僕の契約者であるところのエルバ・ナイトロンド。チェビアトの息子むすこだよ」

「へえ。あの野や郎ろうにこんなでかい子供がいたのか」

　クラエスの目にも、エルバのおおよその大きさ程度は見えているようだった。

「それからもう一人、美しい声のお嬢さんの方はアルテキア・バベルハイズ。実はこっちも契約者でね。ボル・ボルと組んでいる」

「ヒャー。契約者二人がお揃そろいとはね。あんたら、敵同士じゃないのかい」

「原則的にはそうだが」エルバは答えた。「諸事情あって、手を組んでいる」

「他ほかの魔神と手を組む。俺にはなかった発想だ」さも面おも白しろげに、クラエスは言った。「そんな知ち恵えが俺にもあったら、こんな姿にはなってなかったかもな」
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「一体誰だれにやられたんだい」

　ルナが尋たずねた。

「差し支つかえなければ教えて欲しいんだけど」

「あいつだ。ほれ、女海かい賊ぞくみたいな姿をした奴やつ」

　その一言に、エルバ達は──もちろんルナも──はっと息を吞のんだ。

「どうした？」

　視覚が不自由な分、他の感覚が優すぐれているのだろう。妙みような気配をすぐに察し、クラエスは尋ね返した。

「ネア・ネア。獄ごく炎えんの魔ま神じん」

　短くエルバが言うと、

「ああ、それそれ」クラエスはぽんと手を叩いた。「……まるでそいつに会ったことがあるような口ぶりだな」

「実は……俺の従姉妹いとこがあいつにやられて、病院送りになった」

　奥歯を嚙かみしめながら、絞しぼり出すようにエルバは言う。

　クラエスは一いつ瞬しゆんまじめな顔に戻もどった。

「焼かれたのか。その子も──記き憶おくをなくしたのか？」

「記憶？」エルバは眉まゆを吊つり上げる。「それはわからない。まだ意識が戻ってないんだ。でも、『その子も』だと？」

「ああ。少なくとも俺は、ネアの炎ほのおに焼かれたせいで視力と記憶を失った。おかげで帰る家がどこだったかすっかり忘れちまって、長いことあちこちをさまよっていた。記憶が戻るのがもう少し遅おそかったら、死亡認にん定ていされるところだったぜ」

「ネアの炎は、記憶を壊こわす」ルナが補足する。「人の記憶をちょいちょいいじるのは、魔神全員が備えている力なんだけどね。ネアの場合は、人の精神に深刻な影えい響きようを与あたえる。彼女のせいで人格を壊された者は数知れずさ。もっともクラエスの場合、人格そのものはあまり変わっていないようだけど」

「そうかな？　少なくとも昔は、この程度の酒量で酔よっぱらうなんてこたあなかったんだがね。ヒッヒッヒ」

　クラエスは濁った瞳でエルバを睨にらみつけた。

「ともかく、八眼デイアボリツク争覇パーテイに負けた者は、このような姿になる。あんた方はまだ勝ち続けているようだが、負けた時にはこうなるって事、覚えておいた方がいいぜ」

「……大きなお世話だ」

　エルバは言い捨てた。するとクラエスはまたも笑い声を上げ、

「大きなお世話か。そりゃそうだ」

　勝手に納なつ得とくした。

　脳天気なオッサンの態度に呆あきれる一方で、エルバは深しん淵えんをのぞき込むような恐きよう怖ふ感を覚えていた。

　八眼争覇で望みを叶かなえることばかりを考えて、エルバは敗北した時のことをまったく考えていなかった。いや、意図的に目を背そむけてきたと言うべきか。

　たった今目の前に、敗北者の一例がある。クラエスのこの姿は、少し未来のエルバ自身の姿であるかもしれないのだ。

　まあ、あくまでも可能性の一例ではあるが。クラヴリー・ガーディアン、つい先日エルバが八眼争覇にて下した相手は、大おお怪け我がや後こう遺い症しようを受けることはなかった。とはいえ、肝きもが冷えるような感覚を否定することはできない──クラエスの姿を見せられては。

「あんたはなんのために戦おうとしたんだ」

　エルバは問いを投げかけた。

「なんのため……？」

「八眼争覇に参加した以上、なにか叶えたい望みがあったんだろ？」

　クラエスの顔に劇的な変化が生じた。はじめて不ふ機き嫌げんそうな表情を見せたのだ。

「んなこたどうでもいいだろうが」

「ワタクシも興味がありますけれど」

　テッキが猫ねこなで声で呟つぶやいた。その声にクラエスは表情をゆるめたが、やはり話すのは嫌いやそうだった。

「見ての通りさ。今後一生酒を飲んで暮らせるように、って望みをかけて戦ったんだよ」

　噓うそにもほどがある、とエルバは内心でツッコミを入れた。

「噓だって思ってるだろ」クラエスは鋭するどい指し摘てきをした。「まあ飲んでみろって、この白ワイン。そうしたら俺の気持ちもわかるから」

　テーブルの中央には一個だけ、マグカップが置かれていた。クラエスはそれにワイン瓶びんの中身を注つぎ始める。

「待ってくれ」エルバは遠えん慮りよした。「俺は酒のどこがうまいのかわからねえんだ」

「俺の酒が飲めねえのかー！」

　クラエスは突とつ然ぜん怒ど鳴なった。そしてすぐに笑い始める。

「飲んでくれなきゃ、事件の質問には答えねえぜ」

「エルバ、飲みなさい」

　テッキがせっつく。

「チッ。他人ひと事ごとだと思って」

　イヤイヤながらエルバはマグカップを受け取った。

　なみなみと満たされた液体はほとんど無色透とう明めいに見えた。臭においもせず、クセも無さそうで、素す直なおに飲めるような気がしてくる。

　思い切ってエルバは液体を一口含ふくんだ。口の中で転がした後、音も立てずに嚥えん下かする。

「ほう」エルバは感かん嘆たんの声を漏もらした。「口当たりが水みたいにさわやかで何の抵てい抗こうもないし、喉のどごしも水みたいにスムーズだ。味も水のような……ってえかただの水じゃねえか！」

　エルバはマグカップの中身をその場にぶちまけた。

「引っかかったな！　このアホめ」

　クラエスはゲラゲラ笑い出した。横を見れば、テッキは「バカじゃないの？」という目つきでエルバを見下している。

「おいコラ」おのずとエルバの口調は乱暴になった。「とにかく約束通り飲んだんだ。質問に答えてもらおうじゃねえか」

「おうとも、どんどん質問してくれ。ただしプライベートな質問は勘かん弁べんな」

　クラエスは素直に応じた。

「事件に関する質問は、少々プライベートなものになると思いますけど」テッキが質問する。

「事件が起きた時間、あなたはどこで何をしていらしたのですか」

「自分の部屋にいたよ。多分」

「多分、ってどういうことですか」

「いやー、昼間に悪わる酔よいしちまってね。寝ねてたんだよ。扉とびらをガンガン叩たたく音で目が覚めたら、自室のベッドの上にいた。いつの間にか自分の部屋に戻もどっていたんで、まあ驚おどろいたね。酔った時の人間の帰き巣そう本能ってのはすごいもんだ」

「はあ……」

「まあもちろん、俺が容疑者の一人だってことはわかってるぜ」

　言って、クラエスはポケットから円盤レンズを三枚取り出した。

「悪あく魔まってのはありがたいもんだね。喚よびさえすれば、この俺にも視力が戻る」

　悪魔の感覚はすべて召しよう喚かん主にフィードバックされる。悪魔が召喚主の能力以上の感覚を持っている場合でも、だ。例えば警官はドースドーベルマンなど、犬型の悪魔を常時携けい帯たいしている。悪魔を喚ぶことによって、嗅きゆう覚かくを犬並みに高めることができるのだ。

「そういや、犬型悪魔を使えば犯人の足取りを追えるんじゃないのか」

　ナイス思いつき、と内心で自賛しながらエルバは言ったが、

「事件直後に雨が降ったせいで臭いが追えない、とか警察は言ってたぜ」

　クラエスに言下に否定された。

「ああ……そう……」

　エルバは肩かたを落とした。ニッと笑ってから、クラエスは話を続ける。

「悪魔の力さえ借りれば、俺にだってダニエルを殺すことは可能だよ。ま、理論上可能だってだけで、俺がやったわけじゃないがね。もちろん」

　悪魔は、人間単独では不可能なことを可能にしてくれる。それが善行でも悪行でも、だ。そこがドース社会、悪魔の存在が当たり前な社会のいいところであり、厄やつ介かいなところでもある。

　テッキは質問の矛ほこ先さきを変えた。

「あなたとダニエルさんの関係は、どんなものだったんでしょうか」

「おせじにも良かったと言えねえな」クラエスは肩をすくめた。「俺の親父おやじが死んだ後、屋や敷しきの主あるじとして振ふる舞まってきたのに、突然俺が戻ってきたんだ。好意的になれる理由はないんじゃないの。正直、俺もあいつのことはそれほど好きじゃなかったし」

「そうなんですか？」

「なんつうか、せこい奴やつでね。大学の方でも、学生にものを教えるより権力闘とう争そうに明け暮れる方が好きだったらしいよ。自分の立身出世に役立つ人間とだけつきあい、役に立たない人間とは口も利きかない。どこの組織にもそんな奴はいるもんだが、自分の家にそんな奴がいるのは苦痛以外のなんでもないね」

　言葉を切ってから、はっと目を見開く。

「あまり悪口ばかり言うと、犯人扱あつかいされちまうかな。いや、あいつはいい奴だったよ？」

「慌あわてて言い直しても遅おそいですよ」

　笑えみを浮うかべながら、テッキはたしなめた。

「やっぱりか」クラエスも笑い返す。「まあしかし、あいつは色々な方面に恨うらみを買っていたらしいからな。家の外を調べたら、動機を持っている奴がゴロゴロ出てくるんじゃないのかねえ。ヒッヒッヒ」

「しかし──」

　不意にエルバが口を挟はさんだ。

「あんた、ずいぶん脳天気に構えているじゃねえか。自分の娘むすめが捕つかまってるっていうのに。飲んでる場合かよ」

「俺は、マノンが無罪だって信じているからね。慌てる必要なんて全くないのさ」

「無罪を信じている」エルバは繰くり返した。「なんでそんなことが断言できるんだ」

「だって、俺は親で、あいつは娘だもの。信じられないとすれば、それは親子じゃない。そうじゃないか？」

　その口ぶりには、揺ゆるがぬ自信が見え隠かくれしていた。

　妙みような奴だ、とエルバは戸と惑まどいを覚えずにはいられなかった。このクラエスという男、色々と常じよう軌きを逸いつしている。単なる酔っぱらいの言動に統一性を見いだそうとするだけ無む駄だなのか、あるいは──

「まあしかし、親子の情なんて、裁判の席じゃあクソほどの役にも立たねえ。あんたらがマノンの無実を証明してくれるってんなら、協力しねえ理由はねえな。頑がん張ばってくれ」

　そう言って、クラエスは傍かたわらの杖つえを取り、立ち上がった。

「どちらへ？」

「トイレ。明日の葬そう儀ぎに参加できるように、今からアルコール抜ぬいとかなくちゃなあ」

　おぼつかない足取りは、目が不自由なせいなのか酔よっぱらっているせいなのか、あるいは漏もれそうなのを我が慢まんしているのか。見ている方が不安になる歩調で、クラエスは歩き始める。

「手を貸しましょうか？」

　テッキは申し出たが、

「結構」クラエスは断った。「あんたが今後一生手を引いてくれるってんなら別だが。こういうことは自分でできるようにしとかなきゃならねえ。誰だれか、喚んだまま用を足せたり風ふ呂ろに入れたりする悪魔を作ってくれないもんかねえ。ローランも今捻ねん挫ざで苦労してるんだし、言ってやれば研究を始めてくれるかな」

「それは無理にも程ほどがあるってもんだろ。悪魔を作るだなんて」

　エルバは言い返した。するとクラエスは首を振り、

「悪魔の創造はルンホルム家の悲願だぜ。数代前のご先祖様が研究に命を捧ささげて以来の、な」

　静かに言うと、後ろを振り向かずに室内へ入っていった。

「……どう思う」

　クラエスの姿が消えてから、エルバは問いかけた。

「なかなか個性的な方ですね」テッキは控ひかえ目に言った。「あれだけ酔っぱらっている割には、状じよう況きようをわきまえているようですし。……こんな時に酔っぱらっているだなんて、人としてどうかとは思いますが」

「嫌きらいな奴が消えたから、祝しゆく杯はいを上げているのかもしれねえぜ」

　エルバは小声で言った。テッキも同感とばかり頷うなずく。

「ローランもクラエスも、どこまで本当のことを言っているのでしょうね」

「一つだけ」ルナが割り込んだ。「ウソッパチだとはっきりしている証言があったね」

「なんだと」

　エルバが驚おどろき、テッキが振り向く。

　ルナは自信満々に言った。

「酒飲みたさに八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加したってのは噓うそだ。ブラナがそんな理由を認めるハズがない」

「…………」

　エルバとテッキは、冷たい視線でルナを突つき刺さした。

「なんなんだい。その汚きたない物を見るような目は」

「ンなこたおまえに言われるまでもねえ」

「ワタクシ達があんな冗じよう談だんをまじめに受け取るとでも思ったのですか」

　テッキとエルバの集中砲ほう火かに、さすがのルナも黙だまり込んでしまった。







　葬儀は、雨が上がったばかりの曇どん天てんの下でしめやかに執とり行われた。

　共同墓地は芝しば生ふが敷しき詰つめられているが、ところどころ地じ肌はだの現れている場所もあり、ぬかるみが参列者達の靴くつや裾すそを汚よごしていた。棺ひつぎを担かついでいる人々は、足あし下もとが滑すべらないよう慎しん重ちように歩を進めたため、葬列の歩みは普ふ段だんにもまして遅いものとなり、棺が埋まい葬そうされたのは予定から約二十分遅おくれだった。

「葬式ってのは、何回出ても慣れねえな」

　エルバとテッキは、参列者の一番後方に立って埋葬の様子を眺ながめていた。

「仕し事ごと柄がら、避さけては通れないこととはいえ、できれば遠えん慮りよしたいものですね」

　テッキは無表情に語った。

　参列者の中で一人、エルバ達の姿を認めた者があった。

「やあ、来てくださったんですか」

　その男、ローランは軽く手を上げ、喪も服ふくの群れから抜ぬけ出した。ぬかるむ地面に松まつ葉ば杖づえを取られながらも、エルバ達のところにやってくる。

「ご足労いただいて、ありがとうございます」

「気になさることはありませんよ」テッキは答えた。「それよりあなたの方が大変でしょう」

「……そうですね」

　ローランは疲つかれ切った笑えみを浮うかべた。

「なんだかんだと大変ですね。父を葬ほうむるとなると、なおさらです。やらなきゃならないことが多くて。参列者の応対は母に全部任せてますが」

　テッキは、新品の墓石のすぐそばに立つイザベルに視線をやった。イザベルは他ほかの参列者との会話に興じている。テッキと一いつ瞬しゆん目が合ったが、すぐに逸そらす。話しかけても無む駄だそうだ、とテッキは悟さとり、別な話題をローランに振ふった。

「ところで、マノンさんは今日は来ておられるのですか……？」

「ああ、はい。あそこにいますよ。マノン！」

　参列者の一角を、ローランは指さした。

　喪服に身を包んだ一人の少女が、つい先ほど据すえつけられた墓石をじっと見つめていた。

　従兄弟いとこの呼びかけに少女が振り向く──と、マノンの背後に立つ二人の男も同時にエルバ達の方を見た。そして、

「ああん？　なんでてめえらがここにいるんだ」

　と巨きよ体たいの警官──ボンダーマンが睨にらみ返してきた。

「うおう」エルバは小さく声を上げた。「なんであの野や郎ろうがここにいるんだ」

　エルバは心底驚いた。先日、剣けん術じゆつ道場主の殺人事件でボンダーマンに事情聴ちよう取しゆされた、イヤな記き憶おくが脳のう裏りをよぎる。よく見れば、ボンダーマンの隣となりにはスパーキンも控えている。

「お知り合いですか？」むっとした顔でローランも応じる。「あの人、事件担当の警官ですよ」

「なんとまあ。よりによってあの野郎かよ」そう言って、ローランの顔を見る。「ろくでもない野郎だぜ……って、その顔を見ると、俺が言うまでもねえようだが」

「マノンを連れて行かれる時に、少しもめました。この足さえまともだったら、マノンを連れて行かせなどしなかったんですが」

　ローランは険しい視線をボンダーマンに固定したまま、答えた。

　マノンとボンダーマン、そしてスパーキンは、歩調を揃そろえてエルバ達の方へ近づいてきた。警官二名は、拘こう束そく中のマノンが葬そう儀ぎ参列にかこつけて逃にげ出さないように睨みを利きかせている監かん視し役なのだろう。

「そういえば、あなた方が事件の調査を請うけ負ったんだそうですねえ」

　見下すような視線を、スパーキンはエルバ達に向けた。

「こちらとしては、素人しろうとなんかにかきまわされるのは迷めい惑わくでしてねえ。何をするつもりかは知りませんが、少しでも軍警察の捜そう査さの邪じや魔まをするようだったら逮たい捕ほしますからね」

「ウフフ。その心配は不要ですよ……警察の捜そう査さの邪魔だなんて無意味なこと、するつもりは毛頭ございませんから」

　クソ丁てい寧ねいな口調で、テッキは切り返した。表面上は、あくまで友好的な態度である。

「それに、ワタクシ達は素人ではありませんよ。というわけで、少しマノンとお話しさせていただけませんか？」

　ボンダーマン達は見るからに不ふ機き嫌げんな顔をした。

「アホ抜かすな。寝ね言ごとでも言ってんのか？」

「ワタクシ達は、マノンの冤えん罪ざいを晴らして欲しいという依い頼らいを受けているのです。ちょっとだけ時間を割さいて頂けませんこと？」

　あくまでもテッキは穏おだやかな口調で、しかし強い意志をにじませながら迫せまる。

「……ケッ。いいだろう」

　無駄な睨み合いはするだけ疲れるとでも思ったか、ボンダーマンはあっさりと妥だ協きようした。

「ただし、大した時間はやれんぞ。さっさと済ませるこった」

　テッキに背を向け、しかし顔はマノンに向けたまま、ボンダーマンはスパーキンを伴ともない引き下がっていった。

「……マノン、大だい丈じよう夫ぶですか」

　ボンダーマンが去ったのを見て、テッキはマノンの肩かたに手をかけた。

「大丈夫です。……お久しぶりです、テッキさん」

　笑顔を浮かべ、マノンは一礼した。しかし心身共に疲ひ労ろうが深いのだろう、その笑みは逆に見る者の不安をかき立てた。今にも壊こわれそうな弱々しい笑み、とでも言うべきか。

　こんな態度を見せられると、テッキとしても根ね掘ほり葉掘り聞くのはためらわれた。いかなる言葉をかけたものか迷っていると、

「あの……状じよう況きようはどうなんでしょうか……私が釈しやく放ほうされる見込みは……？」

　逆にマノンが尋たずねてきた。

　テッキはわずかに考え込んだ後、

「状況は良くありません。まだ、マノンを釈放させられるだけの情報はつかんでいません」

　ありのままに述べた。口先だけの慰なぐさめを語るのはテッキのやり方ではない。

「そうですか……」マノンの顔を覆おおう陰かげが濃こくなる。「なにか、私も情報を提供できれば良いのですが……何も知らないんですよ。家に帰ったら突とつ然ぜん人殺し呼ばわりされて、ふと気づいたら留置場に押し込まれて。何もしていないのに……。私、すぐに家に帰れますよね？」

「もちろんです」テッキは力強く言った。「マノンの無罪を証明するため、誠心誠意努力しますとも」

　その言葉に、わずかながらマノンの表情はゆるんだ。小さな声で礼を述べ、頭を下げる。

「そうですか。なにとぞ、よろしくお願いします……」

「よーお！　そこにいるのは我が娘むすめかね？」

　いきなり横からクラエスの声が飛んできた。

　喪も服ふくに身を包んだクラエスは、自宅での姿とはまるで別人だった。酒さけ臭くさくなく、眼帯もしていない。常識的な格好をすればこれだけ様になるのか、とエルバは内心驚おどろいた。

　おぼつかない足取りながら、娘に向かって一直線にクラエスは近づいてきた。目が見えない分、人の声を聞き分ける能力に長たけているのか。

「元気そうじゃねえなあ！　メシ食ってるか？」

　大笑いしながら娘の肩をばしばし叩たたく。脳天気な性格は酒が抜ぬけていても変わらないらしい。

「ええ……まあ……」

　対照的に、マノンの表情は陽気さとはほど遠いものだった。父親を嫌きらっている、とまでは言わないにせよ、どう接すればいいのかわからないという戸と惑まどいの表情を浮うかべている。

「心配すんなって。この人達が必ずおまえを助けてくれるって」

　クラエスはエルバ達を手で指し示す。

「みんなおまえの無実を信じている。だから、おまえもあの人達を信じろ」

　マノンの態度を気にしているのかいないのか、とにかくクラエスは娘を励はげまし続ける。

「それとも、あいつから直接励ましてもらった方がいいかね」

　そう言って、クラエスはローランを手招きする。ローランは目をぱちくりさせて戸惑っていたが、クラエスが手を引っ張ってマノンのもとに連れ出した。

「あ…………」

「…………」

　二人は見つめ合ったきり、黙り込んでしまった。

「あの……」最初に切り出したのはマノンだった。「怪け我がとか、していませんか？」

「怪我？　なんのことかな」

「だって、私が捕つかまる時にひどい目に遭あっていたでしょ？」

「いや、あんなの大したことないさ……」

「ははあ」遠目で、エルバは呟つぶやいた。「なかなかいい感じだな」

「マノンは、父親より従兄弟いとこの方が好きらしい」

　二人から離はなれたクラエスが、片手で頭を撫なでながら愚ぐ痴ちる。

「まあ、当たり前っちゃあ当たり前なんだろうが。五年ぶりに戻もどってきた父親が毎日毎日飲んだくれていたら、失望しないはずがない。ヒッヒッヒ」

　自じ嘲ちようの笑い声を、クラエスは上げた。

「わかっているのでしたら、お酒をおやめになったらいかがですか？」

　テッキがごくまっとうなことを指し摘てきする。しかしクラエスはもう一度笑い声を立てた。

「やめると思っただけでやめられるなら苦労はない。そうじゃないか？」

「よおーし、その辺にしてもらおうか！」

　大声を出して、ボンダーマンがマノンとローランの間に割り込んできた。

「容疑者を連れて行く。下がりな！」

　乱暴にローランを突つき飛ばし、ボンダーマンはマノンの腕うでを引っ張った。

「ぬあっ」

　ローランはよろけ、松まつ葉ば杖づえを抱だく格好で芝しば生ふの上に倒たおれた。

「ローラン……！」

　マノンは声を上げたが、ボンダーマンの巨きよ体たいに視界を遮さえぎられてしまった。

「おいこら！」エルバがすぐさま怒ど鳴なりつけた。「怪我人を突き倒すたあ、てめえ何考えてやがる」

「ああ？　その野や郎ろうが勝手にこけたんだろうが」

「てめえなあ、──」

　エルバとボンダーマンが口論しているその陰で、ローランは松葉杖の先せん端たんを両手で摑つかんだ。無言のままにさりげなく松葉杖をバックスイングする。

「おやめなさい！」

　目ざとくテッキがローランの手に組み付いた。鋭するどい声に、エルバも振ふり向く。

「お気持ちはわかりますが、ここで暴れてもマノンさんの立場を悪くするだけですよ」

「…………くそっ」

　ローランはテッキを睨み返したが、すぐに彼女の言葉の正しさを認めると、身体からだから力を抜き、普ふ通つうに松葉杖を使って立ち上がった。

　ボンダーマン達はそのままマノンを連れ去っていった。

「僕はなにもできないのか」

　ローランは無力感を嚙かみしめながら、マノンの後ろ姿を見送るしかなかった。

「思いの外短気なんですね、ローラン」テッキは厳しく言った。「マノンさんが正しい方法で堂々と留置場から出られるよう、ワタクシ達は全力を尽つくします。だから、変なことはしないで下さい」

「そうそう」クラエスも和する。「おまえは優やさ男おとこに見えて案外気が短い。もう少しどーんと構えるこった」

「おじさんこそ、どうしてそんなにどーんと構えてられるんですか」

　意外にも、ローランは激しい調子で言い返した。

「マノンのやつれた様子を見たでしょう。あれでどうして心配せずにいられるんですか」

「心配はしているさ。これ以上なく。だが、ここでじたばたしてどうなるものでもないだろ」

　ローランとクラエスの間に、睨み合いが発生する。正確には、睨んでいるのはローランだけだが。

　すぐにクラエスは視線を外した。

「やれやれ、葬そう儀ぎも無事終しゆう了りようしたし、とっとと帰ろうぜ。丸一日酒を断たつと気持ちが悪くて仕方がない。それじゃあんた方、今後ともよろしく頼たのむぜ」

　軽く手を上げてテッキに挨あい拶さつし、そのまま勝手に歩き出す。ローランはしばらく黙だまり込んでいたが、

「待って下さい、おじさん……！」

　目の不自由なおじを一人で歩かせるわけにもいかないと思ったのだろう、慌あわててテッキに頭を下げると、松葉杖を器用に操あやつって小走りし、クラエスに追いついて横に並んだ。

　雨上がりの泥どろの上には、二つの奇き妙みような足あし跡あとが並んだ。一方の足跡は横に丸い点が並び、一方の足跡には足と足の真ん中に丸い点が並んでいる。前者はローランの松葉杖の跡、後者はクラエスの杖の跡である。片足に体重をかけるクセでもあるのか、クラエスの足跡は片一方だけが深くなっていた。

「この仕事のつらいところですね」

　二人の背中を眺ながめながら、テッキはひとりごちた。

「否いや応おうなく、他人の家庭の事情に踏ふみ込むことになる。自分が下げ賤せんな人間になったような気がしますよ」

　はあ、とため息をついてテッキは歩き出し、先行の足跡の上に自分の足跡を重ねた。







「で、結局どうなんですかあ？　事件解決への見通しは」

　葬儀後の晩、博物館のラウンジにてサクラは問いを発した。

「今のところは、どうとも」

　テッキは無表情に答えた。

「現状、内部の犯行とも外部の犯行とも判断しかねる状態です。両方とも不自然さがつきまとうような感じですね」

「たしかにな」エルバも同意する。「家の外の人間が通りすがりに襲おそったってのも妙みようだが、家の中の人間がダニエルを殺やったってのもなあ。ローランもクラエスも犯人には思えないし」

「そうなんですか？」

「ああ。ローランは、親殺しをやらかすほど親を憎にくんでいるようには見えねえし、クラエスみたいな酔よっぱらいは論外だ。あとで聞いたら執しつ事じの人も、『部屋にお迎むかえに行った時ですら酒の臭においがぷんぷんしてました。あれで殺人を犯おかしているとすれば、現場に酒の臭いがしないはずがない』とか言ってたし。……個人的には、イザベルが一番臭くさいと思うんだが」

「まあ」サクラは息を吞のんだ。「そのイザベルさんという方は、もっと大酒飲みなんですか」

「違ちがう！」思わずエルバは怒ど鳴なっていた。「怪あやしいって意味だよ」
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「そうですね」テッキが口を挟はさむ。「現状、一番怪しいのは奥様ですね。ヘプケンと何度か自宅で会っていたというのも妙な話ですし」

「イザベルがヘプケンに夫殺しを依い頼らいした、ってか。あり得る話ではあるな。証明する方法は全くねえが」

　エルバが指し摘てきすると、テッキは重いため息を吐はき出した。

「イザベル奥様に質問もさせてもらえないのでは、追つい及きゆうのしようがありませんよ」

「あの奥様をどうやって事情聴ちよう取しゆのテーブルに引っ張り出すか、そこが問題だな」

　所しよ詮せんは私立探たん偵ていの悲しさである。あなた方の調査には協力しない、と言われればそれまでだ。

「なにか、材料があればいいのですけれどもね。あの方を引きずり出す材料が」

　テッキが考え込み、エルバも腕うで組ぐみする。

　会話が途と切ぎれた、ちょうど谷間の時。

「ああああっ！」

　唐とう突とつにサクラが声を上げた。

「ど、どうした、サクラ」

　驚おどろいたエルバが尋たずねると、サクラはごく落ち着いた声で言った。

「あの、昼間に届いた郵便物があるのを忘れてました」

　そんなことかよ、と一同は肩かたを落とした。

「ちょっと待ってて下さいね。今すぐ持ってきます」

　そんな落らく胆たんなどどこ吹ふく風、とばかりサクラは飛ぶようにラウンジから出て行く。

「やれやれ」エルバはテーブルにもたれた。「イザベル奥様の殺人依頼の手紙が入った匿とく名めいの封ふう筒とうとか、都合良く送られてこないもんかね」

「そんな都合のいい話がありますか」テッキがたしなめる。「もしそんな物が来たら、ワタクシは鼻でビスク豆を食べてみせますよ」

　ほどなくして、サクラは数通の手紙、封筒を持って現れ、テッキの前のテーブルに置いた。

「今日の郵便物はこれだけです」

「ありがとうございます」

　礼を言いつつ、テッキは郵便物を手にとってチェックを開始した。

「これは私信、これは……税務局？　報賞金の税金関係ですかね……と、──」

　最後の封筒に、テッキの手がピタリと止まった。

　その白い封筒の表には「アルテキア・バベルハイズ様」とだけあり、裏手にあるはずの差出人の記名がなかった。

「おいおい」エルバが目を丸くした。「噂うわさをすれば、ってやつか？」

「まさか」

　テッキは封筒をじっくり観察する。差出人がない以外は、特に何の変へん哲てつもない郵送物である。表側には切手が貼はられ、郵便局の消印もついている。

「中にカミソリとか入ってねえだろうな」

　エルバの心配を、テッキは笑ってはねのけた。

「中に入っているのは紙切れだけですよ。どれ……」

　中の紙を広げ、内容を読む。読み進めるうち、テッキの顔は曇っていった。

「どうかしたのか」エルバが尋ねる。

「あー、いえ……」

　しばらくためらってから、テッキはぽつりと言った。

「……すいませんけど、鼻からビスク豆を食べろというのは勘かん弁べんして頂けません？」







　翌日ルンホルム邸てい門前に詰つめかけると、既すでに先客が立っていた。

「またおまえらか。今日はろくでもない一日になりそうだな」

　と毒づいたのは、不ふ機き嫌げんさ丸出しのボンダーマンだった。彼一人で、スパーキンの姿はない。

「そいつはこっちのセリフだぜ。朝からあんたのツラと出くわすとは、──」

　言い返そうとするエルバだったが、

「やめなさい」

　テッキがエルバの腕をつかんで止めた。

「なんでだよ」

「この場でいがみ合っても無益なだけですよ。ここは、秩ちつ序じよの番人たる人物に協力を請こうのが賢けん明めいな振ふる舞まいというものではありませんか？」

　突然何を言い出すんだ、という目でエルバはテッキを見返した。

　テッキはエルバの首根っこをガッと抱かかえ込み、耳元でささやいた。

「今からイザベルという難敵を相手にしようとしているんです。この人を敵に回しても、面めん倒どうごとが増えるだけですよ」

　エルバの反応も待たずに手を放し、テッキはボンダーマンに向き直って、笑えみを浮うかべた。

「事件を解決したいという思いは我々ともに一いつ緒しよのはずです。できれば仲良くやりたいのですけれども──」

　鈴すずを鳴らすような声で、低姿勢に語りかける。

　これにはボンダーマンも面めん食くらったようだった。不ふ審しんの眼まな差ざしを返す。

「ああ？　どういうつもりだ──」

　す、とテッキは封筒を差し出した。

「つい先日、うちにこのようなものが届きまして」

　眉まゆをひそめながら、ボンダーマンは封筒を受け取り、中身を取り出した。初めのうちはイヤイヤながらという風だったが、読み進めていくうちに、両目が輝かがやき始めた。

「ちょっと待て。これは……!?」

「ええ。決定的な証しよう拠こだと思いませんこと？」

　テッキの注進に、しかしボンダーマンは懐かい疑ぎ的な態度を見せる。

「こんなもの、どこから出てきたんだ。おまえら、依い頼らい人にんを救うために偽ぎ造ぞうでもやらかしたんじゃねえだろうな」

「失礼なことを。ならば郵便局にでも当たってみてくださいな」

　テッキは封ふう筒とうの消印を指先で力強くつついた。

「もちろん、郵送してきた何者かがこれを偽造したという可能性は捨て切れませんが──これをイザベル奥様に突つきつけてみてはいかがでしょう？」

「それは……そうだな」

　ボンダーマンは納なつ得とくした。

「たしかに、あの奥方は俺も怪あやしいと思っていたところだ。こいつが本物なら、決定的な物証になりうる。いいだろう、一緒に来い」

　背中越ごしに手招きしつつ、ボンダーマンは門もん扉ぴをくぐり抜ぬけて邸てい内ないに向かった。

「ここで誰だれかを待ってらしたのではないですか？」

　念のためテッキは質問を投げたが、

「すぐに来るだろ。スパーキンの奴やつ、遅ち刻こくしやがって」

　ボンダーマンは振り返ることもなく、まっすぐに突き進んでいった。

「いいのかよ」エルバがテッキに小声で言った。「あの野や郎ろうに教えちまうなんて、サービスしすぎじゃねえのか」

「あの方に尋じん問もんして頂くのが一番手っ取り早いと思いましてね。実際問題として、お互たがい目的が違ちがうわけでもなし。利用できるものは利用しようではありませんか」

　テッキはそう答えると、余よ裕ゆうの笑みを浮かべながらボンダーマンのあとについていった。




「またあなた方ですか」

　イザベルは、テッキに対する嫌けん悪お感を隠かくそうともしなかった。

　その横に控ひかえているローランも、妙みような顔つきをしていた。ボンダーマンとテッキ達が一緒にやってきたのが不思議だったのだろう。ボンダーマンに対して敵てき愾がい心しんをむき出しにしている。

「おまわりさん、この方々を追い出して頂けませんこと？　私はこの方々の顔も見たくないというのに、捜そう査さという名目で押しかけてきて。不法侵しん入にゆう罪ざいとか適用頂けないものでしょうかね？」

「母さん、──」

　ローランはたしなめようとしたが、ボンダーマンがそれを遮さえぎる。

「まあまあ奥さん。彼女らは大事な協力者なんでねえ。ちったあ我が慢まん頂けませんか」

　その言葉は、母子をともに驚おどろかせた。特にボンダーマンがテッキの援えん護ごをするだなんて、ローランには意外だったろう。

「ほら、どんなものですか」

　テッキは小声でエルバに勝ち誇ほこった。

「ところで、今日は大切な話がありましてね」ボンダーマンは切り出した。「奥さん、ごく最近に銀行から大きな金を下ろしたそうじゃないですか」

「は……？　それがなにか？」

　唐とう突とつな質問に、イザベルは当とう惑わくの表情を見せる。

「ちょっと銀行の方を調べさせてもらいましてね。こんな時期に大金を下ろすだなんて、一体何に遣つかったんですか」

　イザベルはしばらく黙だまっていたが、

「……警察は、私がブランド物のバッグを買うことも許さないのですか？」

　厳しく言い捨てた。

　一方、ボンダーマンは薄うすら笑いを浮かべた。

「そうだったんですか？　てっきり、別の用よう途とに遣ったものとばかり思ったんですが」

「それはどういう意味ですか」

　イザベルの言葉を受けて、ボンダーマンはおもむろに封ふう書しよを取り出した。

「実は、昨日匿とく名めいの封書が届いたんですよ。奥さん、見覚えありませんかね」

　つい先ほど受け取ったばかりの封書である。ボンダーマンは手紙の内容を読み上げ始める。

「『ヘプケン様。貴き殿でんの計画書を拝読いたしました。計画通り実行して頂きたく存じます。ことが成じよう就じゆした暁あかつきには、先日お支し払はらいした前払い金と同額の成功報ほう酬しゆうをお支払いいたします。仕事は先日の打ち合わせの通り行って下さい。なにとぞ後あと腐くされなく、アレを始末してくださいますようお願いします』……最後には署名がありますな。『イザベル・ベランジェ』と」

　読み上げている間、イザベルは一言たりと口を利きかなかった。しかし、青ざめていく顔色は、言葉以上に雄ゆう弁べんにものを語ってしまっていた。

「な……突然、なにをおっしゃるのですか！」

「こう言っているわけですよ。奥さん、あんた殺し屋を雇やとって旦だん那なを始末したんじゃないんですかい？」

　あまりの驚きに、イザベルは口を開けたままぽかんとしていた。しかしやがて我に返ると、

「そんなもの私は知りませんよ！」

　腰こしを浮うかし、激しい身み振ぶりで反論した。動どう揺ようしまくりである。

「何も知らない？　その割にはずいぶん慌あわてていらっしゃいますね」

　猛もう烈れつにイヤミな口調で、テッキは指し摘てきした。ギッ、とイザベルは人を刺さし貫つらぬけそうな視線をテッキに返す。

「あなた──もしかしてあなたですか!?　こんなことまでして、恥はずかしいとは思わないのですか!?　私の筆ひつ跡せきを偽造するなどッ！」

「ウフフフ」

　イザベルが度を失うほどに、テッキの笑えみは広がっていった。

「ワタクシ、お手々がこんなものでしてね。筆跡偽造なんて器用な真似まねはできないんですよ」

　テッキは右の袖そでをめくった。そこにあったのは、右手の代わりに埋うめ込まれている巨きよ大だいな万まん力りきだ。

「筆跡が本物かどうかなんて、調べればわかることでしょう。……まあ、あなたの顔色を見る限り、調べるまでも無さそうですけれど」

「ちょ……な……」

　完全にイザベルは狼ろう狽ばいしきっていた。

「それで、つい先日下ろした金の用途について聞きたかったんですよ」ボンダーマンはさらに畳たたみかける。「前払い金はもう払っちまったってことか？　ええ？」

「そんな馬ば鹿かな話がありますか!?　私はダニエルと一いつ緒しよに襲おそわれたのですよ!?　私は被ひ害がい者しやです！」

「自分に疑いがかからないよう手はずを整えておいたのでは？　ヘプケンに計画してもらったのでしょう？」

「グ…………！」

　反論に詰つまり、イザベルは顔を赤くする。

「もし犯人がヘプケンではない第三者だとすれば、どうして一人だけ助かったのですか。犯人とすれば、その場に居合わせたあなたも殺してしまうのが得策でしょうに。わざと見み逃のがしたとしか考えられませんね」

　心の底から楽しそうに、テッキはイザベルを追いつめていく。演技なのか素すなのか、どちらにせよテッキから責められる役回りだけは絶対に避さけたいもんだ、とエルバは内心で恐おそれざるを得なかった。

「母さん……本当なんですか……!?」

　ローランが母親に目を向ける。ボンダーマンとテッキの主張に、合理性を認めざるを得ないと判断したのだろう。

「な……あなたは私の味方をすべき立場でしょうが！」

　イザベルは逆ギレし、息子むすこまでをも責め立てる。

「あなたは、この期ごに及およんでもシラを切り通すつもりなのですか!?」

「シラ……？」ローランは一いつし瞬ゆん惚ほうけた。「なんのことです、意味がわからな──」

「あなたをかばってやっている、私の母心がわからないのですかッ!?」

「は……？」

　その一言はローランのみならず、その場に居合わせている一同全員を啞あ然ぜんとさせた。

「いいでしょう！　あなたが母親を売るというのなら、私は本当のことをぶちまけるだけです！」

「一体何を言い出すんですか、母さん……！」

「お黙だまりなさい！」

　イザベルは息子を一いつ喝かつして黙らせ、すごい勢いでまくし立て始めた。

「私が人殺しを雇ったなんてウソッパチです！　何故なぜなら、ダニエルを殺したのはこのローランなんですから！」

「はあ!?」

　突とつ然ぜんの糾きゆう弾だんに、一同は驚おどろきの声を上げた。

「あの晩、ダニエルと一緒に襲われた私がどうして逃にげることができたか、教えてあげましょうか!?　ダニエルを襲ったオウルヘッドの足を蹴け飛とばしてやったら、オウルヘッドが悶もん絶ぜつしたからですよ！　悶絶している隙すきに、私は全力で逃げ出したんです。……足を蹴飛ばされただけで苦しむ相手といえば、ローランしかいないではありませんか！」

「ちょ……噓うそだ！」ローランが叫さけぶ。「母さん、何を訳のわからないことを言い出すんだ」

「黙りなさいと言っているでしょう！」イザベルはさらに大きな声で叫ぶ。「あなたのためを思って黙っておいてやったのに、恥はじを知りなさい恥を！」

　事態の急展開に、今度はローランがぽかんとする番だった。しかしふとテッキ達の視線に気づくと、

「違ちがう！　僕じゃない！」

　必死に自己弁護をする。

「……なるほどなあ……」

　混こん沌とんとした状じよう況きようの中、最初に判断を下したのはボンダーマンだった。

「今の糾弾は、無視するわけにはいかねえなあ。まあなんだ、ローラン・ベランジェ、少し署の方で話を聞かせてもらおうか……」

　手を伸のばしてローランをつかもうとする──が、ローランはその手をはねのけた。

「冗じよう談だんじゃない！　僕じゃないと言っているだろう!?」

　ローランは松まつ葉ば杖づえを投げ捨てると、

「召喚コンタクト！」

　いきなり悪あく魔まを喚よんだ。周囲の塵ちりが輝かがやいてローランの周囲にまとわりつく。次の瞬間、そこにはワータイガーの姿が立ち現れていた。

「連れて行こうってんなら、力ずくでやってみろ……！」

「……やれやれだな」

　さすがに警官だけあって、ボンダーマンは七段級の悪魔を前にしてもまったく動どう揺ようしなかった。巨きよ体たいに似合わぬ素早い動きでワータイガーに接近すると、身体からだをひねり鋭するどい蹴りを放つ。

「せいッ！」

　渾こん身しんの下段蹴りは、ワータイガーの左足──ローランが捻ねん挫ざしている、当の箇か所しよに叩たたき込まれた。

「がああッ!?」

　素早い一いち撃げきにワータイガーは絶ぜつ叫きよう、悶絶した。大きな音を立ててその場に倒たおれ込み、ワータイガーはすぐに解放される。下から現れたのは、苦く悶もんに歪ゆがんだローランの顔だった。

　ほんのわずかな間の出来事を、エルバはただ呆ぼう然ぜんと見守ることしかできなかった。ボンダーマンを指し弾だんしようと思ったが、今の状況で悪いのは、明らかに先に悪魔を召喚したローランの方だ。何を言ったものか、迷っている間に──

「おーい。客人が来てるってのに、誰だれも迎むかえに出ないってのはないんじゃ……」

　間延びした声とともに、クラエスが応接間に入ってきた。後ろにひょろりと背の高い男、スパーキンを連れて。

「おう。スパーキンじゃねえか、遅おそかったな」

「何があったんですか、ボンダーマン」

　スパーキンが問いかけると、ボンダーマンはにやりと笑った。

「たった今、事件が解決したのさ」

　そう言って、ボンダーマンはつい先ほどこの部屋の中で行われたやりとりを繰くり返した。

「……ちょっと待って下さい」

　だがその途と中ちゆう、スパーキンは制止をかけた。

「一つだけ言っておきましょう。ヘプケンが殺人を行っただなんてありえませんよ」

「ああん？」ボンダーマンが聞き返す。「ありえねえってどういうことだ」

　スパーキンはしばしためらった後、意外なことを口にした。

「彼が、外部の第三者の関かん与よを主張していたでしょう」ローランを指さす。「念のためってことで調べてみたら、驚くべき事実が判明しましてね。半月ほど前に、ヘプケンの溺でき死し体たいが川から揚あがったそうなんですよ」







「結局──」

　その晩、テッキはサクラとルナに経けい緯いを語って聞かせた。

「イザベルは、ヘプケンに殺人依い頼らいしたことを認めました。ヘプケンが既すでに死んでいたと判明した以上、もはや意味のないことですけどね」

「その……ヘプケンという方が亡なくなった、というのは確実なのですか？」

「確実とは言い切れねえが、おそらく間違いねえだろう」

　答えたのはエルバだった。

「半月ほど前の晩、ヘプケンは何者かに襲おそわれて川に落っこちたそうだ。で、翌朝に下流の方で死体が発見されたんだと。もっとも、死体での本人確かく認にんはできなかったらしいが」

「だったら、生きている可能性があるのでは？」

「──まあ、可能性はゼロじゃない」エルバは一歩譲ゆずった。「発見されたのはよく溺死体が揚がる名所らしいからな。他人じゃないとは言い切れねえ」

「しかし、ですね」テッキが説明を続ける。「その日以来ヘプケンが住すみ処かに帰ってきた気配も無し、彼の行方ゆくえを知る者も無し、という状態なのだそうです。仮にヘプケンが生きているとしても、襲しゆう撃げき者しやを恐おそれて隠かくれているか、川で溺おぼれかけて動けなくなっているかのいずれかでしょう。そんな状態で、イザベルとの契けい約やくだけは律りち儀ぎに守りにやって来た、というのは不自然すぎます。ヘプケン犯人説は除外してしまっていいでしょう」

「ローランは死人を捜さがし出そうとしてたってことだな。絡からんできた連中は、ヘプケンの似顔絵を振ふり回すローランを不思議に思ったんだろう」

　エルバが付け加える。

「はあ……」サクラはすっと頭を上げた。「でも、イザベルさんは殺人依頼をしているんですからあ、それってなんらかの罪に問われないんでしょうか？」

「いや」エルバが答える。「ヘプケンにはダニエルを殺せなかった。ってことは、共犯には問えないだろうさ……多分。もし仮になんかの罪に問われるとしても、殺人そのものの罪よりは軽いはずだぜ」

「あの方なら、『何者かに騙だまされて金を取られた。詐さ欺ぎだ』なんて言い立てるかもしれませんね。……依頼書を突つきつけた時のあの顔、あれは間ま違ちがいないと思ったのですが……」

　何が間違っていたのか、と悩なやむようにテッキは顔を手に埋うずめた。

「代わりにローランが捕つかまった。結果、真犯人はローランだったということで事件は収まりつつある。近いうちにマノンが釈しやく放ほうされるから、ローランの依頼案件は解決できたということになる」

　エルバはテーブルを指で何度もつついた。

「だが、何かがおかしい。妙みようだ。というか、依頼人が犯人だなんてそんなアホな話があるか」

　それぞれが別々の方向を示している証しよう拠こ群を前にして、ボンダーマンはそのほとんどを無視するという方針を採った。つまり、細々とした矛む盾じゆんや謎なぞは多々あるが、どれも事件に大きな影えい響きようを与あたえるわけでもなく、必要以上に慎しん重ちようになりすぎるよりはさっさと決着をつけた方がいい、とローランを逮たい捕ほしてしまったのである。

「そうだね」話を黙だまって聞いていたルナが、口を開く。「そもそも、ローランの動機はなんなんだい。少なくとも僕には、親を殺すような人間には見えなかったけどねえ、彼は」

「想像もつきません」テッキは肩かたをすくめた。「たしかに、ローランに機会はあったでしょう。しかし動機となると──」

「どうしておまえら人間は、そう小難しいことを考えるのかねえ。怪あやしい奴やつがいたらとっとと捕まえて締しめ上げて吐はかせちまえばいいじゃねえかよ」

　と斬ざん新しんな意見を述べたのは、テッキ達の囲むテーブルのど真ん中に鎮ちん座ざしている魔ま神じん、ボル・ボルだった。

「一応、ワタクシどもは法の庇ひ護ごのもとに生きる文明人ですのでね。そう簡単にはいかないのですよ──あなたに理解できるかどうかわかりませんが」

　冷たくテッキは言い捨てる。しかしボルも引き下がらない。

「ああ？　何言ってんだよ、暴力を振るって相手にあることないことしゃべらせるのは、テッキさんの得意技わざじゃなかったのかよ」

　無言でテッキは右の袖そでをめくると、万力でボルを叩たたき潰つぶした。

「ムギュッ」

　奇き怪かいな声が上がった途と端たん、ボルのテーブル上における専有面積が四倍に広がった。

「相手が裏社会の住人ならばともかく、地位のある相手に下手な真似まねはできないのですよ」

「言い直すぜ」ボルは平べったいままに言った。「おまえの得意技は、暴力を振るって相手を黙らせることだ……ムギューッ」

　テッキはもう一度万力を振るい、結果ボルの面積は八倍に広がった。

「…………」

　エルバはボルの惨さん状じようをじーっと見つめた。身体からだの中央に、テッキの万力が深く沈しずみ込んだ跡あとが、はっきりと残っていた。無形の魔神たるもの、この程度の傷はなんともないのだろうが──

　すっと視線を上げて、エルバは不意に切り出した。

「一つ仮説を思いついたんだが。聞いてくれるか」

「はあ。構いませんけど」テッキが言う。「ただしウケ狙ねらいなことを言ったら、あなたもボルと同じ目に遭あわせてあげますからね」

「せっかく人が無い知ち恵えを絞しぼって説を組み立てたってのに、なんて事を言うんだよ。……まあ、俺にも動機はわからないんだが──」

　と前置きして、エルバは滔とう々とうと仮説を語った。

　話を聞き終えると、テッキは感心したような顔を見せた。

「……意外ですね。あなたがこうも筋の通った説を組み立てるとは」

「意外とはなんだ。普ふ段だんの俺がアホ丸出しみたいな言い方しやがって」

「褒ほめているつもりですが」テッキはわずかにむっとした。「とにかくあなたの説は、起きたことを説明できていると思います。動機はよくわかりませんけど──って」

　不意にテッキは息を吞のんだ。

「あなたの説が正しいとすれば、クラエスさんを一人にしておくのは危険ではありませんか？」

　テッキの指し摘てきに三秒ほど考え込んだ後、

「本当だ」

　エルバは椅い子すから飛び上がった。

「ちょ……まずいぞ。今すぐルンホルム邸ていに行くべきか」

「どうやら、その方がいいようですね」

　真しん剣けんな顔つきで、テッキも立ち上がる。

「杞き憂ゆうだったらよいのですが。というか杞憂だった場合、こんな夜中の訪問を先方にどう説明しましょうね」

「ワインが飲みたくてつい来ました、とでも言えばいいだろ」

　エルバは小走りにラウンジから出て行った。テッキもその後を追う。

「僕も行こう。個人的には、エルバの予想が外れていることを望みたいけどね」

　最後にルナがゆっくりと腰こしを上げ、ブラブラとエルバ達について行った。

「いってらっしゃ～い。あったかいお茶でも淹いれて待ってますからね～」

　彼らの後ろ姿を見送って、サクラは手を振ふった。







「まさか、もう始まってんのか!?」

　ルンホルム家の正門前に立ったエルバ達は、離はなれの方に妙な気配を感じ取った。何者かが言い争っているような物音を。

　しかし、当然ながら正門は既すでに閉まっていた。本邸は正門から遠く、中の人間を呼んでいる時間はなさそうだ。鉄の門は高くそびえており、仮に上れたとしても上部の鉄てつ槍やりを越こえるのはかなり難しそうだ。

「クソッ。裏門はどうだ……!?」

　すぐにあきらめてエルバは邸宅の裏手へ回ろうとしたが、テッキが引き留めた。

「お待ちなさい」

　テッキの右目が緑色の光を放つ。途端、薄うすい緑色の光に包まれて、テッキの姿がぬるりと崩くずれた。

「……っと、能力逆流スピンオフか」

　無形の魔神ボル・ボルと契けい約やくしたテッキの能力逆流。それは、自らの身体を形無き軟なん体たいに変えるというものだった。

　緑色の軟体は、自らの身体を薄くしてゆうゆうと鉄てつ柵さくの隙すき間まをすり抜ぬけた。門の向こう側でテッキは元の姿に戻もどり、鉄門の鍵かぎを開く。

「さ、参りましょう」

　鉄門を押し開けて、テッキはエルバとルナを招き入れた。

「おまえの能力逆流、泥どろ棒ぼうし放題だな」

　エルバが率そつ直ちよくな感想を述べると、テッキはキッとエルバを睨にらみつけた。

「何を人聞きの悪いことをおっしゃるのですか」

「褒めてるんじゃねえか。便利な力だ、ってよ」

「褒め方にももう少し言い方ってものがあるでしょう」

「そうだよ」ルナが口を挟はさんだ。「便利さを言うなら、僕が空を飛んで内側に回った方が早かっただろうに」

「あっ」エルバは声を漏もらした。「なんで早く言わねえんだよ」

「さきにテッキちゃんが動いたからね。それよか急ごう」




　離れで待っていたのは、意外な光景だった。

　二体のオウルヘッドが、無言のままで組み討うちを行っていた。頭はフクロウ、身体からだは人という二体が、殺意も露わにお互たがいを叩たたき伏ふせようとしている。

　一方が肩かた口ぐちから突つっ込み、相手に体当たりを仕し掛かけた。仕掛けられた方は身体が浮うき、木の下のテーブルをひっくり返しながら豪ごう快かいに転てん倒とうした。しかしすぐさま起きあがると、テーブルの陰かげから一気に飛び出し、前まえ蹴げりを食くらわせる。転倒に乗じて攻せめ立てようとしていたオウルヘッドはカウンター気味に胸むな板いたへの一いち撃げきをもらい、今度は自分が吹ふき飛ばされた。しかし深刻なダメージには遠く、もう一度地を蹴って相手に襲おそいかかる。

　ともに同じ悪あく魔まだけあって実力は拮きつ抗こう、一進一退の攻こう防ぼうだった。

　こいつらは一体何者だ──などと考えている暇ひまはなかった。

「ルナは右を押さえろ！　俺は左を押さえる！」

　魔神に命じると同時に、エルバは右目を赤く輝かがやかせ、赤い霧きりを放った。

「わかった！」

　すぐ応じて、ルナも赤い霧を放つ。

　二条の霧は意思を持つかのように宙を進み、それぞれがオウルヘッドを包み込もうとする。

「…………！」

　オウルヘッドのうち一方、エルバが狙ねらった方の悪魔が、先に迫せまり来る赤い霧に気づいた。敵の攻こう撃げきを必要以上に大きな動きで避よけて、霧から逃げる。

　こっちはクラエスか、とエルバは瞬しゆん時じに悟さとった。あの反応は、能力逆流を知っている者にしかなしえない。

「なに……!?」

　もう一体のオウルヘッドは、為なす術すべ無く赤い霧に包まれた。クラエスに殴なぐりかかろうとする体勢のまま、彼の四し肢しは固定されて動かなくなる。

「どうなっている！　この野や郎ろうッ！」

　野太い声でオウルヘッドは叫さけび、拘こう束そくから逃のがれようとする。しかしどんなに力を込めても、全身を石せつ膏こうで固められたかの如ごとく動かない。霧に触ふれたものをその空間に固定する──それがルナとの契約によってもたらされる力、氷結の能力逆流である。魔神の力の前には、普ふ通つうの悪魔は抗あらがうこともできない。

「エルバか！」

　クラエスがエルバ達の姿に気づき、声を投げてきた。

「こいつを紋様アンチクリプト破壊ストライクですっ飛ばしてくれ！」

　両手を振ふり上げ、精せい一いつ杯ぱいアピールする。エルバは一瞬戸と惑まどったが、

「いいんじゃないの？　紋様破壊なら、相手は死なないし」

　ルナの提言に、「それもそうだな」と頷うなずいた。

「なら、リクエストに応こたえてやるか！　ルナ！」

「あいよっと」

　ルナはエルバの背中から手刀を突っ込み、体内からサーベル、塵ストラ器イカーを引き抜いた。軽く一ひと振ふりして手応えを確かめると、

「さっさと始末つけようか！」

　固定されたままのオウルヘッド目がけ、一直線に突とつ進しんしていった。

「な……！」

　もちろん、オウルヘッドは避けることもできない。ルナは素す早ばやくサーベルを突き出し、悪魔の胸板を一撃で貫つらぬいた。
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　ほとんど透とう明めいに近かった塵器は、オウルヘッドの虚きよ体たいを紋様クリプト解析アナライズするに連れ、急激に赤く染まっていった。赤い輝きが完全になったところで、

「解かい析せき終しゆう了りよう！　塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ──！」

　ルナはいつもの文句を唱えた。と同時に、ルナを中心として風が巻き起こり始める。

「ちょ……何がどうなって……!?」

　オウルヘッドの声は明らかに動どう揺ようしていた。このような異常な現象に出くわせば、誰だれだって平然としてはいられないだろう。

「君の気にすることじゃない」

　ルナはそう言ったのち、高らかに宣言した。

「──紋様破壊！」

　風が逆巻いた。

　吹き荒あれる暴風が、オウルヘッドの虚体をねじ切り、切り刻み、吹き飛ばしていった。強制的に虚体を剝はがされ、悪あく魔まの中から召しよう喚かん主の姿が現れる。嵐あらしが収まったところで召喚主は力無く崩くずれ、その場に伸のびてしまった。

「はい終了。相手が魔神じゃないと、気楽でいいね」

　ルナは空になった両手を広げ、肩かたをすくめた。それから足あし下もとで気絶している男に目をやり、

「……で、こいつは誰だい」

　と呟つぶやく。遅おくれてエルバとテッキも、ルナのそばに寄った。

　そこに寝ね転ころがっていたのは、見たこともない男だった。少なくとも、ルンホルム家の人間ではない。だがしかし、どこかで見たことがあるような──

「え？」テッキが声を上げた。「ひょっとしてこの人……ヘプケンではないですか？」

「その通りだ」

　答えたのは、いまだにオウルヘッドを召喚したままのクラエスだった。首を左右に振り、何かを捜さがしているような仕草を見せる。

「これか」

　足下に杖つえが落ちていることに気づき、エルバはそれを拾い上げてクラエスに手て渡わたした。

「お、ありがとう。これがないと歩くこともままならないんでな。ヒッヒッ」

　クラエスは杖を受け取ると、オウルヘッドを解放した。中からいつも通りのクラエスが現れる。どうやら少々飲んでいるようだ。

「いやー、助かった。またちょうどいい時に来てくれたもんだな……って、こんな時間に何しに来たんだよ。まさかヘプケンが襲しゆう撃げきしに来るのを予期してたってのか？」

「こんなこと、予想できるかよ」エルバは言い返した。「ヘプケンはてっきり死んだもんだと信じてたのに。なんでこいつがここにいて、あんたを襲おそってたんだ」

「それは、──」

　クラエスが答えかけた時、離はなれの中でガタンと音がした。咄とつ嗟さにエルバとテッキは身構える。

「気にすんな」クラエスは言った。「イザベルさ。イザベルと飲んでいる最さ中なかに襲われたんだよ。……おーい、もう出てきて大だい丈じよう夫ぶだぜ」

　呼びかけに対し、イザベルはなかなか出てこなかった。

「ん……？　どうした、イザベル……」

　妙みような気配を感じ、クラエスは離れの正面扉とびらに近づいた。気絶したきりのヘプケンはそのままに、エルバ達も扉に歩み寄る。

　離れの扉を開けようとクラエスが手を伸ばした時、突とつ然ぜん扉が勢いよく開いた。

「うおっ」

　不意を衝つかれ、クラエスはその場になぎ倒たおされた。

　扉を叩たたき開けたイザベルは、クラエスには一いち瞥べつもくれずに中から飛び出した──右手に短刀を握にぎって。

「死ねェェェ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きようしながらすっ飛んでいくイザベル。視線の先にあるのは──ヘプケンだ。

　ヘプケンを殺すつもりか!?

　突とつ然ぜんのことに呆あつ気けにとられ、エルバは動けなかった。能力逆流スピンオフを使ういとまもない。テッキもルナも同様だ。

　クラエスは素す早ばやく立ち直った。が、イザベルを止めるにははるかに遠い。

　イザベルは地面を蹴けり、短刀を高く掲かかげ、力ちから一いつ杯ぱいヘプケンに突つき立てようとした。もう止められない、とエルバが悟さとったその瞬しゆん間かん。

「ぬううううんッ」

　クラエスはその場で左足を後方に持ち上げた。まるで見えない何かを蹴飛ばそうとするかのように。

　蹴る対象がないにも拘かかわらず、クラエスは左足を振ふり抜ぬいた。すると──

　クラエスの左足、膝ひざから下がすぽーんと抜けた。

　勢いよく飛び出した左足は空間を一直線に飛び、イザベルの背中を直ちよく撃げきした。

「なあッ!?」

　背後からの衝しよう撃げきに、イザベルはあっさりと吹ふっ飛んだ。ヘプケンを通り過ぎ、その向こう側へ無様に着地する。

　イザベルはその場で上半身を起こし、すぐに自分の背中を襲った衝撃の正体を見た。

「義足……!?」

　それは足の形こそしていたが、明らかに人間の足ではなかった。金属でできた、足に似たものだ。

　驚きよう愕がくの表情で、イザベルは背後を振り返る。見やれば、クラエスは杖を使って直立していた──ズボンの左膝から下をだらりと垂らしながら。

「クラエス……その足は……!?」

「見ての通りさ」

　クラエスは再び悪あく魔まを召しよう喚かんし、オウルヘッドの姿に成り変わった。

「六年前に無くしちまったんだよ。秘密にしてたがね」

　オウルヘッドはひょこひょことイザベルのもとに向かい、彼女を助け起こした。そして手の中から短刀を取り上げる。

「……どうしてヘプケンを殺そうとした？」

「それは……！」

　オウルヘッドに見つめられ、イザベルは目をそらした。

「……クラエスを助けるために決まっているではありませんか……！」

「…………」

　無言でオウルヘッドは肩をすくめた。

「イザベル、おまえは昔からそうだ。平気な顔で噓うそをついて、それを反省しようともしない……！」

　突然、クラエスの声に殺気がこもる。

「!!　待て……！」

　咄嗟にエルバは赤い霧きりを放った。思い出したのだ──自分達がルンホルム邸ていにやって来た目的を。

　クラエスを一人にしておけば、きっとクラエスはイザベルを殺す。

　それを止めるために来たというのに──

　赤い霧がクラエスの動きを拘こう束そくしたのは、クラエスがイザベルの胸に短刀を突き立て、一ねじりした後だった。




　ごふ、とイザベルは血を吐はき出した。力無くその場に膝から崩くずれ落ちる。

　自分の胸に突き立ったナイフを見つめ、それから必死に顔を上げて兄の姿を見やる。

「クラエス……なんでこんなことを……」

「なんで？　なんでだと？」

　赤い霧に包まれたまま、クラエスは答えた。イザベルに致ち命めい傷しようを与あたえたという手て応ごたえがあったのだろう、能力逆流の拘束に抵てい抗こうするような真似まねは一いつ切さいしなかった。

「決まっているじゃねえか。おまえら夫ふう婦ふはマノンを殺そうとした。だから俺はダニエルを殺し、そして今おまえを殺す、ってわけだ」

「なんですって──」

　テッキが驚おどろきの声を上げた。

「なあ」クラエスは首をひねり、エルバを見た。「この赤い霧、外してくれねえか？　逃にげる気なんてねえからよ」

　エルバは一いつ瞬しゆん、判断に迷った。しかし、

「大だい丈じよう夫ぶだって。魔神相手に生身で戦おうなんて思っちゃいない」

　クラエスの言葉に納なつ得とくし、霧を引っ込めた。クラエスはすぐにオウルヘッドを解放し、その場にしゃがみこんだ。

「ヘプケンから全部聞かせてもらったんだよ」

　兄のその一言で、イザベルはすべてを悟ったような顔になった。

「そんな……いつの間に……？」

「おまえ達の前じゃあ、いつも飲んだくれてばかりいたけどな、こっそりマノンの誘ゆう拐かい未み遂すい事件のことを調べてたんだぜ？　誘拐犯人が捕つかまってねえって言うから、そいつらに報むくいを受けさせてやろうと思ってな。ところが、主犯のヘプケンの話を聞いて、まあびっくりしたぜ──」

「主犯のヘプケン？」テッキが声を上げた。「彼がマノンを誘拐しようとしたのですか？」

「そうさ」クラエスは答えた。「見知らぬ訪問者を怪あやしいと思ったのは、ローランだけじゃねえってことさ。以前に家に来た時の帰り道をつけてあいつの隠かくれ家を見つけ出し、後日に改めて会いに行ったのさ。で、話を聞かせてもらった──軍隊式の説得術で」

　つまり拷ごう問もんにかけでもしたのか、とエルバは思ったが、口に出しては尋たずねなかった。

「あいつが教えてくれたんだ。誘拐を依い頼らいしたのはダニエルとイザベルのベランジェ夫妻だ、ってね。おまえら、誘拐事件にかこつけてマノンを始末して、ルンホルム家の財産をいただくつもりだったんだろ。あの頃ころは俺は失しつ踪そうしたきりだったから、マノンがいなくなれば、父さんの財産はすべておまえらに転がり込むことになるよな」

　イザベルは何も答えなかった──が、その沈ちん黙もくがすべてを物語っていた。

「あの依頼書を突とつ然ぜん出されてびっくりしただろ？　あれは、俺がヘプケンの手から奪うばい取って、そこにいる探たん偵ていさんのところに匿とく名めいで送りつけてやったのさ」

「あんただったのかよ、あれは」

　エルバが口を挟はさむと、クラエスは頷うなずいた。

「ああ。イザベルをダニエル殺しの罪にはめてやろう、と思ってね。あれはヘプケンにマノンの誘拐を頼たのんだ依頼書だったのさ──ダニエル殺しの依頼じゃあない。でもあの文面だけならダニエル殺しの依頼にも見えるし、イザベルに本当のことを言えるはずがない。しかしまさか、ヘプケンの『死』が既すでに警察に伝わっていたとは計算外だった。あいつの死体ははるか下流まで流されて、うやむやのまま行方ゆくえ不明になると踏ふんでいたんだが」

「その言い方、まるで君自身がヘプケンを川に落としたみたいだね」

　ルナが指し摘てきすると、クラエスはあっさりと頷いた。

「もちろんさ。娘むすめを殺そうとした奴やつを放ほう免めんできるほど、俺の心は広くない。しかし、手足を縛しばって川に落としてやったってのに、まさか生きているとはなあ。俺に復ふく讐しゆうしにやってくるだなんて思ってもみなかった」

　クラエスはイザベルに視線を戻もどす。イザベルは地に伏ふせ、どうにか目を半開きにしているという状態だった。顔には既に死相が浮うかんでいる。

「おまえをはめる作戦が失敗して、悟さとったわけよ。結局のところ、改めておまえを殺すしかないってな。俺はこの通りの身体からだだ、長く生きられても十年ってとこだろう。おまえら夫婦の方が長生きするのは間ま違ちがいない──だが、マノンを殺そうとした奴らにマノンの後見人を任せられるか？　俺はあの世から化けて出る方法を知らないんでね、こうするよりマノンを守る方法はないと思ったのさ」

　最後の力を振ふり絞しぼり、イザベルはクラエスを睨にらんだ。怨えん嗟さのこもった、忌いま々いましげな視線だった。が、クラエスはその視線を平然と受け止める。

「おまえはヘプケンすらも始末しようとした。兄としては非常に残念だが、とてもおまえを許すわけにはいかないよ。──恨うらむなら、自分の愚おろかさを恨むことだ」

　手た向むけの言葉としては、冷厳極きわまりないものだった。イザベルは何も言い返すことなく目を閉とざし、そのまま動かなくなった。

「……さあて」

　長い沈黙の後、クラエスは地面に腰こしを下ろしたまま、エルバ達の方に振り返った。

「こんな時間に突とつ然ぜん押しかけてきたってことは、あんたら、俺が犯人だってことがわかったのかい」

「そういう可能性がある、と思った」

　エルバは正確を期して答えた。

「気がついたのは、ちょっとした閃ひらめきだ。オウルヘッドの左足を蹴け飛とばしたらオウルヘッドが悶もん絶ぜつした、とイザベルが言ってたじゃないか。イザベルはローランが捻ねん挫ざした左足を蹴られたからだ、と思いこんでいたようだが、俺は別なことを思ったんだ──まるで幻肢フアントム逆流ペインでも食くらったみたいだ、とな。その仮説で行くと、犯人は左足のない奴ということになる」

「なるほど。それで俺が怪しい、と？」

「ああ。義足を使っている可能性があるのはあんたしかいない。杖つえを使っているのは、単に目が見えないからってだけじゃないんだろ？　葬そう式しきの時も、あんたの片足だけが妙みように深く泥どろに埋うまってたしな。ま、それとこれとが頭の中で結びついたのは、ついさっきの話なんだが」

　ボルの身体にテッキの万力の跡あとが残るのを見て、気づいた──と心の中で付け加える。

「大したもんだ」

　クラエスは地面に転がっていた義足を、自分のもとに引き寄せた。

「そうなんだよ。ネアが俺から奪ったのは、視力だけじゃなかったのさ。左ひだり膝ひざのあたりをざっくりやられてしまって、切り落とすしかなかったんだ。この義足、クソ重くてねえ。まあ、脚きやく力りよくの鍛たん錬れんのためにわざと重い奴にしてるんだがね。無くした足を補うには、筋力を鍛きたえるよりないからな」

「ということは、やっぱり──」

「そう。あの晩、俺はオウルヘッドを召しよう喚かんして、外から回り込んで裏庭に行った。ダニエルと一いつ緒しよにイザベルも殺そうとしたんだが、イザベルに左足を思いっきり蹴られちまってね。激げき烈れつな幻肢逆流が発生して悶絶して、結果イザベルを取り逃にがしちまったってわけだ」

「そうだったのですか」テッキが肩かたを落とす。「では、執しつ事じが見た人面の這はう悪あく魔まというのは──」

「俺自身だな。幻肢逆流から逃のがれたくて、すぐにオウルヘッドを解放したんだよ。そしてその場から這って逃げ出した。俺の場合、義足をはめたまま動くより、這って動いた方が素す早ばやく動けるんだ。ハイドが思ったより早くやってきて、少しだけとはいえ姿を見られたのは誤算だったが──ハイドの奴、無茶苦茶言いやがって。小説の読み過ぎじゃねえのか」

「その後、すぐに部屋に戻って、悪わる酔よいで寝ねていたふりをしたのですね」

「そうそう。そもそも悪酔いってのはウソッパチさ。昼間はワイン瓶びんにあらかじめ水を入れておいて、飲んだくれているふりをした。マグカップを用意したのは、液体の色で飲んでいるものの正体がばれないようにするためだ。ま、ラッパ飲みすればなんの問題も無いってあとで気づいたが。……犯行後は、部屋の中ですごい勢いで本物のワインをがぶ飲みした。だから執事も、俺が泥でい酔すいしていたと思ったのさ」

　得意げにクラエスは語り続けた。自信満々とまではいかないが、ちょっとしたパズルをうまいこと解いてみせたぜ、と自じ慢まんするような調子で。

「作戦はおおむね成功した──イザベルを殺し損そこねたという一点を除いては。結構迷ったよ……人を殺すのは気持ちのいい体験じゃない。警察に見られているということもあって、気持ちがすっかり萎なえてしまった。イザベルを殺し損ねたのは天意かな、と思い始めたんだ。代わりに、言い訳のできない冤えん罪ざいを被かぶってもらうことで勘かん弁べんしてやる、という気持ちになりかけていたんだが──」

　クラエスは、足あし下もとのイザベルを見下ろした。ぴくりとも動かない自分の妹を哀あわれむように。

「昼間の騒さわぎが決定的だった。こいつは自分の息子むすこに罪をなすりつけて、自分は逃れようとした。ま、イザベルはローランがやったと確信していたようだから、『なすりつける』という表現はちょっと違うかもしれないが。しかしそれを措おくとしても、あれは人の親の取るべき態度じゃあない。親が子を信じなくてどうするんだ。そう思うと、依い頼らい書の中でマノンのことを『アレ』呼ばわりしたことも癇かんに障さわってきてね。そこで一緒に酒を飲もうとイザベルをここに呼び出したのさ──毒ニンジンの搾しぼり汁じる割りのワインを飲んでもらおうと思って。ところがヘプケンという招かれざる客がやって来て、あとは君らもご存じの通り、というわけだ」

　言葉を切ると、クラエスは懐ふところから小瓶を取り出した。

「イザベルに使い損ねた以上、こいつは俺が飲もうと思う」

「ちょ……待って下さい」テッキは血相を変えた。「あなたも死ぬつもりですか」

「心配無用」クラエスは口元を歪ゆがめた。「既すでに告白書は書いてある」

　言いつつ、クラエスは一通の封ふう筒とうを取りだし、テッキに手て渡わたした。

「一通りのことをしたためている。読んでみてくれないか？　ローランが釈しやく放ほうされなければ、俺が自裁しても意味がない」

　もはや、クラエスはただの酔よっぱらいではなかった。濁にごった瞳ひとみの奥には、確固たる決意の光が宿っていた。エルバもテッキも、そしてルナも気け圧おされるほどの強固な意志が。

「マノンの冤罪は、すぐに覆くつがえせると思っていた。ただし、それはイザベルの収しゆう監かんをもって、だ。よもやローランに罪が被かぶせられるとは想定外だった。こうなった以上、俺が告白するしかない。ただ──衆目に晒さらされた上で処しよ刑けいされるのは、ごめんこうむりたい」

　動どう揺ようを隠かくせないまま、テッキはとりあえず告白書の内容にざっと目を通した。クラエスの語った通りのことが、そこには理路整然と書き連ねられていた。

「案外、綺き麗れいな字を書くのですね」

　テッキは素す直なおな感想を口にした。

「多分、過不足無く書けているとは思うのですが、──」

「そうか、じゃあおさらばだ」

　クラエスは小瓶の蓋ふたを開けようとした。

「待て！　まあちょっと待て」

　慌あわててエルバが押しとどめた。クラエスは素直に手を止める。

　制止したはいいものの、エルバの頭の中は真っ白だった。あるのはただ一つ、このおっさんが目の前で死ぬのを見過ごすわけにはいかない、という思いのみ。

「あー、……ああ、そうだ」

　必死に頭を振ふり絞り、エルバはある一つの質問を思いついた。

「まだだ。まだあんたには一つだけ、聞きたいことがある」

「ん？」クラエスは眉まゆをひそめる。「犯行について、まだわからないところでもあったかね」

「違ちがう」

　少し間を置いてから、エルバは尋ねた。

「前に一度尋ねた質問だ。……あんたは何が望みで、八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加したんだ？」

　その質問は予想外だったようだ。クラエスは意表をつかれたような顔をする。

「そんなことを聞きたいのか？」

「ああ」

　エルバは短く頷うなずく。

　長いことクラエスは黙だまり込み、何事かを考えているようだった。しかしやがて頭を起こすと、

「仕方ねえなあ。だったら教えてやるか」

　意を決したように言った。

「俺の父親も、ルンホルムの一族の例に漏もれず、悪あく魔ま研究を生き甲が斐いとしていた。研究テーマはデスドレッドデーモンの実態だ。デスドレッド島で見つかる人型の悪魔のこと、知っているよな」

「知っている。持ってるし」

　エルバは手に装着した円盤レンズホルダーを叩たたいた。

「珍めずらしいな。……あの悪魔は、普ふ通つうの悪魔とは色々と違う性質を持っている。父は、『人じん為い的な手によって創造された悪魔ではないか』という仮説を立証すべく、研究を続けていた」

「本当ですか、それって」

　テッキが驚おどろきの声を放つ。

「あくまで仮説だ」クラエスは小さく肩かたをすくめた。「本当かもしれないし、父の妄もう念ねんから出た戯たわ言ごとかもしれない。大切なのは、父は自分の研究にすべての情熱をかけていたということだ。いつの日かデスドレッド島に渡わたり、実際に活動しているデスドレッドデーモンをこの目で見てみたい、ってのが父の口くち癖ぐせだった。だが、その夢を実行に移す前に、父は病に倒たおれた」

　父の面おも影かげを思い出そうとしているのか、クラエスの両手は不思議な具合に宙をさまよっていた。

「医師からは余命一年の宣告がなされた。その事実を知った時の父の嘆なげきようといったらなかった。命が尽つきるのは仕方がないとして、研究を未完に終わらせることだけが無念だ──ってね。そんな時だった、俺の手元に魔王を名乗る娘むすめが円盤を持って現れたのは」

「ブラナ・ラ・モートか」

「おまえらも会ってるはずだわな。そう、あの娘だ。八眼争覇を勝ち抜ぬくことができれば、おまえの父親の病を治してやる──ってな。だから俺は魔神と契けい約やくし、八眼争覇に参加した。それが俺にできる唯ゆい一いつのことだったからだ。俺の頭が良ければ、父の研究を継つぐこともできたんだろうが」

「だが、あんたは八眼争覇に負けた」

「ああ、その結果として、足一本と視力と記き憶おくを失うハメになった。父も俺の失しつ踪そう後まもなく帰らぬ人になったと言うし、踏ふんだり蹴けったりとはこのことだ。ヒッヒッヒ」

　自じ嘲ちようの笑いをひとしきり立てて、クラエスは黙り込んだ。

「…………」

　エルバもまた、ひとしきり考え込んだ。長い沈ちん黙もくがその場に落ちる。

「質問はそれで終わりかい」

　クラエスの問いに、エルバはついに動いた。

　静かにクラエスに近づくと、彼の手の中から小こ瓶びんをもぎ取り、地面に投げ捨てた。そして一言、言った。

「逃にげろ」

「な……」

　呆あつ気けにとられるクラエスに、エルバは言葉を続ける。

「告白書もある。俺たちもあんたの告白を聞いた。ローランが釈しやく放ほうされるよう、手を尽くしてやる。だから、あんたはどこかに逃げろ。個人的な意見だが、あんたはやるべきことをやっただけだ。あんたは死ぬべきじゃないと思う」

「おまえらの仕事は、真犯人を捕つかまえることじゃないのか」

「ちょっと違う。俺たちが受けた依い頼らいは、マノンお嬢じようさんを冤えん罪ざいから救うことだ。そういう意味じゃ、仕事はもう終わっている」

「……そうか」

　クラエスは静かに立ち上がった。

「だったら、言う通りにさせてもらうかね。毒薬も捨てられちまったし」

　義足を拾って足にはめ、しかるのちクラエスはオウルヘッドを召しよう喚かんする。

「あ、待って下さい。最後に一つだけ注文が」

　テッキがクラエスの注意を惹ひいた。

「俺の義足を証しよう拠こ品として置いていけとでも言うのか？　それはちょっと困るぞ」

「そうではありません。さすがに、犯人の告白を聞いておきながらただ逃がしたとあっては、ワタクシ達の面めん目ぼくが立ちませんので。一発エルバを殴なぐってくれませんか？」

「なにッ」

　エルバが声を上げた──が、テッキはまるっきり無視して続ける。

「格かく闘とうの末に逃げられたということにしましょう。できるだけアザが目立つように、顔面を殴り飛ばして下さいな」

「待てコラ。何てことをさらっと言いやがる」

「あら。女の顔を殴れとおっしゃるのですか？　そもそもこの方を逃がそうと言い出したのはあなたですから、あなたが責任を取るべきでしょうに」

「ム……」

　エルバは反論に詰つまった。

「しゃーねーなあ！」乱暴に言い捨てる。「いいだろ、さっさとやってくれ！」

「いいのかねえ。猛もう烈れつに気が引けるが」

「俺たちの体面を保つためだ。助けると思って殴ってくれ」

　ためらいを覚えるクラエスに、苦々しくエルバは訴うつたえた。

「わかった。歯を食いしばれ──」

　オウルヘッドは拳こぶしを握にぎりしめると身体からだをひねり、正せい拳けんをエルバの右目のあたりに叩たたき込んだ。

「ぐほあッ」

　エルバは吹ふき飛び、地面に叩きつけられた。数すう拍はくの後、痛みがじわじわと広がってくる。

「痛いてえ……クソ、痛えぞ！」

　地面をバンバン叩いて、苦しみを訴える。苦く悶もんの表情のままにクラエスを見上げ、

「さっさとどっかに行っちまえ！　ああ畜ちく生しよう！」

　嚙かみつくような視線を投げる。

「そうする」

　クラエスは答えた。が、すぐにその場を立ち去ろうとはしなかった。

「一つだけ、八眼デイアボリツク争覇パーテイの先せん輩ぱいとして忠告だけさせてもらおうか」

　静かな口調で、クラエスは言った。

「何かを得るために何かを犠ぎ牲せいにする。どこまで犠牲にできるかという覚かく悟ごを見たい、なんてことをブラナから聞いていると思うがね。八眼争覇の厄やつ介かいなところは、犠牲を払はらったからといって対価が得られるとは限らないってことだ。この俺みたいに、犠牲だけ払って、何も望みを叶かなえられなかった人間がいるってことも忘れるなよ」

「それは……望みを叶えるのをあきらめろってことかよ」

「おまえの望みは何なんだ？」

「父さんの仇かたきを討うつことだ。それは、何を犠牲にしても叶えなければならない望みだ」

「本当にそうなんだろうな？　すべてを犠牲にしても叶えたい、と」

　ファルナの姿が、一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎる。エルバは返答に詰まった。

「いや」クラエスが言う。「そう思っているのならば、それでいいんだ。少なくとも俺は、父のために戦ったことを後こう悔かいしていない。おまえが、俺みたいな目に遭あった時でも後悔はしない、という自信があるなら、自分の信じる道を突つっ走ればいい。だが、そうでないとすれば、つらい目に遭うかもしれねえぜ」

　エルバは、何も言い返すことができなかった。

「望みと望みが正面からぶつかり合うこともあるだろう。例えば今回みたいに、イザベルはマノンを殺すことを望み、俺はマノンを生かすことを望む、という風に。となれば、相手の望みを完かん膚ぷ無なきまでに叩き潰つぶすより、他ほかに道はない。敵がどんなに憎にくい奴やつであろうと、それは覚悟のいることだ。身内となればなおさらだ──ま、ンなこた実際にそういう目に遭わなきゃわからねえだろうがな。ヒッヒッ」

　クラエスは笑った。

「こちらからも一つだけ」

　エルバは質問を投げた。

「父さんは闇照の魔ま神じんヤミ・ヤタとその契けい約やく者しやに殺された。あんた、ヤミの契約者が誰だれだったか知らないか」

　少し考えてから、クラエスは答えた。

「いや、闇照の魔神とは遭そう遇ぐうしなかった。そうか、チェビアトはそいつにやられたのか。いつか再会できたら、と思っていたんだが。残念だな」

「そろそろ、行った方がいいのではありませんか」

　テッキが指し摘てきする。

　クラエスは空を見上げ、満月の位置を確かく認にんした。

「そうするか。……しかし、どこに行こうかね」

　そう呟つぶやいて考え込む。

「デスドレッド島はいかがです」テッキが進言した。「お父様の研究を引き継つぐというのはどうですか？」

　クラエスは意外そうな顔をした。

「俺が？　俺には父さんみたいな立派な研究はできねえぜ」

「あなたはあなたなりのやり方でやればいいでしょう。お父様が亡なくなった以上、お父様の夢を叶えられるのはあなたしかいないのではないですか？　たとえ八眼争覇で夢破れたとしても、今から自力で望みを叶えればいいではありませんか」

「……なるほど。考えてもみなかったな」

　そう呟いたクラエスの顔には、希望があった。長らく闇の中をさまよっていた者が、自分の前ぜん途とに曙しよ光こうを見いだしたかのような。

「じゃあな、世話になった。二人とも、八眼争覇での健けん闘とうを祈いのっているぜ。ヒッヒッヒ」

　最後にそう言って手を振ふると背を向け、クラエスはルンホルム邸ていの裏門から静かに歩いて出て行った。







「その……ありがとうございました」

　元気のない声でマノンは礼を言い、頭を下げた。軍警察の拘こう束そくから解放されて間もないというのに、マノンとローラン、両名の顔は重く沈しずんでいた。

　クラエス・ルンホルムの「逃とう亡ぼう」から三日後、テッキは改めてルンホルム邸に招かれていた。

　クラエスが残した告白書の内容は、テッキ達の口くち添ぞえと、逮たい捕ほされたヘプケン（彼はクラエスに川に叩たたき落とされながら一命を取り留めたものの、びしょ濡ぬれになったせいでえらい風邪かぜを引いてしまい、完全に復調するのに半月ほどかかったのだという）の証言によって補強され、真実であると認定された。その結果、ローランも放ほう免めんされることとなった。軍警察はクラエスの行方ゆくえを追っているが、その足そく跡せきは杳ようとして知れないという。

「おまえさん方がもう少し使える奴だったら、こんな目に遭わずに済んだのによォーッ」

　とは、誤認逮捕を二度もやらかして面目を失ったボンダーマンの、テッキ達に対する弁である。もちろん、テッキ達がわざとクラエスを逃にがしたとは、まったく気づいていなかったが。エルバの腫はれ上がった右目が、雄ゆう弁べんに物語っていた──テッキ達はクラエスを捕とらえるべく、必死に戦ったのだ、と。

　ただし、ローランとマノンには真実を語っておく必要がある、とテッキは判断し、この日改めてルンホルム邸にやってきたのだった。といっても事実の九割方は告白書にすべて書き連ねられているため、テッキの語ることと言えば意図的にクラエスを逃がしたこと、多分クラエスはデスドレッド島へ逃げるであろうこと程度だったが。

「おじさんがそこまで考えて行動していたとは……。意外も意外、ですね。ただの飲んだくれではないと思っていましたけど」

　真相を知った時のショックは、ローランの方がより大きいようだった。なにしろ両親が殺されただけではなく、両親がマノンの抹まつ殺さつを企たくらんでいたという事実まで発覚したのである。

「飲んだくれていたのも、あの人なりの作戦だったのでしょう。ベランジェ夫妻に、疑心を悟さとられないための」

「……そうかもしれません」マノンが言う。「私は、父のことを誤解していたようです。でも、もう父に謝ることはできないんですね」

「残念ながら、そうですね」

　テッキは短く答えた。

「これから先、ルンホルムの家名を受け継いで、平へい穏おん無事に暮らすことです。それがクラエスさんに報むくいる唯ゆい一いつの道ですよ。あなたの幸せのために、あの人は尽じん力りよくしてくれたのですからね」

　テッキの笑え顔がおに、つられてマノンも笑みをこぼす。

「そうですね……ありがとうございます、テッキさん」

　弱々しい笑みであるにせよ、笑みは笑みだ。いい傾けい向こうだ、とテッキは感じた。最悪の時期を過ぎれば、やがてマノンも明るさを取り戻もどしてくれるだろう。

「まさか、こんな短期間でうちから大人が一人もいなくなるなんて思ってもみませんでしたが……マノンと二人で、どうにかやっていこうと思います」

　ローランはそう宣言し、隣となりでマノンも頷うなずいた。

「エルバさんにもよろしく言っておいて下さい。目の周りのアザが早く消えますように、って」

「わかりました。言っておきますよ」

　と笑顔で答えつつ、テッキは内心で一つため息をついた。

「見た目の傷はすぐに治るんでしょうけどねえ」

　ついポロリと漏もらす。ローランとマノンは不思議そうな顔をした。




「君らしくもないねえ。そんな風にふさぎ込むとは」

　博物館のラウンジでワイングラスを傾かたむけながら、ルナはエルバに言った。

「人をなんだと思ってやがるんだ。俺だって、人生について考え込みたくなる時もある」

　エルバは言い返したものの、その声に普ふ段だんのような勢い、張りはなかった。右目の周りにできたアザも痛々しい。

　なんでこうも気分が落ち込んでいるのか、エルバは自分でも不思議で仕方がなかった。せっかく自分が知ち恵えを絞しぼって真犯人を暴あばき出し、事件を解決したというのに。もう少し勝ち誇ほこれるような気分になっていいんじゃないか、と思うものの、気持ちが上向く気配はまったくない。

　理由ははっきりしている。クラエスとの接せつ触しよくが、エルバを暗あん澹たんたる気分にさせているのだ。

　エルバが今まで直視を避さけてきた事こと柄がらを、クラエスは否いや応おうなく直視させてくれた。八眼デイアボリツク争覇パーテイに敗北した場合、待ち受けている結末について。敗北者はクラエスのような苦しみを背負うことになるか、あるいは死ぬことになるか──重い代だい償しようを支し払はらうことになる可能性は極きわめて高い。

　もう一つ、クラエスの別れ際ぎわの言葉が、エルバに重くのしかかっていた。犠ぎ牲せいを払ったからといって、対価が得られるとは限らない、という言葉が。

　間接的ながら、エルバは既すでに代償を支払っている。というか、代償を他人に背負わせてしまった。ファルナの大おお怪け我がだ。自分の望みを叶かなえるために、他人を傷つける──そんなことが許されて良いのか？　もちろん、エルバが直接ファルナを傷つけたわけではない。が、エルバが父の復ふく讐しゆうにこだわり、八眼争覇に参加さえしなければ、ファルナは今も元気でいられたのではないのか。

「……エルバ君、元気出して下さいよお」

　サクラがお茶を差し出す。彼女の心配そうな眼まな差ざしも、エルバの心を慰なぐさめるには至らない。

「……サクラの言葉の意味が、今いま更さらながらわかってきたような気がするぜ」

「ん？　なんのことでしょう？」

「復讐なんて意味がない、って言ってるじゃないか。俺にもテッキにも。たしかに、俺はファルナを復讐の犠牲にしちまった」

「あ……ああ……そうですねえ」

　困ったような笑みを、サクラは浮うかべた。

「実は……私は逆のことを思ったんですよ。ファルナの大怪我について」

「……と言うと」

「その……復讐を望む気持ちが、少しわかったというか。ファルナに大怪我を負わせたあの魔ま神じんが、私は憎にくいです。このような気持ちを抱いだくのはよくないってわかってますけど……」

　エルバは少々驚おどろいた。サクラからこんな言葉が出てくるとは思ってもみなかったからだ。

「なかなか興味深い意見だね。もちろん、君には戦い続けてもらわなくちゃならないんだけどね。僕的には」

　ルナはエルバに視線を向ける。

「こう考えてみたらどうかな。たしかに、ここで八眼争覇から下りるという手もあるだろう。だが、すでにファルナちゃんという代償を払っているというのに途と中ちゆう下車するってのはいかがなものかね？　重じゆう症しようのファルナちゃんという結果だけが残るんだよ、ここで下りれば。しかも戦った結果じゃない、自分が尻しり込ごみしたせいで、だ。それはあまりにファルナちゃんがかわいそうじゃないの」

　エルバの視線は、自然と厳しいものになった。

「久しぶりに思い出したぜ。おまえが人間じゃなく、悪魔だってこと」

「それは光栄なことと思っていいのかな。長らく僕のことを人間だと思っていたとは」

「ンなわけあるか。おまえはあくまでも、俺に戦い続けることを望むんだな」

「当然さ。何者にも負けない契けい約やく者しやと組むこと、それが僕の望みだからね」

　不意にルナは真しん剣けんな顔を作った。

「僕と君は契約を交かわした。僕は全身全ぜん霊れいをもって契約を履り行こうする。それに相応する態度を、君に望みたいね」

　極めて不ふ愉ゆ快かいな表情で、エルバはルナを見返した。

　悔くやしいがルナの言う通りだ、とエルバは思わざるを得なかった。ここで降りたら、ファルナの犠牲はまったく意味のないものとなってしまう。それはそれで、許せることではない。

　自分は既に茨いばらの森のど真ん中まで出てきてしまった。

　父を殺した相手に復讐する──それは、どうしてもやらなければならないことなのだ。

　進むも茨道、戻もどるも茨道というのであれば、前に進むより他ほかにない。

　エルバは肩かたの力を抜ぬくと、低い声で言った。

「そうだな。俺は悪魔に魂たましいを売ったんだ。今いま更さら払い戻しなんてできるはずがない」

「そうそう」ルナは笑え顔がおで答えた。「それでいい」

　対照的に、サクラの表情は暗かった。彼女の視線が、エルバには痛い。が、これもまた乗り越こえなければならない痛みの一つだ。今更、道を引き返すことはできない。

「まあまあ、深刻に考えることはないさ」

　重い雰ふん囲い気きを変えようとしてか、ルナはことさら脳天気な調子で言った。

「君が八眼争覇を勝ち抜いてしまえばなんの問題もないじゃあないか。テッキちゃんと戦う必要はないんだし、生き残れる可能性は十分にある。万が一負けたとしても、命さえあればどうにかなる。クラエスの人生に対する陽気な態度は、見習うところが多いと思うよ」

　あらかじめ用意していたマグカップに、ルナはワイン瓶びんの中身を注ついだ。そしてエルバの手の中に押しつける。

「もしもの時はアルコールに逃とう避ひしろってか」エルバは呆あきれた。「ま、それも悪くねえかもしれねえが……」

　マグカップを傾かたむけ、エルバは液体を口に含ふくんだ。

「！　このワイン──」

　そしてはっと息を吞のむ。

「口当たりが水みたいにさわやかで何の抵てい抗こうもないし、喉のどごしも水みたいにスムーズだ。味も水のような……ってえかやっぱりただの水じゃねえか！」

　エルバはルナの顔に液体をぶちまけようとした──が寸前で思いとどまり、水をすべて一口で飲み干した。

「水だとわかっていたろうに、わざわざのってくれるとは。そういう余よ裕ゆうがあれば、まあきっと大だい丈じよう夫ぶさ、これからも」

　ルナはケタケタと笑いながら、ワイン瓶の中身をラッパ飲みした。
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　六塚です。

『レンズと悪あく魔ま　Ⅳ魔ま神じん幻げん世せい』をお届けします。




　今作はザ・スニーカー誌上に掲けい載さいされた短編二本と、書き下ろし中編一本の三本立て構成となっております。時系列的には、短編二本は一巻の後、中編は三巻の後ということになります。わかりやすく言うと短編はファルナ退場前、中編はファルナ退場後ってことです。




　今回、八眼デイアボリツク争覇パーテイの進行は小休止ですが、書き下ろし中編は間接的ながら八眼争覇に関係する話となっております。今後の展開に絡からめていく予定の事じ項こうも色々含ふくめていますので、お見み逃のがし無きよう。そこが、単なる短編集ではなく、四巻と銘めい打うった理由ですので。




　中編についてですが……

　八眼争覇のルール上、必然的に七人の敗者が出るわけで、それを何回も繰くり返している以上、何十人という数の敗者がいるわけです。父親を八眼争覇で失ったというエルバの境きよう遇ぐうも、実はそれほど珍めずらしいものでもないんですね。むしろクラヴリーのように、八眼争覇から脱だつ落らくはしたもののついうっかり五体満足で生き残ってしまった、というケースの方が珍しい。

　そんなことを踏ふまえた話を書いてみました。他ほかにもたくさんの敗者達がいること、敗者には敗者なりのドラマがあるのだということをそこはかとなく想像して頂ければ幸いです。




　短編集を出すのは二度目ですが、タマラセの時とはまったく毛色の違ちがうものに仕上がって我ながらビックリです。まあこれはこれで良いのですが。しかしまあ、タマラセ短編集のごときアホ話を書くことを期待している向きもあると思うので、いずれ機会でもあれば書きたいものです。エルバとクラヴリーがスパイクボールで激げき突とつする話とか。




　ついでに言うと、この本はデビュー以来十冊目の本になります。最初の本が出たのが二〇〇四年十一月なんで、十冊書くまでおおむね三年。早い方なのか遅おそい方なのか……。世の中、一年で十冊発表するようなスゴい人もいますからねえ。ま、十冊出せたというだけで我ながら大したもんだとは思いますが。

　今後二十冊三十冊と増やしていきたいものです。もうちょっとだけペースが上がるといいなあ。




　次巻は秋のうちに出せたらいいなあと思っています。三巻のエピローグでほのめかした通り、エルバ達博物館員と連れん邦ぽう議会議員バルヒーヨの激突となります。それに伴ともない色々と大変なことになる予定ですので、とにかくお楽しみに。
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